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１．調査の概要 

 

 

（１）調査目的 

 

本調査は、都民の消防行政や防災に対する認識、日頃の防災体制の実態や消防行政に対す

る意見や要望などを把握し、今後の消防行政施策立案の基礎知識とすることを目的とする。 

本調査は平成元年より毎年実施しており、今回で 31回目となる。 

 

 

（２）調査内容 

 

本調査では、以下の項目について調査を行った。 

Ⅰ 消防行政に対する満足度 

Ⅱ 地震に関すること 

Ⅲ 救急に関すること 

Ⅳ 自主防災に関すること 

Ⅴ 消防団に関すること 

Ⅵ 火災予防に関すること 

 

 

（３）調査方法 

 

調査の概要は以下のとおり。 

①標本母集団及び調査対象抽出数 

東京都在住（稲城市および島しょ地域を除く）の満 18 歳以上男女個人とし、抽出数は

3,000人とした。 

②標本抽出方法 

層化二段無作為抽出法とした。 

■第１段階：調査地点の抽出 

東京都を下表のように 12 の地域に分け、それぞれの人口（平成 31年 1月 1日現在）

に応じ、全 250 地点（町丁目）を比例配分した。各地域内の調査地点は等間隔抽出法に

より決定した。調査地点の詳細は「4.資料（２）調査地点一覧」を参照。 

■第２段階：調査対象者の抽出 

該当する調査地点の区市町村の住民基本台帳から、１地点につき 12 人を等間隔で抽

出した。 

③調査期間等 

令和元年 9月 9日から 9月 24日まで 

調査票送付 

郵送回収及びインターネット回答方式 
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12 地域 区市町村 

①都心地域 千代田区 中央区 港区 

②山手地域 新宿区 文京区 渋谷区 豊島区 

③下町地域 台東区 墨田区 江東区 荒川区 

④東部地域 足立区 葛飾区 江戸川区 

⑤西部地域 練馬区 中野区 杉並区 世田谷区 目黒区 

⑥南部地域 大田区 品川区 

⑦北部地域 北区 板橋区 

⑧西多摩地域 青梅市 福生市 羽村市 あきる野市 瑞穂町 日の出町 檜原村 奥多摩町 

⑨南多摩地域 八王子市 町田市 日野市 多摩市 

⑩北多摩西部地域 立川市 昭島市 国分寺市 国立市 東大和市 武蔵村山市 

⑪北多摩北部地域 小平市 東村山市 清瀬市 東久留米市 西東京市 

⑫北多摩南部地域 武蔵野市 三鷹市 府中市 調布市 小金井市 狛江市 

 

 

標本抽出の際の対象地域区分図 

 

※満年齢の扱い（満 18歳以上） 

西暦 2001年 1月 1日（平成 13年 1月 1日）以前の住民基本台帳記載生年月日者を

対象とした。 

※人口数の扱い 

東京都ホームページ「東京都の統計」「住民基本台帳による世帯と人口：住民基本台帳

による東京都と世帯と人口 平成 31年 1月」を用いた。 

 

8 西多摩地域 

12 北多摩南部地域 

11 北多摩北部地域 

10 北多摩西部地域 

9 南多摩地域 

7 北部地域 

6 南部地域 

5 西部地域 

4 東部地域 

3 下町地域 

2 山手地域 

1 都心地域 
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（４）集計表記規則 

 

本報告書の集計結果表記規則を以下に記載する。 

●調査対象者（母集団 N=3,000）に対し、1,448の回答を得た。（n=1,448） 

表およびグラフの中の「n」は、各設問に対する回答比率の基数として示す。 

●母数「n」を基に算出した数値は百分率で表記し、小数点第 2位を四捨五入している。 

そのため、内訳合計が全体の計に一致しないことがあるが、表記上は「100.0」としてい

る。 

●無回答の扱いについて 

単一回答の設問の場合、無回答数は表およびグラフに表記する。 

複数回答可の設問の場合、回答数から無回答数を引いた数値を母数「n」として扱い、無

回答は表およびグラフに表記しない。 

●過去年度との比較について 

一部設問において、必ずしも同じ条件下（回答項目内容、回答項目数）でない場合があ

り、その際の年度比較は参考として扱うこととする。 

●記述回答の扱いについて 

記述回答は原文のまま記載を原則とするが、集計上、同じ意味合いの回答については要

約しているものもある。 

●調査対象は 18歳以上であるが、10代は件数が少ないため、クロス集計においては、20

代とまとめ、「10代・20代」とした。 
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（５）回収数 

 

発送数 N=3,000票、回収数 n＝1,448（回収率 48.3％）であった。地域ごとの配布数お

よび回収数、回収比率は以下のとおり。 

 

地 域 配布数 回収数 回収率（％） 

都 心 地 域 96 37 38.5 

山 手 地 域 228 89 39.0 

下 町 地 域 264 129 48.9 

東 部 地 域 396 188 47.5 

西 部 地 域 636 315 49.5 

南 部 地 域 252 135 53.6 

北 部 地 域 204 94 46.1 

西 多 摩 地 域 84 38 45.2 

南 多 摩 地 域 300 154 51.3 

北 多 摩 西 部 地 域 144 73 50.7 

北 多 摩 北 部 地 域 168 89 53.0 

北 多 摩 南 部 地 域 228 107 46.9 

全         体（※） 3,000  1,448  48.3  

 

※回答方法（郵送及びインターネット）の内訳：全回収数 1,448件のうち、郵送による回

答は 1,111件（76.7%）、インターネットによる回答は 337件（23.3%） 
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西部地域

21.8%

東部地域

13.0%

南多摩地域

10.6%
南部地域

9.3%

下町地域

8.9%

北多摩南部地域

7.4%

北部地域

6.5%

山手地域

6.1%

北多摩北部地域

6.1%

北多摩西部地域

5.0%

西多摩地域

2.6% 都心地域

2.6%

（６）回答者属性 

 

回答者の属性に関する調査結果は以下のとおりである。 

①居住地 

 

 人数 割合(%)  人数 割合(%) 

都 心 地 域 37 2.6  北 部 地 域 94 6.5  

山 手 地 域 89 6.1  西 多 摩 地 域 38 2.6  

下 町 地 域 129 8.9  南 多 摩 地 域 154 10.6  

東 部 地 域 188 13.0  北 多 摩 西 部 地 域 73 5.0  

西 部 地 域 315 21.8  北 多 摩 北 部 地 域 89 6.1  

南 部 地 域 135 9.3  北 多 摩 南 部 地 域 107 7.4  

   全 体 1,448 100.0  
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女性

59.0%

男性

41.0%

無回答

0.0%

１０代

1.1%

２０代

18.6%

３０代

18.4%

４０代

16.4%

５０代

18.2%

６０代

15.9%

７０歳以上

11.5%

無回答

0.0%

②性 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③年 齢 

 

 

 

  

 件 数 割合(%) 

男性 594 41.0  

女性 854 59.0  

無回答 0 0.0  

全  体 1,448 100.0  

 件 数 割合(%) 

１０代 16 1.1  

２０代 269 18.6  

３０代 266 18.4  

４０代 237 16.4  

５０代 263 18.2  

６０代 230 15.9  

７０歳以上 167 11.5  

無回答 0 0.0  

全  体 1,448 100.0  
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勤め(フルタイム)

45.0%

無職の主婦・主夫

15.9%

勤め(パートタイム)

13.1%

自営業主

8.6%

その他の無職

6.5%

学生

4.8%

無回答

2.6%

その他

1.9% 家族従業(家業手伝い)

1.7%

④職 業 

 

 件 数 割合(%) 

自営業主 125 8.6  

家族従業(家業手伝い) 24 1.7  

勤め(フルタイム) 652 45.0  

勤め(パートタイム) 189 13.1  

無職の主婦・主夫 230 15.9  

学生 69 4.8  

その他の無職 94 6.5  

その他 28 1.9  

無回答 37 2.6  

全  体 1,448 100.0  
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⑤世帯構成 

 

 件 数 割合(%) 

６歳以下の乳幼児 201 14.5  

６５歳以上の方 442 31.8  

病気などで寝たきりの方 19 1.4  

身体の不自由な方 66 4.7  

いずれもいない 744 53.5  

全  体 1,390 100.0  

※割合は回答者総数（1,448件）から無回答（58件）を除いた回答者数（ｎ＝1,390）に対する件数の割合 

 

 

 

 

 

  

1.4 

4.7 

14.5 

31.8 

53.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病気などで寝たきりの方

身体の不自由な方

６歳以下の乳幼児

６５歳以上の方

いずれもいない
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耐火造

59.6%

耐火造以外

37.6%

無回答

2.8%

持家（家族

所有含む）

63.7%

賃貸

34.1%

無回答

2.2%

マンション・

アパート

48.9%
一戸建て

47.0%

社宅・公務員住

宅・寮・寄宿舎

など

2.2%

その他

1.9%

⑥居住形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦建物構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧所有区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件 数 割合(%) 

一戸建て 681 47.0  

マンション・アパート 708 48.9  

社宅・公務員住宅・寮・寄宿舎など 32 2.2  

その他 27 1.9  

全  体 1,448 100.0  

 件 数 割合(%) 

耐火造 863 59.6  

耐火造以外 544 37.6  

無回答 41 2.8  

全  体 1,448 100.0  

 件 数 割合(%) 

持家（家族所有含む） 922 63.7  

賃貸 494 34.1  

無回答 32 2.2  

全  体 1,448 100.0  
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⑨消防とのかかわり 

 

 

 

 

 

 

78.5 

23.4 

6.0 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

救急車を呼ぶため１１９番通報

仕事で消防署に行ったことがある

火災など、災害で１１９番通報

その他

 件 数 割合(%) 

救急車を呼ぶため１１９番通報をしたことがある 721 78.5  

火災など、災害で１１９番通報をしたことがある 55 6.0  

仕事で消防署に行ったことがある（届出、申請、相談など） 215 23.4  

その他 132 14.4  

全  体 918 100.0  
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２．調査結果（単純集計） 

 

（1） 消防行政に対する満足度 

 

Ｑ１ 東京消防庁では、都民のみなさまの安全と安心を守れるよう、充実した消防の行政サー

ビスを進めています。そこで、東京消防庁の取組への印象についてお伺いします。 

下記ＡからＤの分野について、あてはまるものを、それぞれ１つずつ選び、また、その

ように回答した理由を下欄からいくつでも選んでください。 

 

A 火災などの災害における活動に関すること 

  【満足度】 

 件 数 割合(%) 

満足 469 32.4 

やや満足 452 31.2 

どちらとも言えない 467 32.3 

やや不満 39 2.7 

不満 11 0.8 

無回答 10 0.7 

全  体 1,448 100.0 

 

 

満足

32.4%

やや満足

31.2%

どちらとも言えない

32.3%

やや不満

2.7%

不満

0.8%

無回答

0.7%
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【満足と回答した方の理由】 

 
件 数 割合(%) 

満足 やや満足 

件 数 割合(%) 件 数 割合(%) 

日常における火災、救助への対応 805 90.7 431 48.5 374 42.1 

大地震などによる大規模災害時への

対応 
525 59.1 313 35.2 212 23.9 

集中豪雨などによる水災・土砂災害

への対応 
502 56.5 299 33.7 203 22.9 

放射性物質、生物剤、危険物及び毒

物などの特殊災害対応 
136 15.3 103 11.6 33 3.7 

消防団の災害対応 183 20.6 122 13.7 61 6.9 

都外及び国外への災害活動支援 186 20.9 126 14.2 60 6.8 

その他 25 2.8 12 1.4 13 1.5 

全  体 888 100.0 455 51.2 433 48.8 

 

 

  

51.2

48.5

35.2

33.7

11.6

13.7

14.2

1.4

48.8

42.1

23.9

22.9

3.7

6.9

6.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

日常における火災、救助への対応

大地震などによる大規模災害時への対応

集中豪雨などによる水災・土砂災害への

対応

放射性物質、生物剤、危険物及び毒物な

どの特殊災害対応

消防団の災害対応

都外及び国外への災害活動支援

その他

満足

やや満足
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【不満と回答した方の理由】 

 
件 数 割合(%) 

やや不満 不満 

件 数 割合(%) 件 数 割合(%) 

日常における火災、救助への対応 13 26.0 9 18.0 4 8.0 

大地震などによる大規模災害時への

対応 
27 54.0 23 46.0 4 8.0 

集中豪雨などによる水災・土砂災害

への対応 
31 62.0 27 54.0 4 8.0 

放射性物質、生物剤、危険物及び毒

物などの特殊災害対応 
15 30.0 12 24.0 3 6.0 

消防団の災害対応 9 18.0 7 14.0 2 4.0 

都外及び国外への災害活動支援 4 8.0 3 6.0 1 2.0 

その他 6 12.0 3 6.0 3 6.0 

全  体 50 100.0 39 78.0 11 22.0 

 

 

  

78.0

18.0

46.0

54.0

24.0

14.0

6.0

6.0

22.0

8.0

8.0

8.0

6.0

4.0

2.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

日常における火災、救助への対応

大地震などによる大規模災害時への対応

集中豪雨などによる水災・土砂災害への

対応

放射性物質、生物剤、危険物及び毒物な

どの特殊災害対応

消防団の災害対応

都外及び国外への災害活動支援

その他

やや不満

不満
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B 救急業務に関すること 

 

  【満足度】 

 件 数 割合(%) 

満足 545 37.6 

やや満足 464 32.0 

どちらとも言えない 377 26.0 

やや不満 36 2.5 

不満 9 0.6 

無回答 17 1.2 

全  体 1,448 100.0 

 

 

 

  

満足

37.6%

やや満足

32.0%

どちらとも言えない

26.0%

やや不満

2.5%

不満

0.6% 無回答

1.2%
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  【満足と回答した方の理由】 

 
件 数 割合(%) 

満足 やや満足 

件 数 割合(%) 件 数 割合(%) 

救急隊の現場活動 854 87.8 501 51.5 353 36.3 

応急手当（ＡＥＤの使い方など）の

普及活動 
467 48.0 269 27.6 198 20.3 

救急相談センター（♯７１１９）の

サービス内容 
296 30.4 185 19.0 111 11.4 

その他 36 3.7 21 2.2 15 1.5 

全  体 973 100.0 525 54.0 448 46.0 

 

 

 

 

  

54.0

51.5

27.6

19.0

2.2

46.0

36.3

20.3

11.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

救急隊の現場活動

応急手当（ＡＥＤの使い方など）の普及活動

救急相談センター（♯７１１９）のサービス内容

その他

満足

やや満足
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  【不満と回答した方の理由】 

 
件 数 割合(%) 

やや不満 不満 

件 数 割合(%) 件 数 割合(%) 

救急隊の現場活動 9 20.0 7 15.6 2 4.4 

応急手当（ＡＥＤの使い方など）の

普及活動 
20 44.4 17 37.8 3 6.7 

救急相談センター（♯７１１９）の

サービス内容 
22 48.9 17 37.8 5 11.1 

その他 16 35.6 11 24.4 5 11.1 

全  体 45 100.0 36 80.0 9 20.0 

 

 

 

 

  

80.0

15.6

37.8

37.8

24.4

20.0

4.4

6.7

11.1

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

救急隊の現場活動

応急手当（ＡＥＤの使い方など）の普及活動

救急相談センター（♯７１１９）のサービス内容

その他

やや不満

不満
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C 都民のみなさまの防災行動力向上に関すること 

 

  【満足度】 

 件 数 割合(%) 

満足 270 18.6 

やや満足 459 31.7 

どちらとも言えない 562 38.8 

やや不満 119 8.2 

不満 17 1.2 

無回答 21 1.5 

全  体 1,448 100.0 

 

 

 

 

 

 

  

満足

18.6%

やや満足

31.7%

どちらとも言えない

38.8%

やや不満

8.2%

不満

1.2%

無回答

1.5%
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 【満足と回答した方の理由】 

 
件 数 割合(%) 

満足 やや満足 

件 数 割合(%) 件 数 割合(%) 

地域における防火防災知識に関する

普及啓発活動 
421 60.4 185 26.5 236 33.9 

地域における防火防災訓練指導 408 58.5 181 26.0 227 32.6 

学生や児童への防火防災に関する普

及啓発活動 

※ 新規の選択肢（旧 消防少年団

の活動内容の充実） 

345 49.5 138 19.8 207 29.7 

高齢者や身体障害者など要配慮者へ

の防火防災に関する普及啓発活動 

※ 新規の選択肢 

140 20.1 72 10.3 68 9.8 

消防博物館や防災館などの防火防災

に関する施設 
152 21.8 64 9.2 88 12.6 

その他 11 1.6 5 0.7 6 0.9 

全  体 697 100.0 254 36.4 443 63.6 

 

 

 

 

  

36.4

26.5

26.0

19.8

10.3

9.2

0.7

63.6

33.9

32.6

29.7

9.8

12.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

地域における防火防災知識に関する普及啓発活動

地域における防火防災訓練指導

学生や児童への防火防災に関する普及啓発活動

高齢者や身体障害者など要配慮者への防火防災に関

する普及啓発活動

消防博物館や防災館などの防火防災に関する施設

その他

満足

やや満足
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 【不満と回答した方の理由】 

 
件 数 割合(%) 

やや不満 不満 

件 数 割合(%) 件 数 割合(%) 

地域における防火防災知識に関する

普及啓発活動 
82 62.1 72 54.5 10 7.6 

地域における防火防災訓練指導 56 42.4 47 35.6 9 6.8 

学生や児童への防火防災に関する普

及啓発活動 

※ 新規の選択肢（旧 消防少年団

の活動内容の充実） 

39 29.5 32 24.2 7 5.3 

高齢者や身体障害者など要配慮者へ

の防火防災に関する普及啓発活動 

※ 新規の選択肢 

59 44.7 49 37.1 10 7.6 

消防博物館や防災館などの防火防災

に関する施設 
16 12.1 12 9.1 4 3.0 

その他 22 16.7 18 13.6 4 3.0 

全  体 132 100.0 115 87.1 17 12.9 

 

 

 

  

87.1

54.5

35.6

24.2

37.1

9.1

13.6

12.9

7.6

6.8

5.3

7.6

3.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

地域における防火防災知識に関する普及啓発活動

地域における防火防災訓練指導

学生や児童への防火防災に関する普及啓発活動

高齢者や身体障害者など要配慮者への防火防災に関

する普及啓発活動

消防博物館や防災館などの防火防災に関する施設

その他

やや不満

不満
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D 火災予防に関すること 

 

  【満足度】 

 件 数 割合(%) 

満足 239 16.5 

やや満足 413 28.5 

どちらとも言えない 623 43.0 

やや不満 121 8.4 

不満 16 1.1 

無回答 36 2.5 

全  体 1,448 100.0 

 

 

 

 

 

  

満足

16.5%

やや満足

28.5%

どちらとも言えない

43.0%

やや不満

8.4%

不満

1.1%

無回答

2.5%
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【満足と回答した方の理由】 

 

件 数 
割合

(%) 

満足 やや満足 

件 数 割合

(%) 

件 数 割合

(%) 

事業所（共同住宅の共用部分を含む）への防火防災

指導 
352 57.4 153 25.0 199 32.5 

不特定多数の人が集まる施設への防火防災に関する

規制 
259 42.3 116 18.9 143 23.3 

火災発生時の危険性が高い施設の公表 152 24.8 67 10.9 85 13.9 

防火上優良であると認定された建物の表示 107 17.5 53 8.6 54 8.8 

暮らしの中の火災事例に関する情報提供 287 46.8 116 18.9 171 27.9 

その他 7 1.1 4 0.7 3 0.5 

全  体 613 100.0 225 36.7 388 63.3 

 

 

  

36.7

25.0

18.9

10.9

8.6

18.9

0.7

63.3

32.5

23.3

13.9

8.8

27.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

事業所（共同住宅の共用部分を含む）への

防火防災指導

不特定多数の人が集まる施設への防火防災

に関する規制

火災発生時の危険性が高い施設の公表

防火上優良であると認定された建物の表示

暮らしの中の火災事例に関する情報提供

その他

満足

やや満足
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【不満と回答した方の理由】 

 

件 数 
割合

(%) 

やや不満 不満 

件 数 割合

(%) 

件 数 割合

(%) 

事業所（共同住宅の共用部分を含む）への防火防災

指導 
52 38.5 43 31.9 9 6.7 

不特定多数の人が集まる施設への防火防災に     

関する規制 
59 43.7 51 37.8 8 5.9 

火災発生時の危険性が高い施設の公表 84 62.2 74 54.8 10 7.4 

防火上優良であると認定された建物の表示 40 29.6 33 24.4 7 5.2 

暮らしの中の火災事例に関する情報提供 63 46.7 55 40.7 8 5.9 

その他 17 12.6 13 9.6 4 3.0 

全  体 135 100.0 119 88.1 16 11.9 

 

 

 

 

 

  

88.1

31.9

37.8

54.8

24.4

40.7

9.6

11.9

6.7

5.9

7.4

5.2

5.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

事業所（共同住宅の共用部分を含む）への防

火防災指導

不特定多数の人が集まる施設への防火防災に

関する規制

火災発生時の危険性が高い施設の公表

防火上優良であると認定された建物の表示

暮らしの中の火災事例に関する情報提供

その他

やや不満

不満
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（2） 地震に関すること 

 

■大地震発生時の行動等について 

 

Ｑ２ あなたが家にいる時、東京都に非常に大きな揺れがくることを示す緊急地震速報がテレ

ビ、携帯電話、スマートフォンなどから流れました。あなたは、まず何をしますか。 

次の中から１つだけ選んでください。 

 

  
平成 29年

（n=1,644） 

平成 30年

（n=1,531） 

令和元年

（n=1,448） 

使っている火を消したり、火の元を確認する 38.6 33.4 46.9 

テーブルの下に身を寄せるなど、身の安全を図る 30.0 29.6 20.3 

戸や窓を開け避難路を確保する 14.5 15.6 15.5 

そのままの状態で様子を見る 14.8 12.2 15.2 

外に出る 0.6 1.2 0.6 

その他 1.1 1.0 1.1 

無回答 0.3 6.9 0.4 

 

 

  

46.9

20.3

15.5

15.2

0.6

1.1

0.4

33.4

29.6

15.6

12.2

1.2

1.0

6.9

38.6

30.0

14.5

14.8

0.6

1.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

使っている火を消したり、火の元を確認する

テーブルの下に身を寄せるなど、身の安全を図る

戸や窓を開け避難路を確保する

そのままの状態で様子を見る

外に出る

その他

無回答

令和元年

平成30年

平成29年
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■家庭での地震に対する備えについて 

 

Ｑ３－１ 近年、日本で発生した大きな地震では、家具や家電が倒れてきたり、高いところに置い

てある物が落ちたりすることにより、多くの方が負傷しています。そこで、図１、図２

を参考に、あなたの家での、「家具類の転倒・落下・移動防止対策」の実施状況を、次の

中から１つだけ選んでください。 
 

 

 

 

 

 

  

5.7

53.3

9.4

27.1

4.5

6.4

57.2

8.0

23.5

4.9

7.3

58.3

7.8

25.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

すべての家具類に実施している

一部の家具類に実施している

倒れる可能性のある家具類がない

又は家具を置いていない

実施していない

無回答

令和元年

平成30年

平成29年

  
平成 29年

（n=1,644） 

平成 30年

（n=1,531） 

令和元年

（n=1,448） 

すべての家具類に実施している 7.3 6.4 5.7 

一部の家具類に実施している 58.3 57.2 53.3 

倒れる可能性のある家具類がない又は家具を置いていない 7.8 8.0 9.4 

実施していない 25.1 23.5 27.1 

無回答 1.5 4.9 4.5 
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Ｑ３－２ Ｑ３－１で「一部の家具類に実施している」又は「実施していない」を選んだ方に

お聞きします。家具類の転倒・落下・移動防止対策を実施していない（一部にのみ

実施している方は、実施していない部分について）理由を、次の中からいくつでも

選んでください。 

 

 

  
平成 29年

（n=1,321） 

平成 30年

（n=1,204） 

令和元年

（n=1,130） 

面倒である 37.5 39.0 36.0 

建物の壁に取り付けられる場所がない 25.9 28.0 29.0 

壁や家具にキズを付けたくない 21.1 21.7 24.5 

対策方法がわからない 15.3 16.2 15.1 

器具が高価である 13.2 12.3 14.3 

地震で家具が倒れるとは思わない 10.5 7.7 8.4 

建物が免震または制振構造である 5.4 5.5 5.8 

器具を売っている場所がわからない 4.5 5.8 5.5 

その他 21.8 18.0 19.9 
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36.0

29.0

24.5

15.1

14.3

8.4

5.8

5.5

19.9

39.0

28.0

21.7

16.2

12.3

7.7

5.5

5.8

18.0

37.5

25.9

21.1

15.3

13.2

10.5

5.4

4.5

21.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

面倒である

建物の壁に取り付けられる場所がない

壁や家具にキズを付けたくない

対策方法がわからない

器具が高価である

地震で家具が倒れるとは思わない

建物が免震または制振構造である

器具を売っている場所がわからない

その他

令和元年

平成30年

平成29年
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（3） 救急に関すること 

■「東京消防庁救急相談センター」及び「東京版救急受診ガイド」に関することについて 

 

Ｑ4 急な病気やケガをして「病院へ行くか、救急車を呼ぶか迷った時、電話で相談がで

き、また、インターネットを使って自身で症状の緊急性を判断できる、「♯７１１

９」を知っていますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

  
平成 29年

（n=1,644） 

平成 30年

（n=1,531） 

令和元年

（n=1,448） 

知っている 52.0 53.6 54.6 

知らない 46.5 46.2 45.0 

無回答 1.5 0.1 0.4 

 

 

  

54.6

45.0

0.4

53.6

46.2

0.1

52.0

46.5

1.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

知っている

知らない

無回答

令和元年

平成30年

平成29年
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■今までに、救急車を呼んだ（１１９番通報した）ことがある方について 

 

Ｑ5 あなたが、救急車を呼んだ理由を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

  
平成 29年

（n=866） 

平成 30年

（n=826） 

令和元年

（n=809） 

生命の危険があると思った 50.5 53.0 46.1 

自力で歩ける状態でなかった 40.2 45.2 43.6 

軽症や重症の判断がつかなかった 21.6 25.4 22.6 

夜間・休日で診察時間外だった 20.4 23.0 20.9 

病院へ連れて行ってくれる人がいなかった 4.6 4.8 5.9 

家族や友人、居合わせた人に薦められた 9.0 9.7 9.1 

かかりつけの医師又は医療関係者に薦められた 6.8 8.8 5.8 

「♯7119」を利用したときに救急車を呼ぶことを薦められた 7.5 8.7 8.7 

外出先で具合が悪い人やけがをした人を発見した（※） - - 13.5 

どこの病院に行けばよいかわからなかった 5.2 6.5 8.3 

救急車で病院に行った方が優先的に診てくれると思った 3.3 5.4 5.6 

交通手段がなかった 1.8 2.8 3.6 

その他 8.5 6.2 11.1 

（※）は令和元年新規の選択肢 

 

 

46.1

43.6

22.6

20.9

13.5

9.1

8.7

8.3

5.9

5.8

5.6

3.6

11.1

53.0 

45.2 

25.4 

23.0 

-

9.7 

8.7 

6.5 

4.8 

8.8 

5.4 

2.8 

6.2 

50.5 

40.2 

21.6 

20.4 

-

9.0 

7.5 

5.2 

4.6 

6.8 

3.3 

1.8 

8.5 

0% 20% 40% 60%

生命の危険があると思った

自力で歩ける状態でなかった

軽症や重症の判断がつかなかった

夜間・休日で診察時間外だった

外出先で具合が悪い人やけがをした人を発見した（※）

家族や友人、居合わせた人に薦められた

「♯7119」を利用したときに救急車を呼ぶことを薦められた

どこの病院に行けばよいかわからなかった

病院へ連れて行ってくれる人がいなかった

かかりつけの医師又は医療関係者に薦められた

救急車で病院に行った方が優先的に診てくれると思った

交通手段がなかった

その他

令和元年

平成30年

平成29年
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■応急手当について 

 

Ｑ６－１ 都民の方を対象に様々な応急手当を学ぶ救命講習が行われています。あなたは救命

講習を受けたことがありますか。次の中から１つ選んでください。 

※ 平成３０年度からの設問 

 

  
平成 30年

（n=1,531） 

令和元年

（n=1,448） 

受けたことがある 45.0 42.6 

受けたことがない 51.8 55.3 

無回答 3.1 2.1 

 

 

 

 

  

42.6

55.3

2.1

45.0

51.8

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

受けたことがある

受けたことがない

無回答 令和元年

平成30年
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Ｑ6－２ Ｑ６－１で救命講習を受けたことがあるを選んだ方にお聞きします。救命講習のうち、

あなたが受けたことのある講習を次の中からいくつでも選んでください。 

※ 平成３０年度からの設問 

 

  
平成 30年

（n=233） 

令和元年

（n=613） 

応急救護講習（心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱い中心の短時間の講習） 61.8 71.6 

普通救命講習（心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱い中心の３時間程度の講習） 35.6 25.8 

救命入門コース（小学校中・高学年等を対象とした講習） 8.6 15.2 

上級救命講習（３の講習内容に外傷応急手当等を加えた８時間程度の講習） 16.3 6.9 

応急手当普及員講習（普通救命講習等の指導要領を学ぶ講習） 8.6 4.4 

その他 3.0 5.5 

 

 

  

71.6

25.8

15.2

6.9

4.4

5.5

61.8

35.6

8.6

16.3

8.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

応急救護講習（心肺蘇生法、

ＡＥＤ取扱い中心の短時間の講習）

普通救命講習（心肺蘇生法、

ＡＥＤ取扱い中心の３時間程度の講習）

救命入門コース（小学校中・

高学年等を対象とした講習）

上級救命講習（３の講習内容に外傷

応急手当等を加えた８時間程度の講習）

応急手当普及員講習（普通救命

講習等の指導要領を学ぶ講習）

その他
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Ｑ7－１ あなたの周りの人が急病やけがをしたとき、あなたにできる応急手当を、次の中か

らいくつでも選んでください。 

 

  
平成 29年

(n=1,630) 

平成 30年

(n=1,514) 

令和元年

(n=1,414) 

声をかけるなど励ます 86.9 90.7 90.5 

反応（身体の動きや意識など）や呼吸などの確認 75.5 76.5 76.2 

毛布をかけるなどして保温する 58.2 59.7 56.3 

やけどの手当（冷やす、被覆する） 46.9 40.8 42.6 

出血を止める 40.6 36.8 38.0 

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用 31.2 36.4 34.8 

のどに異物がつまった時に、背中を叩いたり、口の中からかき出す 36.3 33.0 33.7 

胸骨圧迫（心臓マッサージ） 22.8 29.1 27.3 

けが人や急病人の症状に適した姿勢にする 27.4 25.6 27.2 

人工呼吸 15.1 19.7 17.6 

骨折が疑われる部位を固定する 13.9 13.6 12.4 

その他の応急手当 1.8 1.5 2.1 

何もしない 1.5 1.4 1.4 

 

90.5

76.2

56.3

42.6

38.0

34.8

33.7

27.3

27.2

17.6

12.4

2.1

1.4

90.7

76.5

59.7

40.8

36.8

36.4

33.0

29.1

25.6

19.7

13.6

1.5

1.4

86.9

75.5

58.2

46.9

40.6

31.2

36.3

22.8

27.4

15.1

13.9

1.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

声をかけるなど励ます

反応（身体の動きや意識など）や呼吸などの確認

毛布をかけるなどして保温する

やけどの手当（冷やす、被覆する）

出血を止める

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用

のどに異物がつまった時に、

背中を叩いたり、口の中からかき出す

胸骨圧迫（心臓マッサージ）

けが人や急病人の症状に適した姿勢にする

人工呼吸

骨折が疑われる部位を固定する

その他の応急手当

何もしない

令和元年

平成30年

平成29年
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【参考：応急手当講習の受講有無（Q６－１）毎の集計】 

  

受けたことがある

（n=599） 

※ 無回答 18件 

受けたことがない

（n=800） 

※ 無回答 1件 

声をかけるなど励ます 92.0 89.4 

反応（身体の動きや意識など）や呼吸などの確認 83.3 70.9 

毛布をかけるなどして保温する 57.8 55.5 

やけどの手当（冷やす、被覆する） 44.6 41.1 

出血を止める 42.1 34.9 

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用 55.9 19.0 

のどに異物がつまった時に、背中を叩いたり、口

の中からかき出す 
40.1 28.9 

胸骨圧迫（心臓マッサージ） 44.4 14.4 

けが人や急病人の症状に適した姿勢にする 34.7 21.8 

人工呼吸 27.9 9.6 

骨折が疑われる部位を固定する 16.4 9.4 

その他の応急手当 1.7 2.3 

何もしない 0.8 1.9 

 

92.0

83.3

57.8

44.6

42.1

55.9

40.1

44.4

34.7

27.9

16.4

1.7

0.8

89.4

70.9

55.5

41.1

34.9

19.0

28.9

14.4

21.8

9.6

9.4

2.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

声をかけるなど励ます

反応（身体の動きや意識など）や呼吸などの確認

毛布をかけるなどして保温する

やけどの手当（冷やす、被覆する）

出血を止める

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用

のどに異物がつまった時に、…

胸骨圧迫（心臓マッサージ）

けが人や急病人の症状に適した姿勢にする

人工呼吸

骨折が疑われる部位を固定する

その他の応急手当

何もしない

受けたことがある

受けたことがない
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Ｑ７－２ Ｑ７－１で「何もしない」を選んだ方にお聞きします。あなたが、何もしない理由

は何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

  
平成 29年

（n=24） 

平成 30年

（n=21） 

令和元年

（n=20） 

何をしたらよいかわからないから 62.5 81.0 80.0 

自信がないから 41.7 38.1 50.0 

かえって悪化させることが心配だから 54.2 61.9 35.0 

誤った応急手当をしたら責任を問われそうだから 33.3 38.1 25.0 

怖いから 16.7 33.3 15.0 

感染などが心配だから 4.2 9.5 10.0 

関わりたくないから 12.5 14.3 10.0 

触るなと教わったから 0.0 4.8 0.0 

その他 4.2 0.0 15.0 

 

  

80.0

50.0

35.0

25.0

15.0

10.0

10.0

0.0

15.0

81.0

38.1

61.9

38.1

33.3

9.5

14.3

4.8

0.0

62.5

41.7

54.2

33.3

16.7

4.2

12.5

0.0

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

何をしたらよいかわからないから

自信がないから

かえって悪化させることが心配だから

誤った応急手当をしたら責任を問われそうだから

怖いから

感染などが心配だから

関わりたくないから

触るなと教わったから

その他

令和元年

平成30年

平成29年
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（4） 自主防災に関すること 

 

■防火防災訓練などについて 

 

Ｑ８－１ あなたが最近１年間で参加したことのある防火防災訓練や東京消防庁主催のイベントな

どはありますか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

（※）は令和元年新規の選択肢 

 

62.6

23.1

15.8

12.4

6.5

2.5

1.8

1.1

0.8

1.6

62.2

24.1

15.1

13.1

7.2

2.4

-

1.1

1.4

1.4

55.4

26.1

21.2

17.2

8.7

4.0

-

0.9

2.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

どれも体験・参加したことがない

避難訓練

消火訓練

応急救護訓練（ＡＥＤの取扱い、心臓マッサージなど）

地震の揺れから身を守る訓練（起震車での地震体験など) 

防災講演会、座談会、シンポジウムなど

ＶＲ防災体験車による災害疑似体験（※）

水災に関する訓練

救出・救助訓練

その他

令和元年

平成30年

平成29年

  
平成 29年

（n=1,629） 

平成 30年

（n=1,521） 

令和元年

（n=1,418） 

どれも体験・参加したことがない 55.4 62.2 62.6 

避難訓練 26.1 24.1 23.1 

消火訓練 21.2 15.1 15.8 

応急救護訓練（ＡＥＤの取扱い、心臓マッサージなど） 17.2 13.1 12.4 

地震の揺れから身を守る訓練（起震車での地震体験など)  8.7 7.2 6.5 

防災講演会、座談会、シンポジウムなど 4.0 2.4 2.5 

ＶＲ防災体験車による災害疑似体験（※） - - 1.8 

水災に関する訓練 0.9 1.1 1.1 

救出・救助訓練 2.1 1.4 0.8 

その他 2.6 1.4 1.6 
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Ｑ８－２ Ｑ８－１で「どれも体験・参加したことがない」を選んだ方にお聞きします。参加した

ことがない最も大きな理由を、次の中から１つだけ選んでください。 

 

  
平成 29年

（n=902） 

平成 30年

（n=946） 

令和元年

（n=888） 

訓練のあることを知らなかったから 43.8 47.1 50.6 

訓練の時間帯が合わないから 22.0 20.8 18.7 

過去に参加したことがある訓練と同じような内容だから 11.2 9.9 10.1 

訓練に関心がないから 3.5 4.0 5.1 

一緒に参加する人がいないから 3.0 2.5 4.2 

休養したいから 3.2 3.9 2.8 

その他 10.5 5.0 7.5 

無回答 2.8 6.7 1.0 

 

  

50.6

18.7

10.1

5.1

4.2

2.8

7.5

1.0

47.1 

20.8 

9.9 

4.0 

2.5 

3.9 

5.0 

6.7 

43.8

22.0

11.2

3.5

3.0

3.2

10.5

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

訓練のあることを知らなかったから

訓練の時間帯が合わないから

過去に参加したことがある訓練と同じような内容だから

訓練に関心がないから

一緒に参加する人がいないから

休養したいから

その他

無回答

令和元年

平成30年

平成29年
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（5） 消防団に関すること 

 

■消防団について 

 

Ｑ９－１ あなたは、あなたの地域の安全・安心を守る消防団を知っていますか。次の中から

１つだけ選んでください。 

 

※ 消防団 

様々な仕事につきながら「わが街を守る」という使命感のもと、自営業や会社員、主婦や

学生などで組織されている消防機関です。 

 

  
平成 29年

（n=1,629） 

平成 30年

（n=1,521） 

令和元年

（n=1,448） 

知っている 46.9 43.2 40.7  

名前は聞いたことがある 24.7 25.1 28.2  

知らない 27.8 30.4 28.7  

無回答 0.6 1.2 2.4  

 

  

40.7 

28.2 

28.7 

2.4 

43.2

25.1

30.4

1.2

46.9

24.7

27.8

0.6

0% 20% 40% 60%

知っている

名前は聞いたことがある

知らない

無回答

令和元年

平成30年

平成29年
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Ｑ９－２ Ｑ９－１で「知っている」又は「名前は聞いたことがある」を選んだ方にお聞きし

ます。地域の安全・安心を守るため、あなたは消防団に入団したいと思いますか。

次の中から１つだけ選んでください。 

 

  

61.9

22.6

11.2

1.6

0.2

2.5

58.1

26.3

12.5

1.6

0.6

1.0

58.1

25.9

12.8

0.7

0.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

入団したいと思わない

わからない

条件が合えば入団してもよい

すでに入団している、又は、入団していたことがある

入団したい

無回答

令和元年

平成30年

平成29年

  
平成 29年

（n=1,177） 

平成 30年

（n=1,047） 

令和元年

（n=998） 

入団したいと思わない 58.1 58.1 61.9 

わからない 25.9 26.3 22.6 

条件が合えば入団してもよい 12.8 12.5 11.2 

すでに入団している、又は、入団していたことがある 0.7 1.6 1.6 

入団したい 0.6 0.6 0.2 

無回答 1.9 1.0 2.5 
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Ｑ９－３ Ｑ９－２で「入団したいと思わない」を選んだ方にお聞きします。入団したいと思

わない理由を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

（※１）は令和元年新規の選択肢 

（※２）は平成３０年までの選択肢 

 

  

60.6

17.9

13.5

-

9.3

22.6

62.2

9.8

-

41.3

6.3

17.1

51.3

8.9

-

30.9

4.9

32.9

0% 20% 40% 60% 80%

活動する時間がないから

消防団についてよく知らないから

活動内容を知っているが、自分がやりたくないから（※）

活動が大変そうだから

関心がないから

その他

令和元年

平成30年

平成29年

  
平成 29年

（n=677） 

平成 30年

（n=603） 

令和元年

（n=614） 

活動する時間がないから 51.3 62.2 60.6 

消防団についてよく知らないから 8.9 9.8 17.9 

活動内容を知っているが、自分がやりたくないから（※１） - - 13.5 

活動が大変そうだから（※２） 30.9 41.3 - 

関心がないから 4.9 6.3 9.3 

その他 32.9 17.1 22.6 
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Ｑ１０ 次の内容は消防団員の待遇についてです。あなたが知っていることを、次の中からいく

つでも選んでください。 

 

 

 

60.3 

26.5 

18.8 

11.5 

11.1 

10.7 

8.8 

65.5

23.7

17.1

10.9

11.4

9.1

8.1

61.9

25.4

19.6

13.3

12.6

12.1

9.7

0% 20% 40% 60% 80%

全て知らない

消防団の活動服や制服が支給される

功労に応じて表彰制度がある

災害や警戒で出場した場合は、手当が支払われる

年額報酬が支払われる

消防団活動でけがなどした場合は、補償制度がある

特別職の地方公務員である

令和元年

平成30年

平成29年

  
平成 29年

（n=1,600） 

平成 30年

（n=1,501） 

令和元年

（n=968） 

全て知らない 61.9 65.5 60.3  

消防団の活動服や制服が支給される 25.4 23.7 26.5  

功労に応じて表彰制度がある 19.6 17.1 18.8  

災害や警戒で出場した場合は、手当が支払われる 13.3 10.9 11.5  

年額報酬が支払われる 12.6 11.4 11.1  

消防団活動でけがなどした場合は、補償制度がある 12.1 9.1 10.7  

特別職の地方公務員である 9.7 8.1 8.8  
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Ｑ１1 消防団の活動であなたが魅力を感じることについて、次の中からいくつでも選んでくだ

さい。 

 

  
平成 29年

（n=1,483） 

平成 30年

（n=1,409） 

令和元年

（n=935） 

地域社会に貢献できる 75.1 72.2 77.0 

応急手当の知識や救助技術が身につく 46.7 54.9 51.3 

自分の住む地域又は働く地域との結びつきを強められる 39.0 37.0 40.4 

年額報酬や出場手当が支払われる 13.1 18.4 18.2 

特別職の地方公務員である 11.9 13.1 12.5 

無線や船舶の資格を取得できる機会がある 8.2 11.3 9.3 

女性が活躍できる場がある 7.7 5.7 9.0 

消防団活動でけがなどをした場合は、補償制度がある 6.4 9.6 7.9 

功労に応じて表彰制度がある 5.0 6.0 6.6 

学生消防団員には、就職活動を支援する制度がある 5.1 7.1 6.4 

防火服を着て火災現場で消火活動ができる 3.5 4.0 3.6 

制服を着て活動ができる 2.8 3.1 2.6 

その他 3.6 3.8 4.5 

 

77.0

51.3

40.4

18.2

12.5

9.3

9.0

7.9

6.6

6.4

3.6

2.6

4.5

72.2

54.9

37.0

18.4

13.1

11.3

5.7

9.6

6.0

7.1

4.0

3.1

3.8

75.1

46.7

39.0

13.1

11.9

8.2

7.7

6.4

5.0

5.1

3.5

2.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80%

地域社会に貢献できる

応急手当の知識や救助技術が身につく

自分の住む地域又は働く地域との結びつきを強められる

年額報酬や出場手当が支払われる

特別職の地方公務員である

無線や船舶の資格を取得できる機会がある

女性が活躍できる場がある

消防団活動でけがなどをした場合は、補償制度がある

功労に応じて表彰制度がある

学生消防団員には、就職活動を支援する制度がある

防火服を着て火災現場で消火活動ができる

制服を着て活動ができる

その他

令和元年

平成30年

平成29年
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（6） 火災予防に関すること 

 

■住宅用火災警報器について 

 

Ｑ１２－１ 住宅用火災警報器は、全ての居室、台所、階段に設置が義務付けられています。

あなたのお住まいの設置状況を、次の中から１つだけ選んでください。 

 

  
平成 29年

（n=1,644） 

平成 30年

（n=1,531） 

令和元年

（n=1448） 

全てに設置している 56.0 58.2 62.7 

一部にしか設置していない 29.5 25.4 24.1 

自動火災報知設備又はスプリンクラー設備が設置されているた

め、住宅用火災警報器は設置していない 
1.4 1.6 2.6 

全く設置していない 12.4 13.2 8.1 

無回答 0.7 1.6 2.5 

 

 

 

 

62.7

24.1

2.6

8.1

2.5

58.2

25.4

1.6

13.2

1.6

56.0

29.5

1.4

12.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

全てに設置している

一部にしか設置していない

自動火災報知設備又はスプリンクラー設備が設置されて

いるため、住宅用火災警報器は設置していない

全く設置していない

無回答

令和元年

平成30年

平成29年
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Ｑ１２－２ Ｑ１２―１で「全て設置している」又は「一部にしか設置していない」を選んだ

方にお聞きします。住宅用火災警報器は設置から１０年が経過している場合は本

体交換を推奨しています。あなたはこれまでにお住まいの住宅用火災警報器の作

動確認及び本体交換を実施したことがありますか。次の中から１つだけ選んでく

ださい。 

 

  
平成 29年

（n=1,405） 

平成 30年

（n=1,280） 

令和元年

（n=1,257） 

作動確認を実施した 43.1 41.7 35.9 

本体交換を実施した 5.6 6.1 7.8 

どちらも実施した 6.3 8.8 8.0 

知っているが実施していない 20.2 18.1 14.8 

知らなかった 20.1 23.8 31.1 

無回答 4.7 1.4 2.4 

 

 

 

35.9

7.8

8.0

14.8

31.1

2.4

41.7

6.1

8.8

18.1

23.8

1.4

43.1 

5.6 

6.3 

20.2 

20.1 

4.7 

0% 20% 40% 60%

作動確認を実施した

本体交換を実施した

どちらも実施した

知っているが実施していない

知らなかった

無回答

令和元年

平成30年

平成29年
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（7） 記述回答 

 

ここでは、各設問の「その他」記述回答について、ご意見、ご要望、利用したご感想などを 

掲載する。 

 

Q1A 火災などの災害における活動に関すること（その他内容） ························  30 件 

内容 【満足】満足+やや満足 【不満】やや不満+不満 

情報発信 5 3 

関わりがない 6 2 

よくやっている 6 - 

未然防止活動 4 - 

その他 3 1 

全体 24 6 

 

 

Q1B 救急業務に関すること（その他内容） ··················································  50 件 

内容 【満足】満足+やや満足 【不満】やや不満+不満 

利用したときの対応が親切だった 22 - 

情報発信 1 6 

病院選定に時間がかかる 2 3 

使っていないのでわからない 3 - 

時間がかかった - 2 

その他 6 5 

全体 34 16 

 

 

Q1C 都民のみなさまの防災行動力向上に関すること（その他内容） ···················  33 件 

内容 
【満足】 

満足+やや満足 

【不満】 

やや不満+不満 

どのような活動をしているのか知らない 1 12 

情報発信 7 3 

その他 3 7 

全体 11 22 
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Q1D 火災予防に関すること（その他内容）····················································  24 件 

内容 
【満足】 

満足+やや満足 

【不満】 

やや不満+不満 

どのような活動をしているのか知らない 3 11 

事業所や施設以外への指導 2 1 

その他 2 5 

全体 7 17 

 

 

Ｑ２ 大きな揺れを感じた時の行動（その他内容）  ········································  16 件 

内容 件数 

家族の安否確認をする 7 

状況確認をする 3 

その他 6 

 

 

Ｑ３－２ 「家具類の転倒・落下・移動防止対策」を実施していない理由（その他内容）  ····  223 件 

内容 件数 

倒れても危険がないものには実施していない 69 

先延ばし、忘れていた 33 

危険だと思わないから 23 

あまりいることのない部屋だから対策はしていない 22 

賃貸・借家などで傷をつけることができないから 15 

見た目が悪い 9 

自力での実施ができないから 9 

移動・レイアウト変更する可能性があるから 7 

時間やコスト面で余裕がないから 5 

その他 31 
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Ｑ５ 救急車を呼んだ理由（その他内容）  ····················································  86 件 

内容 件数 

救急車を呼ぶほどのけが・病気だったから 22 

急病・異変・意識がなかったから 17 

救急車以外では無理と判断したから 9 

交通事故等 8 

当人に依頼されて 5 

人が倒れていたので 2 

その他 23 

 

 

Ｑ６－２ 東京消防庁が行っている救命講習のうち、受けたことのある講習（その他内容） 

 ····························································································  34 件 

内容 件数 

自動車運転教習所 9 

会社 6 

その他 19 

 

 

Ｑ７－１ 周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当（その他内容）  ···········  24 件 

 

 

Ｑ７－２ あなたが何もしない理由（その他内容）  ··········································  3 件 

 

  

内容 件数 

看護師等専門的対応 13 

他の人を呼ぶ、依頼する 4 

救急車を呼ぶ 4 

その他 3 

内容 件数 

どうしたらいいか分からない 1 

人に任せる方が安心 1 

女性に触れると後が面倒 1 
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Ｑ８－１ 最近１年間で参加したことのある防火防災訓練や東京消防庁主催のイベント（その他内容）  ···  21 件 

内容 件数 

学校や地域での訓練 8 

煙体験 2 

子供の引き取り 2 

会社での訓練 1 

その他 8 

学校や地域での訓練 8 

 

 

Ｑ８－２ 防火防災訓練やイベントに参加したことがない理由（その他内容）  ·······  67 件 

内容 件数 

機会がない 22 

体調が悪い 12 

多忙 10 

職場等で実施 9 

介護・育児 6 

障害がある 3 

その他 5 
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Ｑ９－３ 消防団に入団したくない理由（その他内容）  ································   139 件 

内容 件数 

自分が高齢 59 

身体･体力的な問題がある 40 

向いてない、大変そう 9 

介護、育児 9 

他の活動、仕事で多忙 6 

人間関係 5 

女性だから 5 

その他 6 

 

 

Ｑ１１ 消防団の活動で魅力を感じること（その他内容）  ·······························   40 件 

 

  

内容 件数 

魅力を感じない 23 

活動を知らない 3 

分からない 3 

その他 11 
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F９ 消防と関わった経験（その他内容）  ··················································   125 件 

内容 件数 

消防・防災訓練や研修・講習で関わったことがある 41 

消防署見学会やイベントで関わったことがある 22 

救急車に乗った（自分以外が通報） 10 

本人、家族、知人が消防官や消防団に所属している・していた 9 

消防に関して相談したことがある 6 

仕事上で関わったことがある 5 

その他 32 
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３．調査結果（クロス集計） 

 

各設問において、回答者属性（居住地域・性別・年齢・職業・世帯構成・居住形態・消防との

関わり）とのクロス集計をおこなった。また、クロス集計結果について有意差検定（ｔ検定）を

おこなった。 

 

 

■有意差検定（ｔ検定）について 

 

各クロス集計における選択肢の比率と全体比率との有意差を検定した。統計解析に用いられる

ことが多い標準的汎用プログラムを用い検定処理をおこなった。 

有意水準は一般的に用いられる５％および１％とした。 

 

検定処理の結果、求めたｐ値（確率）が 0.05 より小さい場合、有意水準 5％において有意差が

あると判定でき、同じく、求めたｐ値（確率）が 0.01 より小さい場合、有意水準 1％において有

意差があると判定できる。 

 

次ページ以降のクロス集計表内において、記号を用いて検定の結果を付記した。 

△：有意水準５％(p 値<0.05)において、全体の比率と比較して大きい値のもの 

▽：有意水準５％(p 値<0.05)において、全体の比率と比較して小さい値のもの 

▲：有意水準１％(p 値<0.01)において、全体の比率と比較して大きい値のもの 

▼：有意水準１％(p 値<0.01)において、全体の比率と比較して小さい値のもの 

表内記号なし：有意差なし 

 

この有意差検定（ｔ検定）により、「居住地域」「性別・年齢別」「職業別」「世帯構成別」「居住

形態別」「消防との関わり」の分類各項目において、設問の各選択肢への回答割合が有意差がある

かないか、全体に比べ高いか低いかを知ることができる。 

例えば、次ページの『Ｑ１A 火災などの災害における活動に関すること』の、回答１「満足」

の全体の回答比率 32.4％と男性（60 代）の回答比率 48.6％の関係において、有意水準 5％の確

率においてこの差は偶然ではない（有意である）と判断できる。 

回答 3「どちらとも言えない」の全体の回答比率 32.3％と北多摩西部地域の回答比率 20.5％の

関係において、有意水準 1％の確率においてこの差は偶然ではない（有意である）と判断できる。 
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（1）消防行政に対する満足度 

Ｑ１A火災などの災害における活動に関すること【満足度】  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

満
足 

 

や
や
満
足 

 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

 

や
や
不
満 

 

不
満 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 21.6 40.5 35.1 2.7 - - 

山 手 地 域 89 39.3 27.0 30.3 2.2 - 1.1 

下 町 地 域 129 28.7 34.1 34.1 2.3 0.8 - 

東 部 地 域 188 31.9 31.4 33.5 2.7 0.5 - 

西 部 地 域 315 36.2 28.3 31.1 2.5 1.3 0.6 

南 部 地 域 135 27.4 28.1 37.8 3.7 1.5 1.5 

北 部 地 域 94 ▼22.3 △50.0 26.6 1.1 - - 

西 多 摩 地 域 38 42.1 23.7 26.3 5.3 2.6 - 

南 多 摩 地 域 154 33.1 30.5 33.8 1.9 - 0.6 

北 多 摩 西 部 地 域 73 39.7 31.5 ▼20.5 ▲6.8 - 1.4 

北 多 摩 北 部 地 域 89 38.2 24.7 33.7 2.2 1.1 - 

北 多 摩 南 部 地 域 107 25.2 32.7 36.4 1.9 0.9 △2.8 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 107 29.9 29.0 36.4 2.8 1.9 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 ▼22.3 26.2 △48.5 1.9 1.0 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 32.6 33.7 30.4 2.2 - 1.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 31.8 △42.7 24.5 0.9 - - 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 △48.6 26.6 ▽17.4 4.6 0.9 1.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 ▲43.8 ▲42.5 ▽13.7 - - - 

男 性 小 計 594 34.5 33.0 ▼29.1 2.2 0.7 0.5 

女性(10 代・20 代) 178 ▽16.9 30.3 △44.9 ▲5.6 1.7 0.6 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▽18.4 28.2 △50.9 1.2 1.2 - 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 △42.1 28.3 26.9 2.1 0.7 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 28.8 30.7 34.0 3.9 0.7 ▲2.0 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 ▲41.3 33.1 ▽20.7 4.1 - 0.8 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 △52.1 29.8 ▽16.0 - - 2.1 

女 性 小 計 854 30.9 30.0 ▲34.4 3.0 0.8 0.8 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 35.2 32.0 31.2 1.6 - - 

家族従業(家業手伝い) 24 △58.3 16.7 20.8 - - ▲4.2 

勤め ( フルタイム ) 652 ▽25.5 31.9 △38.2 2.9 1.1 0.5 

勤め (パートタイム ) 189 33.9 29.1 33.3 2.6 0.5 0.5 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 △40.4 31.7 ▽23.9 2.6 0.4 0.9 

学 生 69 30.4 33.3 30.4 4.3 - 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 △45.7 30.9 ▽20.2 2.1 1.1 - 

そ の 他 28 35.7 32.1 21.4 7.1 3.6 - 

無 回 答 37 37.8 29.7 27.0 - - △5.4 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 28.9 30.3 37.8 1.0 ▲2.0 - 

6 5 歳 以 上 の 方 442 △41.0 33.0 ▽22.2 2.0 0.7 1.1 

病気などで寝たきりの方 19 42.1 31.6 15.8 5.3 ▲5.3 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 ▲45.5 36.4 ▽15.2 1.5 1.5 - 

い ず れ も い な い 744 ▽28.0 30.0 △37.5 △3.8 0.4 0.4 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 ▲35.5 32.3 ▽27.5 3.2 0.9 0.6 

マンション・アパート 708 ▼29.2 30.4 △36.7 2.4 0.7 0.6 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 25.0 37.5 37.5 - - - 

無 回 答 27 44.4 18.5 29.6 - - △7.4 

 

消
防
と
の

関
わ
り 

 
 

 

 

救急車を呼ぶため１１９番通報  721 △37.2 29.5 ▽28.8 2.9 1.0 0.6 

火災など、災害で１１９番通報  55 38.2 21.8 38.2 1.8 - - 

仕事で消防署に行ったことがある  215 35.3 32.6 28.8 2.8 0.5 - 

そ の 他 132 ▲40.9 28.0 27.3 2.3 0.8 0.8 

全 体 1448 32.4  31.2  32.3  2.7  0.8  0.7  
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Ｑ１A火災などの災害における活動に関すること【理由】  

（「満足」と「やや満足」の合計）  

   １ 2 3 4 5 6 7 

 

 

 

ｎ 

 

日
常
に
お
け
る
火
災
、

救
助
へ
の
対
応 

 

大
地
震
な
ど
に
よ
る
大

規
模
災
害
時
へ
の
対
応 

 

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

水
災
・
土
砂
災
害
へ
の

対
応 

 

放
射
性
物
質
、
生
物
剤
、

危
険
物
及
び
毒
物
な
ど

の
特
殊
災
害
対
応 

 

消
防
団
の
災
害
対
応 

 

都
外
及
び
国
外
へ
の
災

害
活
動
支
援 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 22 ▼77.3 50.0 36.4 13.6 22.7 18.2 - 

山 手 地 域 57 87.7 56.1 50.9 15.8 22.8 17.5 △10.5 

下 町 地 域 77 92.2 61.0 50.6 18.2 20.8 19.5 2.6 

東 部 地 域 114 91.2 55.3 57.9 15.8 25.4 23.7 2.6 

西 部 地 域 196 90.8 61.2 58.7 15.3 21.4 21.9 1.0 

南 部 地 域 71 94.4 63.4 59.2 16.9 15.5 23.9 4.2 

北 部 地 域 66 90.9 62.1 54.5 18.2 19.7 21.2 - 

西 多 摩 地 域 24 87.5 66.7 75.0 25.0 29.2 16.7 4.2 

南 多 摩 地 域 95 91.6 57.9 60.0 ▼8.4 18.9 25.3 2.1 

北 多 摩 西 部 地 域 51 90.2 54.9 51.0 13.7 13.7 17.6 3.9 

北 多 摩 北 部 地 域 55 96.4 63.6 56.4 14.5 21.8 23.6 1.8 

北 多 摩 南 部 地 域 60 85.0 53.3 58.3 15.0 16.7 ▼10.0 5.0 

無 回 答 - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 62 91.9 ▼46.8 58.1 ▼6.5 16.1 ▽6.5 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 49 83.7 55.1 ▼40.8 14.3 ▼8.2 18.4 6.1 

男 性 ( 4 0 代 ) 60 85.0 61.7 56.7 15.0 16.7 26.7 6.7 

男 性 ( 5 0 代 ) 80 95.0 51.3 47.5 13.8 16.3 20.0 1.3 

男 性 ( 6 0 代 ) 78 96.2 69.2 △74.4 17.9 21.8 ▲30.8 3.8 

男性 ( 7 0 歳以上 ) 59 89.8 62.7 59.3 10.2 25.4 18.6 1.7 

男 性 小 計 388 91.0 58.0 57.0 13.1 17.8 20.6 3.1 

女性(10 代・20 代) 79 ▽81.0 57.0 53.2 ▼6.3 12.7 ▽6.3 3.8 

女 性 ( 3 0 代 ) 74 93.2 ▼47.3 ▼43.2 14.9 25.7 12.2 1.4 

女 性 ( 4 0 代 ) 97 93.8 57.7 53.6 15.5 20.6 20.6 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 89 89.9 60.7 57.3 ▲22.5 25.8 20.2 3.4 

女 性 ( 6 0 代 ) 86 95.3 65.1 61.6 14.0 23.3 25.6 1.2 

女性 ( 7 0 歳以上 ) 75 88.0 ▲72.0 ▲68.0 △29.3 29.3 △42.7 ▲6.7 

女 性 小 計 500 90.4 60.0 56.2 17.0 22.8 21.2 2.6 

無 回 答 - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 79 91.1 57.0 54.4 12.7 13.9 19.0 3.8 

家族従業 (家業手伝
い ) 

16 100.0 68.8 62.5 25.0 ▲43.8 31.3 - 

勤め (フルタイム ) 363 89.5 57.9 55.4 13.5 ▽14.9 19.3 3.3 

勤め(パートタイム) 117 92.3 51.3 52.1 18.8 23.1 19.7 3.4 

無職の主婦・主夫 159 92.5 ▲67.3 ▲64.2 ▲21.4 △28.3 △29.6 2.5 

学 生 42 ▼81.0 52.4 50.0 4.8 21.4 ▽4.8 - 

そ の 他 の 無 職 69 95.7 58.0 53.6 10.1 26.1 23.2 2.9 

そ の 他 19 89.5 57.9 47.4 15.8 36.8 10.5 - 

無 回 答 24 83.3 ▲79.2 75.0 20.8 20.8 25.0 - 

世
帯
構
成
別 

６歳以下の乳幼児 113 94.7 54.9 54.0 15.9 19.5 14.2 2.7 

6 5 歳 以 上 の 方 312 92.6 61.5 △63.1 ▲19.2 ▲24.4 △26.3 2.6 

病気などで寝たきりの方 12 91.7 66.7 66.7 16.7 41.7 33.3 8.3 

身体の不自由な方 51 94.1 60.8 52.9 17.6 23.5 23.5 2.0 

い ず れ も い な い 421 89.1 56.8 ▼53.0 ▼12.1 ▽16.9 ▽17.1 2.9 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 446 90.1 58.3 59.6 15.9 22.4 22.4 2.2 

マンション・アパート 407 91.6 60.0 53.6 15.0 19.2 19.7 3.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

20 80.0 45.0 ▼30.0 5.0 5.0 10.0 - 

無 回 答 15 93.3 80.0 80.0 20.0 26.7 26.7 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 461 91.1 ▲62.5 59.0 ▲17.8 ▲23.6 △24.7 3.7 

火災など、災害で１１９番通報 33 93.9 △81.8 ▲75.8 24.2 △39.4 33.3 3.0 

仕事で消防署に行ったことがある  143 91.6 56.6 54.5 13.3 21.0 18.2 3.5 

そ の 他 88 93.2 63.6 64.8 18.2 27.3 20.5 1.1 

全 体 888 90.7  59.1  56.5  15.3  20.6  20.9  2.8  
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Ｑ１A火災などの災害における活動に関すること【理由】  

（「不満」と「やや不満」の合計）  

   １ 2 3 4 5 6 7 

 

 

 

ｎ 

 

日
常
に
お
け
る
火
災
、

救
助
へ
の
対
応 

 

大
地
震
な
ど
に
よ
る
大

規
模
災
害
時
へ
の
対
応 

 

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

水
災
・
土
砂
災
害
へ
の

対
応 

 

放
射
性
物
質
、
生
物
剤
、

危
険
物
及
び
毒
物
な
ど

の
特
殊
災
害
対
応 

 

消
防
団
の
災
害
対
応 

 

都
外
及
び
国
外
へ
の
災

害
活
動
支
援 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 1 100.0 - - - - - - 

山 手 地 域 2 - 50.0 100.0 50.0 - - - 

下 町 地 域 4 50.0 100.0 50.0 25.0 - - 25.0 

東 部 地 域 6 50.0 50.0 66.7 33.3 △66.7 16.7 - 

西 部 地 域 12 25.0 ▼25.0 50.0 16.7 8.3 - 25.0 

南 部 地 域 7 14.3 42.9 57.1 14.3 14.3 - 14.3 

北 部 地 域 1 - 100.0 100.0 100.0 - - - 

西 多 摩 地 域 3 33.3 66.7 66.7 33.3 - - 33.3 

南 多 摩 地 域 3 - 33.3 33.3 △100.0 - - - 

北 多 摩 西 部 地 域 5 - 60.0 80.0 20.0 40.0 △40.0 - 

北 多 摩 北 部 地 域 3 33.3 100.0 66.7 33.3 33.3 33.3 - 

北 多 摩 南 部 地 域 3 33.3 100.0 100.0 33.3 - - - 

無 回 答 - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 5 20.0 40.0 80.0 20.0 20.0 - 20.0 

男 性 ( 3 0 代 ) 3 - - 66.7 - - - 33.3 

男 性 ( 4 0 代 ) 2 50.0 - 50.0 - 50.0 - 50.0 

男 性 ( 5 0 代 ) 1 - 100.0 - - - - - 

男 性 ( 6 0 代 ) 6 33.3 33.3 66.7 33.3 16.7 - 16.7 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) - - - - - - - - 

男 性 小 計 17 23.5 ▼29.4 64.7 17.6 17.6 - 23.5 

女性(10 代・20 代) 13 38.5 69.2 61.5 46.2 23.1 △30.8 7.7 

女 性 ( 3 0 代 ) 4 25.0 25.0 25.0 50.0 25.0 - 25.0 

女 性 ( 4 0 代 ) 4 25.0 25.0 75.0 25.0 25.0 - - 

女 性 ( 5 0 代 ) 7 14.3 △100.0 85.7 42.9 - - - 

女 性 ( 6 0 代 ) 5 20.0 80.0 40.0 - 20.0 - - 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) - - - - - - - - 

女 性 小 計 33 27.3 ▲66.7 60.6 36.4 18.2 12.1 6.1 

無 回 答 - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 2 - - 50.0 50.0 - - 50.0 

家族従業(家業手伝い) - - - - - - - - 

勤め ( フル タイム ) 26 26.9 53.8 57.7 26.9 23.1 ▲15.4 15.4 

勤め (パートタイム ) 6 - 83.3 66.7 50.0 - - - 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 7 42.9 85.7 71.4 14.3 28.6 - - 

学 生 3 33.3 - 100.0 - 33.3 - - 

そ の 他 の 無 職 3 - 33.3 66.7 33.3 - - 33.3 

そ の 他 3 66.7 33.3 33.3 66.7 - - - 

無 回 答 - - - - - - - - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 6 33.3 16.7 33.3 50.0 16.7 16.7 33.3 

6 5 歳 以 上 の 方 12 16.7 50.0 58.3 8.3 - - 8.3 

病気などで寝たきりの方 2 - 100.0 50.0 - - - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 2 50.0 50.0 50.0 ▲100.0 50.0 ▲50.0 - 

い ず れ も い な い 31 25.8 61.3 67.7 32.3 22.6 6.5 9.7 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 28 17.9 57.1 67.9 32.1 14.3 7.1 14.3 

マンション・アパート 22 36.4 50.0 54.5 27.3 22.7 9.1 9.1 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

- - - - - - - - 

無 回 答 - - - - - - - - 

 

消
防
と
の

関
わ
り 

 

救急車を呼ぶため１１９番通報  28 21.4 57.1 64.3 35.7 21.4 10.7 10.7 

火災など、災害で１１９番通報  1 - 100.0 100.0 - - - - 

仕事で消防署に行ったことがある 7 14.3 42.9 57.1 28.6 14.3 - 28.6 

そ の 他 4 50.0 75.0 75.0 50.0 25.0 25.0 - 

全 体 50 26.0  54.0  62.0  30.0  18.0  8.0  12.0  
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Ｑ１B 救急業務に関すること【満足度】  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

満
足 

 

や
や
満
足 

 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

 

や
や
不
満 

 

不
満 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 24.3 37.8 32.4 5.4 - - 

山 手 地 域 89 43.8 25.8 27.0 1.1 - 2.2 

下 町 地 域 129 31.0 39.5 25.6 1.6 0.8 1.6 

東 部 地 域 188 39.4 30.3 27.7 1.6 - 1.1 

西 部 地 域 315 39.7 30.5 25.1 2.5 1.3 1.0 

南 部 地 域 135 33.3 35.6 28.1 2.2 - 0.7 

北 部 地 域 94 36.2 40.4 20.2 3.2 - - 

西 多 摩 地 域 38 47.4 21.1 18.4 △10.5 2.6 - 

南 多 摩 地 域 154 39.6 29.2 27.3 2.6 0.6 0.6 

北 多 摩 西 部 地 域 73 45.2 27.4 23.3 2.7 - 1.4 

北 多 摩 北 部 地 域 89 38.2 30.3 28.1 1.1 1.1 1.1 

北 多 摩 南 部 地 域 107 30.8 34.6 27.1 2.8 0.9 ▲3.7 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 107 ▼28.0 34.6 ▲35.5 1.9 - - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 ▼26.2 24.3 △47.6 1.0 1.0 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 40.2 26.1 31.5 - - 2.2 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 37.3 38.2 20.9 3.6 - - 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 △53.2 28.4 ▽12.8 2.8 0.9 1.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 39.7 ▲43.8 ▽12.3 - - ▲4.1 

男 性 小 計 594 37.4 32.2 27.3 1.7 0.3 1.2 

女性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 178 ▽22.5 34.3 △38.8 3.4 0.6 0.6 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▽26.4 30.1 △38.0 1.2 △3.7 0.6 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 ▲46.2 35.2 ▽15.2 3.4 - - 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 38.6 32.7 20.3 △5.9 - 2.6 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 △49.6 29.8 ▽15.7 3.3 - 1.7 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 △57.4 27.7 ▽12.8 - - 2.1 

女 性 小 計 854 37.8 32.0 25.2 3.0 0.8 1.2 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 ▲46.4 28.8 23.2 - - 1.6 

家族従業 (家業手伝い ) 24 54.2 20.8 20.8 - - 4.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 ▽30.2 32.7 △33.3 2.3 0.9 0.6 

勤め ( パートタイム ) 189 40.7 31.7 21.7 △5.8 - - 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 △46.5 31.3 ▽17.8 2.6 0.4 1.3 

学 生 69 34.8 36.2 26.1 1.4 - 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 42.6 37.2 ▼14.9 1.1 1.1 3.2 

そ の 他 28 42.9 28.6 17.9 7.1 ▲3.6 - 

無 回 答 37 45.9 27.0 18.9 - - △8.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 34.8 28.9 ▲32.3 2.0 1.5 0.5 

6 5 歳 以 上 の 方 442 △47.3 32.1 ▽15.8 2.5 0.5 1.8 

病気などで寝たきりの方 19 47.4 21.1 21.1 5.3 - 5.3 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 △56.1 25.8 ▽12.1 1.5 1.5 3.0 

い ず れ も い な い 744 ▽33.2 32.0 △31.0 3.0 0.4 ▽0.4 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 △42.7 31.7 ▽20.0 ▲3.4 0.9 1.3 

マンション・アパート 708 ▽32.8 32.8 △31.6 1.8 0.3 0.7 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

32 28.1 31.3 37.5 - 3.1 - 

無 回 答 27 48.1 22.2 18.5 - - △11.1 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 721 △44.8 31.8 ▽18.2 ▲3.3 1.0 1.0 

火災など、災害で１１９番通報 55 36.4 32.7 27.3 3.6 - - 

仕事で消防署に行ったことがある  215 39.5 33.5 23.7 1.9 0.9 0.5 

そ の 他 132 40.9 32.6 22.0 0.8 1.5 2.3 

全 体 1448 37.6  32.0  26.0  2.5  0.6  1.2  
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Ｑ１B 救急業務に関すること【理由】（「満足」と「やや満足」の合計）  

   １ 2 3 4 

 

 

 

ｎ 

 

救
急
隊
の
現
場
活
動 

 

応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
）
の
普
及

活
動 

 

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

（
♯
７
１
１
９
）
の
サ

ー
ビ
ス
内
容 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 22 77.3 40.9 18.2 ▲13.6 

山 手 地 域 61 88.5 52.5 23.0 3.3 

下 町 地 域 86 86.0 52.3 36.0 1.2 

東 部 地 域 124 90.3 50.0 31.5 3.2 

西 部 地 域 216 87.5 49.1 33.3 3.7 

南 部 地 域 89 83.1 50.6 31.5 2.2 

北 部 地 域 69 91.3 47.8 26.1 5.8 

西 多 摩 地 域 24 100.0 37.5 33.3 8.3 

南 多 摩 地 域 101 91.1 48.5 30.7 4.0 

北 多 摩 西 部 地 域 53 84.9 45.3 24.5 3.8 

北 多 摩 北 部 地 域 60 88.3 45.0 26.7 1.7 

北 多 摩 南 部 地 域 68 83.8 38.2 32.4 4.4 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (10 代・20 代 ) 65 84.6 46.2 21.5 6.2 

男 性 ( 3 0 代 ) 51 86.3 51.0 27.5 3.9 

男 性 ( 4 0 代 ) 61 90.2 45.9 31.1 4.9 

男 性 ( 5 0 代 ) 81 ▲95.1 ▽30.9 25.9 2.5 

男 性 ( 6 0 代 ) 84 ▲96.4 47.6 22.6 4.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 56 83.9 50.0 23.2 △10.7 

男 性 小 計 398 90.2 44.5 ▽25.1 ▲5.3 

女性 (10 代・20 代 ) 97 ▽77.3 54.6 32.0 1.0 

女 性 ( 3 0 代 ) 88 ▼79.5 48.9 31.8 3.4 

女 性 ( 4 0 代 ) 113 85.0 47.8 34.5 1.8 

女 性 ( 5 0 代 ) 105 91.4 43.8 31.4 2.9 

女 性 ( 6 0 代 ) 93 ▲95.7 55.9 33.3 2.2 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 79 87.3 53.2 ▲43.0 5.1 

女 性 小 計 575 86.1 50.4 △34.1 ▼2.6 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 88 88.6 50.0 27.3 4.5 

家族従業(家業手伝い) 16 93.8 △81.3 31.3 6.3 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 400 86.3 45.3 28.0 3.8 

勤め (パートタイム ) 132 85.6 45.5 31.8 2.3 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 171 88.9 47.4 △39.8 3.5 

学 生 47 85.1 48.9 29.8 2.1 

そ の 他 の 無 職 73 90.4 50.7 21.9 4.1 

そ の 他 19 94.7 63.2 31.6 5.3 

無 回 答 27 ▲100.0 59.3 33.3 7.4 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 123 ▼81.3 43.9 35.8 3.3 

6 5 歳 以 上 の 方 336 △92.3 49.4 32.1 3.6 

病気などで寝たきりの方 12 91.7 33.3 ▲58.3 ▲16.7 

身 体 の 不 自 由 な 方 52 94.2 51.9 36.5 3.8 

い ず れ も い な い 470 86.0 47.2 ▽26.0 3.6 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 486 89.7 47.9 31.1 2.9 

マンション・アパート 450 ▽84.7 48.0 30.0 4.4 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

19 100.0 57.9 26.3 - 

無 回 答 18 100.0 38.9 27.8 11.1 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  528 △90.3 46.4 33.0 4.7 

火災など、災害で１１９番通報  38 92.1 42.1 26.3 2.6 

仕事で消防署に行ったことがある  152 88.8 44.7 25.0 4.6 

そ の 他 95 88.4 53.7 26.3 ▲8.4 

全 体 973 87.8  48.0  30.4  3.7  
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Ｑ１B 救急業務に関すること【理由】（「不満」と「やや不満」の合計）  

   １ 2 3 4 

 

 

 

ｎ 

 

救
急
隊
の
現
場
活
動 

 

応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
）
の
普
及

活
動 

 

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

（
♯
７
１
１
９
）
の
サ

ー
ビ
ス
内
容 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 2 - 50.0 50.0 50.0 

山 手 地 域 1 - 100.0 100.0 100.0 

下 町 地 域 3 33.3 33.3 33.3 33.3 

東 部 地 域 3 33.3 66.7 66.7 - 

西 部 地 域 12 25.0 ▼16.7 50.0 41.7 

南 部 地 域 3 - 66.7 33.3 66.7 

北 部 地 域 3 33.3 33.3 33.3 - 

西 多 摩 地 域 5 - 20.0 40.0 40.0 

南 多 摩 地 域 5 20.0 60.0 80.0 40.0 

北 多 摩 西 部 地 域 2 50.0 100.0 50.0 - 

北 多 摩 北 部 地 域 2 - 100.0 50.0 - 

北 多 摩 南 部 地 域 4 25.0 50.0 25.0 50.0 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・2 0 代 ) 2 50.0 50.0 50.0 50.0 

男 性 ( 3 0 代 ) 2 - - 50.0 50.0 

男 性 ( 4 0 代 ) - - - - - 

男 性 ( 5 0 代 ) 4 50.0 50.0 25.0 25.0 

男 性 ( 6 0 代 ) 4 25.0 50.0 50.0 75.0 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) - - - - - 

男 性 小 計 12 33.3 41.7 41.7 50.0 

女性 ( 1 0 代・2 0 代 ) 7 14.3 57.1 57.1 14.3 

女 性 ( 3 0 代 ) 8 25.0 37.5 75.0 37.5 

女 性 ( 4 0 代 ) 5 20.0 20.0 40.0 40.0 

女 性 ( 5 0 代 ) 9 11.1 55.6 33.3 22.2 

女 性 ( 6 0 代 ) 4 - 50.0 50.0 50.0 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) - - - - - 

女 性 小 計 33 15.2 45.5 51.5 30.3 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 - - - - - 

家族従業 (家業手伝い ) - - - - - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 21 9.5 33.3 47.6 28.6 

勤め ( パートタイム ) 11 9.1 54.5 45.5 27.3 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 7 28.6 57.1 71.4 57.1 

学 生 1 - - - 100.0 

そ の 他 の 無 職 2 50.0 50.0 50.0 50.0 

そ の 他 3 △100.0 66.7 33.3 33.3 

無 回 答 - - - - - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 7 14.3 14.3 71.4 28.6 

6 5 歳 以 上 の 方 13 ▼0.0 38.5 46.2 53.8 

病気などで寝たきりの方 1 - 100.0 - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 2 - 50.0 100.0 - 

い ず れ も い な い 25 ▲32.0 56.0 44.0 28.0 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 29 13.8 44.8 48.3 44.8 

マンション・アパート 15 33.3 46.7 53.3 ▼13.3 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

1 - - - 100.0 

無 回 答 - - - - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  31 22.6 48.4 48.4 32.3 

火災など、災害で１１９番通報  2 - 50.0 50.0 50.0 

仕事で消防署に行ったことがある 6 16.7 33.3 66.7 50.0 

そ の 他 3 33.3 66.7 66.7 66.7 

全 体 45 20.0  44.4  48.9  35.6  
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Ｑ１C 都民のみなさまの防災行動力向上に関すること【満足度】  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

満
足 

 

や
や
満
足 

 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

 

や
や
不
満 

 

不
満 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 18.9 43.2 32.4 5.4 - - 

山 手 地 域 89 23.6 24.7 40.4 7.9 1.1 2.2 

下 町 地 域 129 15.5 38.8 34.9 10.1 - 0.8 

東 部 地 域 188 15.4 33.5 42.0 4.8 2.1 2.1 

西 部 地 域 315 18.7 31.4 39.4 7.9 1.6 1.0 

南 部 地 域 135 19.3 34.1 34.8 8.9 1.5 1.5 

北 部 地 域 94 19.1 29.8 40.4 9.6 1.1 - 

西 多 摩 地 域 38 18.4 31.6 ▼21.1 △23.7 2.6 2.6 

南 多 摩 地 域 154 22.7 ▼22.7 43.5 9.1 0.6 1.3 

北 多 摩 西 部 地 域 73 20.5 34.2 30.1 11.0 - 4.1 

北 多 摩 北 部 地 域 89 16.9 37.1 36.0 9.0 1.1 - 

北 多 摩 南 部 地 域 107 16.8 28.0 ▲48.6 ▼2.8 0.9 2.8 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 107 15.0 ▽19.6 △51.4 10.3 ▲3.7 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 ▼9.7 26.2 △51.5 9.7 2.9 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 21.7 31.5 39.1 5.4 1.1 1.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 12.7 39.1 36.4 10.9 0.9 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 ▲26.6 25.7 34.9 7.3 2.8 2.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 20.5 ▲45.2 ▽19.2 9.6 - △5.5 

男 性 小 計 594 17.5 30.5 39.7 8.9 ▲2.0 1.3 

女性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 178 ▽11.2 31.5 ▲46.1 9.6 1.1 0.6 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▼11.7 30.7 ▲47.9 9.2 0.6 - 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 △29.7 33.1 34.5 ▽2.1 - 0.7 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 19.0 28.8 36.6 △13.7 0.7 1.3 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 19.8 ▲40.5 ▼29.8 6.6 0.8 2.5 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 △33.0 33.0 ▽25.5 ▼2.1 - △6.4 

女 性 小 計 854 19.4 32.6 38.2 7.7 ▼0.6 1.5 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 20.8 36.8 34.4 8.0 - - 

家族従業 (家業手伝い ) 24 △50.0 16.7 20.8 8.3 - 4.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 ▽14.9 ▼28.5 △46.5 7.8 ▲1.8 ▽0.5 

勤め ( パートタイム ) 189 19.6 34.9 34.4 9.5 0.5 1.1 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 22.2 33.9 33.5 6.5 0.4 △3.5 

学 生 69 15.9 33.3 36.2 11.6 1.4 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 24.5 34.0 ▼28.7 7.4 2.1 3.2 

そ の 他 28 7.1 42.9 28.6 17.9 - 3.6 

無 回 答 37 29.7 32.4 24.3 8.1 - ▲5.4 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 18.4 32.3 40.3 7.5 1.5 - 

6 5 歳 以 上 の 方 442 ▲21.7 33.0 ▼33.9 7.9 0.9 ▲2.5 

病気などで寝たきりの方 19 21.1 26.3 42.1 10.5 - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 25.8 ▲43.9 ▼25.8 3.0 1.5 - 

い ず れ も い な い 744 ▼16.5 30.5 ▲41.9 8.9 1.3 ▼0.8 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 △21.6 32.3 ▽35.2 7.5 1.6 1.8 

マンション・アパート 708 ▽15.4 30.9 △42.7 9.2 0.8 1.0 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

32 18.8 40.6 37.5 3.1 - - 

無 回 答 27 29.6 25.9 29.6 7.4 - △7.4 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 721 19.0 31.9 38.1 7.5 1.5 1.9 

火災など、災害で１１９番通報 55 21.8 27.3 41.8 7.3 1.8 - 

仕事で消防署に行ったことがある 215 19.5 34.4 ▼31.6 11.2 ▲2.8 0.5 

そ の 他 132 16.7 31.1 37.9 11.4 - 3.0 

全 体 1448 18.6  31.7  38.8  8.2  1.2  1.5  
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Ｑ１C 都民のみなさまの防災行動力向上に関すること【理由】 

（「満足」と「やや満足」の合計）  

   １ 2 3 4 5 ６ 

 

 

 

ｎ 

 

地
域
に
お
け
る
防
火
防

災
知
識
に
関
す
る
普
及

啓
発
活
動 

 

地
域
に
お
け
る
防
火
防

災
訓
練
指
導 

 

学
生
や
児
童
へ
の
防
火

防
災
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動 

 

高
齢
者
や
身
体
障
害
者

な
ど
要
配
慮
者
へ
の
防

火
防
災
に
関
す
る
普
及

啓
発
活
動 

 

消
防
博
物
館
や
防
災
館

な
ど
の
防
火
防
災
に
関

す
る
施
設 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 22 63.6 54.5 36.4 ▼0.0 13.6 - 

山 手 地 域 40 57.5 57.5 57.5 10.0 22.5 2.5 

下 町 地 域 67 59.7 56.7 ▼37.3 16.4 23.9 - 

東 部 地 域 87 66.7 59.8 ▲59.8 ▲28.7 18.4 - 

西 部 地 域 150 60.7 56.0 47.3 21.3 18.7 △4.0 

南 部 地 域 67 56.7 58.2 52.2 13.4 23.9 1.5 

北 部 地 域 44 59.1 ▲75.0 47.7 22.7 11.4 - 

西 多 摩 地 域 18 55.6 55.6 55.6 33.3 38.9 - 

南 多 摩 地 域 68 64.7 61.8 47.1 25.0 19.1 1.5 

北 多 摩 西 部 地 域 39 59.0 48.7 56.4 23.1 ▲35.9 - 

北 多 摩 北 部 地 域 47 61.7 63.8 46.8 23.4 21.3 2.1 

北 多 摩 南 部 地 域 48 52.1 54.2 50.0 12.5 31.3 2.1 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 36 ▼44.4 66.7 63.9 16.7 13.9 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 36 66.7 ▼41.7 41.7 19.4 25.0 2.8 

男 性 ( 4 0 代 ) 49 69.4 67.3 53.1 14.3 20.4 4.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 55 60.0 56.4 ▼34.5 20.0 20.0 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 52 61.5 ▲75.0 ▼34.6 19.2 23.1 1.9 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 43 72.1 58.1 ▽23.3 △37.2 11.6 - 

男 性 小 計 271 62.7 61.6 ▽41.0 21.0 19.2 1.5 

女性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 73 ▼46.6 ▽39.7 ▲61.6 ▼9.6 15.1 1.4 

女 性 ( 3 0 代 ) 65 53.8 ▽38.5 ▲63.1 12.3 △35.4 3.1 

女 性 ( 4 0 代 ) 88 64.8 51.1 △75.0 13.6 ▲31.8 1.1 

女 性 ( 5 0 代 ) 71 57.7 △73.2 43.7 18.3 23.9 - 

女 性 ( 6 0 代 ) 71 62.0 66.2 40.8 ▲29.6 18.3 1.4 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 58 69.0 ▲74.1 37.9 △37.9 13.8 3.4 

女 性 小 計 426 58.9 56.6 △54.9 19.5 23.5 1.6 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 67 67.2 59.7 44.8 17.9 14.9 1.5 

家族従業 (家業手伝い ) 14 85.7 ▲85.7 50.0 35.7 14.3 - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 273 59.0 56.4 48.0 ▼15.8 23.1 2.2 

勤め ( パー トタイム ) 100 55.0 56.0 ▲59.0 21.0 28.0 2.0 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 121 59.5 63.6 52.9 24.8 20.7 - 

学 生 33 ▼42.4 51.5 ▲66.7 9.1 18.2 - 

そ の 他 の 無 職 53 69.8 49.1 ▽24.5 20.8 17.0 3.8 

そ の 他 14 71.4 57.1 50.0 ▲42.9 28.6 - 

無 回 答 22 68.2 ▲81.8 54.5 ▲40.9 22.7 - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 99 60.6 ▼47.5 △63.6 ▽8.1 24.2 3.0 

6 5 歳 以 上 の 方 230 61.3 63.5 ▼43.5 △26.5 20.4 1.7 

病気などで寝たきりの方 8 75.0 75.0 ▼12.5 37.5 12.5 ▲12.5 

身 体 の 不 自 由 な 方 43 65.1 60.5 ▽30.2 25.6 11.6 2.3 

い ず れ も い な い 336 60.1 55.7 51.2 ▼16.1 22.3 0.9 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 352 62.2 60.5 △55.1 21.0 ▲25.3 2.0 

マンション・アパート 312 58.7 54.5 ▼44.2 18.6 ▼18.3 1.3 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

19 52.6 68.4 42.1 5.3 15.8 - 

無 回 答 14 64.3 ▲85.7 35.7 △50.0 21.4 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 348 63.2 61.8 51.4 ▲23.9 22.7 1.7 

火災など、災害で１１９番通報 26 69.2 73.1 53.8 30.8 23.1 - 

仕事で消防署に行ったことがある  111 58.6 ▲68.5 50.5 23.4 27.9 - 

そ の 他 62 56.5 61.3 46.8 17.7 16.1 ▲4.8 

全 体 697 60.4  58.5  49.5  20.1  21.8  1.6  
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Ｑ１C 都民のみなさまの防災行動力向上に関すること【理由】 

（「不満」と「やや不満」の合計）  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

地
地
域
に
お
け
る
防
火

防
災
知
識
に
関
す
る
普

及
啓
発
活
動 

 

地
域
に
お
け
る
防
火
防

災
訓
練
指
導 

 

学
生
や
児
童
へ
の
防
火

防
災
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動 

 

高
齢
者
や
身
体
障
害
者

な
ど
要
配
慮
者
へ
の
防

火
防
災
に
関
す
る
普
及

啓
発
活
動 

消
防
博
物
館
や
防
災
館

な
ど
の
防
火
防
災
に
関

す
る
施
設 

 
そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 2 - - 50.0 - - 50.0 

山 手 地 域 8 50.0 50.0 25.0 50.0 - 37.5 

下 町 地 域 13 84.6 53.8 46.2 38.5 7.7 - 

東 部 地 域 12 66.7 58.3 16.7 58.3 16.7 - 

西 部 地 域 29 55.2 31.0 20.7 51.7 13.8 27.6 

南 部 地 域 14 57.1 50.0 35.7 42.9 14.3 14.3 

北 部 地 域 10 70.0 40.0 40.0 50.0 - - 

西 多 摩 地 域 10 50.0 40.0 30.0 70.0 20.0 20.0 

南 多 摩 地 域 13 69.2 38.5 23.1 ▼15.4 23.1 23.1 

北 多 摩 西 部 地 域 8 62.5 25.0 37.5 12.5 12.5 25.0 

北 多 摩 北 部 地 域 9 88.9 55.6 22.2 66.7 - - 

北 多 摩 南 部 地 域 4 25.0 50.0 50.0 25.0 25.0 25.0 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 15 53.3 46.7 40.0 33.3 13.3 20.0 

男 性 ( 3 0 代 ) 13 61.5 46.2 38.5 30.8 15.4 15.4 

男 性 ( 4 0 代 ) 6 33.3 33.3 16.7 33.3 16.7 33.3 

男 性 ( 5 0 代 ) 13 84.6 30.8 15.4 38.5 15.4 7.7 

男 性 ( 6 0 代 ) 10 70.0 50.0 30.0 40.0 10.0 30.0 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 6 33.3 33.3 33.3 83.3 - 33.3 

男 性 小 計 63 60.3 41.3 30.2 39.7 12.7 20.6 

女性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 19 68.4 42.1 42.1 47.4 5.3 15.8 

女 性 ( 3 0 代 ) 16 75.0 56.3 25.0 31.3 12.5 12.5 

女 性 ( 4 0 代 ) 3 66.7 33.3 66.7 33.3 - - 

女 性 ( 5 0 代 ) 21 47.6 38.1 23.8 57.1 19.0 14.3 

女 性 ( 6 0 代 ) 9 66.7 33.3 ▼0.0 66.7 11.1 11.1 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 1 100.0 100.0 100.0 100.0 - - 

女 性 小 計 69 63.8 43.5 29.0 49.3 11.6 13.0 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 8 75.0 37.5 12.5 50.0 12.5 25.0 

家族従業 (家業手伝い ) 2 50.0 50.0 50.0 50.0 - 50.0 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 63 65.1 44.4 34.9 41.3 12.7 14.3 

勤 め ( パ ー ト タ イ ム ) 18 55.6 38.9 22.2 ▲72.2 22.2 11.1 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 15 66.7 46.7 26.7 53.3 6.7 20.0 

学 生 9 33.3 33.3 11.1 22.2 11.1 33.3 

そ の 他 の 無 職 9 33.3 22.2 44.4 33.3 - 22.2 

そ の 他 5 100.0 60.0 40.0 20.0 20.0 - 

無 回 答 3 100.0 66.7 - 33.3 - - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 18 44.4 44.4 44.4 27.8 - 27.8 

6 5 歳 以 上 の 方 35 48.6 31.4 34.3 57.1 5.7 22.9 

病気などで寝たきりの方 2 - - - 100.0 50.0 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 2 50.0 50.0 - 50.0 - 50.0 

い ず れ も い な い 76 ▲71.1 46.1 26.3 42.1 △18.4 11.8 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 60 58.3 41.7 33.3 45.0 8.3 16.7 

マンション・アパート 69 63.8 42.0 27.5 46.4 15.9 17.4 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

1 100.0 100.0 - - - - 

無 回 答 2 100.0 50.0 - - - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  63 57.1 36.5 33.3 49.2 15.9 15.9 

火災など、災害で１１９番通報  5 80.0 80.0 60.0 80.0 - - 

仕事で消防署に行ったことがある 29 55.2 34.5 37.9 51.7 17.2 17.2 

そ の 他 15 66.7 53.3 33.3 33.3 13.3 13.3 

全 体 132 62.1  42.4  29.5  44.7  12.1  16.7  
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Ｑ１D 火災予防に関すること【満足度】  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

満
足 

 

や
や
満
足 

 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

 

や
や
不
満 

 

不
満 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 13.5 37.8 35.1 10.8 - 2.7 

山 手 地 域 89 20.2 30.3 36.0 6.7 - △6.7 

下 町 地 域 129 16.3 28.7 39.5 12.4 1.6 1.6 

東 部 地 域 188 16.5 27.7 46.8 ▼4.3 - ▲4.8 

西 部 地 域 315 15.9 28.9 44.4 7.6 ▲2.2 ▼1.0 

南 部 地 域 135 16.3 25.9 41.5 12.6 0.7 3.0 

北 部 地 域 94 12.8 34.0 47.9 5.3 - - 

西 多 摩 地 域 38 23.7 15.8 39.5 ▲18.4 2.6 - 

南 多 摩 地 域 154 18.2 26.6 43.5 8.4 0.6 2.6 

北 多 摩 西 部 地 域 73 23.3 30.1 32.9 8.2 1.4 4.1 

北 多 摩 北 部 地 域 89 19.1 24.7 42.7 11.2 1.1 1.1 

北 多 摩 南 部 地 域 107 ▼8.4 31.8 50.5 4.7 1.9 2.8 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 107 15.0 22.4 50.5 9.3 2.8 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 ▼8.7 24.3 ▲54.4 9.7 2.9 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 18.5 27.2 46.7 6.5 - 1.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 19.1 34.5 ▼31.8 ▲13.6 0.9 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 ▲23.9 29.4 ▽29.4 11.0 1.8 4.6 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 19.2 △45.2 ▼28.8 ▽0.0 - ▲6.8 

男 性 小 計 594 17.3 29.8 40.6 8.9 1.5 1.9 

女性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 178 ▽9.6 29.8 ▲50.6 8.4 1.1 0.6 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▽8.0 26.4 △54.6 9.2 1.2 0.6 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 ▲22.8 24.8 45.5 4.1 0.7 2.1 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 18.3 24.2 43.1 11.8 0.7 2.0 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 17.4 33.1 37.2 8.3 0.8 3.3 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 ▲25.5 28.7 ▽27.7 4.3 - △13.8 

女 性 小 計 854 15.9 27.6 44.7 8.0 0.8 2.9 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 20.8 33.6 36.8 7.2 - 1.6 

家族従業 (家業手伝い ) 24 25.0 37.5 25.0 8.3 - 4.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 ▽12.9 27.5 △47.9 9.5 1.5 ▽0.8 

勤め ( パートタイム ) 189 17.5 29.6 39.2 10.1 2.1 1.6 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 20.0 23.9 43.9 6.5 0.4 △5.2 

学 生 69 15.9 29.0 47.8 5.8 - 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 19.1 30.9 36.2 5.3 1.1 △7.4 

そ の 他 28 14.3 42.9 28.6 14.3 - - 

無 回 答 37 ▲29.7 29.7 ▼24.3 2.7 - △13.5 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 14.4 26.9 48.8 9.0 1.0 ▼0.0 

6 5 歳 以 上 の 方 442 19.2 29.6 ▼38.2 7.7 0.9 △4.3 

病気などで寝たきりの方 19 15.8 31.6 42.1 - 5.3 5.3 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 24.2 33.3 33.3 3.0 1.5 4.5 

い ず れ も い な い 744 14.7 28.5 ▲45.6 9.1 1.2 ▽0.9 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 18.2 26.7 42.3 8.4 1.3 3.1 

マンション・アパート 708 ▼14.4 30.4 44.2 8.6 1.0 ▼1.4 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

32 18.8 25.0 50.0 6.3 - - 

無 回 答 27 25.9 29.6 ▼22.2 3.7 - △18.5 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  721 17.5 29.4 40.8 7.9 1.2 3.2 

火災など、災害で１１９番通報  55 16.4 23.6 45.5 9.1 1.8 3.6 

仕事で消防署に行ったことがある  215 17.7 32.1 ▼36.7 9.8 1.9 1.9 

そ の 他 132 21.2 21.2 44.7 9.1 0.8 3.0 

全 体 1448 16.5  28.5  43.0  8.4  1.1  2.5  
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Ｑ１D 火災予防に関すること【理由】（「満足」と「やや満足」の合計）  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

事
業
所
（
共
同
住
宅
の

共
用
部
分
を
含
む
）
へ

の
防
火
防
災
指
導 

 

不
特
定
多
数
の
人
が
集

ま
る
施
設
へ
の
防
火
防

災
に
関
す
る
規
制 

 

火
災
発
生
時
の
危
険
性

が
高
い
施
設
の
公
表 

防
火
上
優
良
で
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
建
物
の
表

示 暮
ら
し
の
中
の
火
災
事

例
に
関
す
る
情
報
提
供 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 18 ▽27.8 33.3 22.2 11.1 38.9 5.6 

山 手 地 域 43 51.2 39.5 30.2 18.6 34.9 ▲4.7 

下 町 地 域 53 56.6 47.2 35.8 11.3 41.5 - 

東 部 地 域 78 53.8 46.2 28.2 ▲26.9 55.1 - 

西 部 地 域 132 59.8 42.4 24.2 19.7 53.0 1.5 

南 部 地 域 52 65.4 38.5 28.8 13.5 40.4 - 

北 部 地 域 43 69.8 44.2 16.3 14.0 44.2 - 

西 多 摩 地 域 15 46.7 66.7 26.7 20.0 53.3 - 

南 多 摩 地 域 62 48.4 41.9 21.0 12.9 50.0 - 

北 多 摩 西 部 地 域 37 67.6 32.4 13.5 10.8 43.2 ▲5.4 

北 多 摩 北 部 地 域 38 65.8 39.5 26.3 13.2 47.4 - 

北 多 摩 南 部 地 域 42 54.8 40.5 19.0 26.2 40.5 - 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 39 53.8 41.0 17.9 15.4 43.6 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 33 60.6 42.4 27.3 9.1 30.3 3.0 

男 性 ( 4 0 代 ) 40 65.0 52.5 22.5 20.0 42.5 - 

男 性 ( 5 0 代 ) 57 59.6 42.1 29.8 19.3 35.1 1.8 

男 性 ( 6 0 代 ) 52 ▲73.1 51.9 23.1 23.1 51.9 - 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 39 53.8 51.3 23.1 25.6 46.2 - 

男 性 小 計 260 61.5 ▲46.9 24.2 19.2 ▼41.9 0.8 

女性(10 代・20 代) 65 ▼44.6 ▼30.8 ▼13.8 12.3 52.3 - 

女 性 ( 3 0 代 ) 54 63.0 31.5 27.8 16.7 42.6 1.9 

女 性 ( 4 0 代 ) 66 59.1 33.3 27.3 16.7 45.5 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 64 64.1 43.8 20.3 15.6 43.8 - 

女 性 ( 6 0 代 ) 60 ▽41.7 41.7 31.7 15.0 56.7 3.3 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 44 54.5 ▲56.8 34.1 22.7 △65.9 ▲4.5 

女 性 小 計 353 54.4 ▼38.8 25.2 16.1 ▲50.4 1.4 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 62 58.1 50.0 25.8 17.7 45.2 1.6 

家族従業(家業手伝い) 13 46.2 61.5 46.2 ▲38.5 46.2 - 

勤め ( フル タイム ) 249 ▲62.7 40.2 26.5 16.1 ▽39.0 1.2 

勤め (パートタイム ) 86 57.0 37.2 26.7 16.3 54.7 1.2 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 91 48.4 42.9 20.9 20.9 △63.7 1.1 

学 生 30 ▼40.0 40.0 10.0 10.0 43.3 - 

そ の 他 の 無 職 45 60.0 44.4 13.3 13.3 40.0 2.2 

そ の 他 16 56.3 43.8 37.5 31.3 62.5 - 

無 回 答 21 61.9 47.6 33.3 19.0 47.6 - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 78 60.3 37.2 17.9 14.1 37.2 - 

6 5 歳 以 上 の 方 201 55.7 ▲49.3 28.4 19.9 ▲52.7 1.0 

病気などで寝たきりの方 7 57.1 42.9 42.9 - 42.9 △
14.3 

身 体 の 不 自 由 な 方 35 51.4 37.1 17.1 11.4 51.4 2.9 

い ず れ も い な い 304 56.9 39.8 22.7 16.1 44.1 1.3 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 289 ▽50.2 46.0 23.5 18.7 △53.3 1.0 

マンション・アパート 296 △65.5 ▼37.2 26.7 17.2 ▽39.9 1.4 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

14 50.0 57.1 7.1 7.1 50.0 - 

無 回 答 14 42.9 57.1 28.6 7.1 57.1 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  315 59.7 △47.3 25.1 17.5 47.9 1.0 

火災など、災害で１１９番通報  20 55.0 ▲65.0 20.0 30.0 55.0 - 

仕事で消防署に行ったことがある 101 ▲67.3 47.5 18.8 17.8 ▼37.6 2.0 

そ の 他 54 57.4 42.6 25.9 18.5 53.7 △5.6 

全 体 613 57.4  42.3  24.8  17.5  46.8  1.1  
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Ｑ１D 火災予防に関すること【理由】（「不満」と「やや不満」の合計）  

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

事
業
所
（
共
同
住
宅
の

共
用
部
分
を
含
む
）
へ

の
防
火
防
災
指
導 

 

不
特
定
多
数
の
人
が
集

ま
る
施
設
へ
の
防
火
防

災
に
関
す
る
規
制 

 

火
災
発
生
時
の
危
険
性

が
高
い
施
設
の
公
表 

防
火
上
優
良
で
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
建
物
の
表

示 暮
ら
し
の
中
の
火
災
事

例
に
関
す
る
情
報
提
供 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 4 25.0 25.0 75.0 25.0 - - 

山 手 地 域 6 33.3 50.0 66.7 33.3 33.3 33.3 

下 町 地 域 18 50.0 55.6 44.4 33.3 27.8 5.6 

東 部 地 域 8 50.0 37.5 62.5 37.5 50.0 - 

西 部 地 域 31 41.9 48.4 64.5 32.3 45.2 16.1 

南 部 地 域 18 38.9 50.0 66.7 22.2 44.4 16.7 

北 部 地 域 5 40.0 20.0 60.0 40.0 60.0 - 

西 多 摩 地 域 8 37.5 37.5 62.5 25.0 50.0 12.5 

南 多 摩 地 域 13 30.8 30.8 61.5 38.5 61.5 ▲30.8 

北 多 摩 西 部 地 域 6 16.7 50.0 83.3 50.0 66.7 - 

北 多 摩 北 部 地 域 11 18.2 36.4 54.5 9.1 72.7 9.1 

北 多 摩 南 部 地 域 7 57.1 42.9 71.4 14.3 42.9 - 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 13 53.8 69.2 69.2 23.1 38.5 7.7 

男 性 ( 3 0 代 ) 13 15.4 ▼15.4 ▽15.4 15.4 30.8 △38.5 

男 性 ( 4 0 代 ) 6 50.0 50.0 66.7 33.3 33.3 16.7 

男 性 ( 5 0 代 ) 16 37.5 37.5 68.8 31.3 56.3 6.3 

男 性 ( 6 0 代 ) 14 35.7 28.6 50.0 42.9 57.1 △35.7 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) - - - - - - - 

男 性 小 計 62 37.1 38.7 ▼53.2 29.0 45.2 △21.0 

女性(10 代・20 代) 16 37.5 62.5 75.0 37.5 62.5 6.3 

女 性 ( 3 0 代 ) 17 41.2 41.2 52.9 35.3 35.3 5.9 

女 性 ( 4 0 代 ) 7 57.1 42.9 85.7 28.6 57.1 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 18 38.9 50.0 ▲83.3 27.8 44.4 5.6 

女 性 ( 6 0 代 ) 11 36.4 36.4 54.5 27.3 54.5 9.1 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 4 25.0 50.0 75.0 - 25.0 - 

女 性 小 計 73 39.7 47.9 ▲69.9 30.1 47.9 ▽5.5 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 8 25.0 25.0 62.5 12.5 50.0 12.5 

家族従業(家業手伝い) 2 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 71 36.6 42.3 54.9 26.8 47.9 15.5 

勤め (パートタイム ) 23 ▲60.9 56.5 78.3 30.4 30.4 8.7 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 16 31.3 56.3 81.3 37.5 56.3 - 

学 生 4 25.0 25.0 50.0 - 50.0 - 

そ の 他 の 無 職 6 ▼0.0 16.7 33.3 33.3 16.7 △50.0 

そ の 他 4 50.0 50.0 100.0 △
100.0 

75.0 - 

無 回 答 1 100.0 - - - 100.0 - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 20 35.0 40.0 60.0 25.0 35.0 20.0 

6 5 歳 以 上 の 方 37 ▼24.3 40.5 73.0 35.1 40.5 16.2 

病気などで寝たきりの方 1 100.0 100.0 100.0 - - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 3 33.3 33.3 100.0 33.3 66.7 - 

い ず れ も い な い 76 40.8 43.4 57.9 26.3 47.4 10.5 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 64 31.3 45.3 70.3 25.0 48.4 12.5 

マンション・アパート 68 45.6 44.1 54.4 32.4 42.6 13.2 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

2 - - 100.0 ▲100.0 100.0 - 

無 回 答 1 100.0 - - - 100.0 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 64 39.1 48.4 ▲71.9 34.4 45.3 7.8 

火災など、災害で１１９番通報 6 16.7 50.0 100.0 50.0 66.7 - 

仕事で消防署に行ったことがある 25 40.0 36.0 56.0 20.0 56.0 16.0 

そ の 他 13 61.5 46.2 69.2 38.5 46.2 15.4 

全 体 135 38.5  43.7  62.2  29.6  46.7  12.6  
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（２）地震に関すること 

Ｑ２緊急地震速報受信時の行動 

   １ 2 3 4 5 6 7 

 

 

 

ｎ 

 

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を

寄
せ
る
な
ど
、
身
の
安

全
を
図
る 

 

使
っ
て
い
る
火
を
消
し

た
り
、
火
の
元
を
確
認

す
る 

 

戸
や
窓
を
開
け
避
難
路

を
確
保
す
る 

 

外
に
出
る 

 

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
様

子
を
見
る 

 

そ
の
他 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 21.6 40.5 18.9 2.7 13.5 - ▲2.7 

山 手 地 域 89 18.0 55.1 13.5 - 12.4 1.1 - 

下 町 地 域 129 24.0 41.9 14.7 0.8 16.3 2.3 - 

東 部 地 域 188 21.8 47.9 13.3 - 17.0 - - 

西 部 地 域 315 21.6 46.0 14.3 1.0 15.9 0.6 0.6 

南 部 地 域 135 16.3 45.9 18.5 0.7 17.8 0.7 - 

北 部 地 域 94 16.0 45.7 19.1 1.1 16.0 1.1 1.1 

西 多 摩 地 域 38 21.1 42.1 15.8 - 21.1 - - 

南 多 摩 地 域 154 20.8 47.4 16.9 - 13.6 1.3 - 

北 多 摩 西 部 地 域 73 24.7 45.2 15.1 - 15.1 - - 

北 多 摩 北 部 地 域 89 23.6 43.8 12.4 1.1 15.7 ▲3.4 - 

北 多 摩 南 部 地 域 107 13.1 ▲56.1 18.7 - ▼7.5 2.8 ▲1.9 

無 回 答 - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・20 代 ) 107 ▲28.0 ▼35.5 16.8 0.9 16.8 1.9 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 20.4 ▽27.2 16.5 1.0 △32.0 1.9 1.0 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 14.1 38.0 15.2 1.1 △28.3 ▲3.3 - 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 20.9 52.7 11.8 0.9 11.8 1.8 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 21.1 43.1 13.8 - ▲22.0 - - 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 ▼9.6 ▲58.9 15.1 1.4 12.3 - △2.7 

男 性 小 計 594 19.7 ▽41.9 14.8 0.8 △20.7 1.5 0.5 

女性 ( 1 0 代・20 代 ) 178 ▲26.4 ▼38.8 18.0 - 15.7 1.1 - 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 25.2 41.7 17.8 - 14.1 1.2 - 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 17.9 △57.9 10.3 0.7 10.3 1.4 1.4 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 15.0 △58.8 12.4 0.7 12.4 - 0.7 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 22.3 52.1 19.8 - ▽5.0 0.8 - 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 13.8 ▲59.6 19.1 1.1 ▼6.4 - - 

女 性 小 計 854 20.7 △50.4 16.0 0.4 ▽11.4 0.8 0.4 

無 回 答 - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 18.4 52.0 14.4 0.8 14.4 - - 

家族従業(家業手伝い) 24 8.3 50.0 16.7 - 25.0 - - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 21.0 45.4 14.0 0.6 ▲17.3 1.5 0.2 

勤め ( パートタイム ) 189 16.9 51.3 15.9 - 13.8 1.1 1.1 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 15.7 52.6 17.4 0.9 11.7 1.3 0.4 

学 生 69 △33.3 ▼34.8 17.4 - 13.0 1.4 - 

そ の 他 の 無 職 94 24.5 41.5 19.1 - 14.9 - - 

そ の 他 28 ▲35.7 39.3 14.3 - 10.7 - - 

無 回 答 37 21.6 37.8 21.6 2.7 10.8 - △5.4 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 24.4 ▼40.3 14.9 0.5 16.9 △3.0 - 

6 5 歳 以 上 の 方 442 17.2 50.2 17.9 0.9 12.9 0.5 0.5 

病気などで寝たきりの方  19 26.3 52.6 10.5 - 10.5 - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 13.6 ▲62.1 10.6 - 10.6 3.0 - 

い ず れ も い な い 744 21.5 45.8 14.9 0.4 16.1 0.9 0.3 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 18.9 △50.7 14.2 0.9 14.1 0.9 0.3 

マンション・アパート 708 21.9 ▼43.5 16.2 0.3 16.4 1.4 0.3 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 12.5 50.0 21.9 - 15.6 - - 

無 回 答 27 22.2 37.0 22.2 - 11.1 - △7.4 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  721 ▼17.6 49.0 16.9 0.6 14.6 1.0 0.4 

火災など、災害で１１９番通報  55 16.4 34.5 ▲25.5 - 21.8 - 1.8 

仕事で消防署に行ったことがある  215 20.0 41.9 18.6 - 19.1 0.5 - 

そ の 他 132 22.7 40.9 17.4 △2.3 15.2 1.5 - 

全 体 1448 20.3  46.9  15.5  0.6  15.2  1.1  0.4  
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Ｑ３－１「家具類の転倒・落下・移動防止対策」の実施状況 

   １ 2 3 4 5 

 

 

 

ｎ 

 

す
べ
て
の
家
具
類
に
実

施
し
て
い
る 

 

一
部
の
家
具
類
に
実
施

し
て
い
る 

 

倒
れ
る
可
能
性
の
あ
る

家
具
類
が
な
い
又
は
家

具
を
置
い
て
い
な
い 

 

実
施
し
て
い
な
い 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 8.1 ▲70.3 2.7 16.2 2.7 

山 手 地 域 89 5.6 48.3 6.7 30.3 ▲9.0 

下 町 地 域 129 4.7 60.5 7.8 24.0 3.1 

東 部 地 域 188 6.4 55.9 7.4 26.1 4.3 

西 部 地 域 315 6.0 52.1 10.2 27.0 4.8 

南 部 地 域 135 3.7 49.6 12.6 30.4 3.7 

北 部 地 域 94 5.3 43.6 10.6 33.0 7.4 

西 多 摩 地 域 38 2.6 42.1 13.2 39.5 2.6 

南 多 摩 地 域 154 8.4 56.5 7.8 22.7 4.5 

北 多 摩 西 部 地 域 73 ▲12.3 54.8 9.6 21.9 1.4 

北 多 摩 北 部 地 域 89 2.2 53.9 12.4 30.3 1.1 

北 多 摩 南 部 地 域 107 1.9 53.3 10.3 27.1 7.5 

無 回 答 - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 107 4.7 49.5 12.1 32.7 0.9 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 ▼1.0 55.3 10.7 30.1 2.9 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 7.6 52.2 13.0 23.9 3.3 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 9.1 60.9 8.2 20.9 0.9 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 9.2 54.1 7.3 25.7 3.7 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 ▲12.3 47.9 9.6 23.3 6.8 

男 性 小 計 594 7.1 53.7 10.1 26.3 ▽2.9 

女性 ( 1 0 代・ 2 0 代 ) 178 3.4 47.8 9.0 △36.5 3.4 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▼1.8 ▽41.7 11.7 △38.7 6.1 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 4.8 57.9 8.3 21.4 7.6 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 3.3 △64.1 7.2 ▼19.6 5.9 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 ▲9.9 50.4 7.4 24.8 7.4 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 7.4 60.6 9.6 ▼18.1 4.3 

女 性 小 計 854 4.7 53.0 8.9 27.6 △5.7 

無 回 答 - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 4.8 ▲63.2 12.8 ▽12.0 7.2 

家族従業 (家業手伝い ) 24 12.5 45.8 12.5 25.0 4.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 ▼4.3 ▽49.1 10.0 △33.3 3.4 

勤め ( パートタイム ) 189 5.8 59.8 ▼5.3 22.8 6.3 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 7.4 57.0 8.3 ▼21.7 5.7 

学 生 69 8.7 53.6 11.6 26.1 - 

そ の 他 の 無 職 94 6.4 53.2 9.6 27.7 3.2 

そ の 他 28 ▲14.3 60.7 3.6 17.9 3.6 

無 回 答 37 2.7 37.8 13.5 32.4 △13.5 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 ▼2.5 55.2 8.0 28.9 5.5 

6 5 歳 以 上 の 方 442 ▲7.7 △58.6 7.9 ▽20.8 5.0 

病気などで寝たきりの方 19 15.8 36.8 5.3 42.1 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 6.1 59.1 9.1 22.7 3.0 

い ず れ も い な い 744 5.4 51.3 10.3 29.0 3.9 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 6.6 △59.6 10.0 ▽20.1 3.7 

マンション・アパート 708 4.8 ▽48.7 8.5 △32.8 5.2 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

32 9.4 ▼34.4 12.5 40.6 3.1 

無 回 答 27 - 37.0 14.8 37.0 11.1 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 721 5.5 △57.1 8.9 ▽23.9 4.6 

火災など、災害で１１９番通報 55 7.3 49.1 9.1 21.8 △12.7 

仕事で消防署に行ったことがある  215 8.4 53.5 11.2 22.3 4.7 

そ の 他 132 6.1 ▲63.6 8.3 ▼18.2 3.8 

全 体 1448 5.7  53.3  9.4  27.1  4.6  
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Ｑ３－２「家具類の転倒・落下・移動防止対策」を実施していない理由  

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

面
倒
で
あ
る 

 

地
震
で
家
具
が
倒
れ
る
と

は
思
わ
な
い 

 

器
具
を
売
っ
て
い
る
場
所

が
わ
か
ら
な
い 

 

器
具
が
高
価
で
あ
る 

 

対
策
方
法
が
わ
か
ら
な
い 

 

建
物
の
壁
に
取
り
付
け
ら

れ
る
場
所
が
な
い 

 
壁
や
家
具
に
キ
ズ
を
付
け

た
く
な
い 

 

建
物
が
免
震
ま
た
は
制
振

構
造
で
あ
る 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 32 37.5 9.4 12.5 3.1 6.3 28.1 28.1 9.4 15.6 

山 手 地 域 67 34.3 4.5 9.0 10.4 22.4 26.9 20.9 ▲11.9 23.9 

下 町 地 域 105 30.5 4.8 5.7 ▲21.9 15.2 37.1 29.5 5.7 21.0 

東 部 地 域 147 38.1 9.5 6.8 17.0 19.0 32.7 21.8 6.1 16.3 

西 部 地 域 242 38.0 △12.8 5.0 ▽8.7 16.5 ▼22.7 ▲30.2 4.5 19.0 

南 部 地 域 104 33.7 3.8 7.7 14.4 17.3 24.0 25.0 6.7 23.1 

北 部 地 域 72 36.1 13.9 4.2 11.1 15.3 △44.4 ▲34.7 4.2 11.1 

西 多 摩 地 域 31 48.4 - 3.2 △32.3 9.7 38.7 29.0 3.2 6.5 

南 多 摩 地 域 119 31.1 6.7 3.4 15.1 ▽5.9 26.9 ▼16.8 2.5 △29.4 

北 多 摩 西 部 地 域 52 28.8 9.6 5.8 21.2 13.5 26.9 17.3 9.6 26.9 

北 多 摩 北 部 地 域 74 ▲47.3 8.1 4.1 14.9 14.9 27.0 20.3 2.7 16.2 

北 多 摩 南 部 地 域 85 34.1 7.1 2.4 14.1 15.3 28.2 16.5 9.4 20.0 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 87 △51.7 12.6 9.2 18.4 14.9 20.7 25.3 4.6 ▼10.3 

男 性 ( 3 0 代 ) 87 43.7 8.0 3.4 13.8 12.6 28.7 ▲34.5 10.3 17.2 

男 性 ( 4 0 代 ) 68 38.2 5.9 2.9 14.7 11.8 38.2 25.0 4.4 14.7 

男 性 ( 5 0 代 ) 88 31.8 11.4 9.1 9.1 ▼6.8 34.1 ▼14.8 2.3 19.3 

男 性 ( 6 0 代 ) 82 30.5 8.5 6.1 11.0 8.5 23.2 28.0 4.9 22.0 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 47 29.8 ▲17.0 6.4 12.8 17.0 29.8 19.1 2.1 21.3 

男 性 小 計 459 38.3 10.2 6.3 13.3 ▽11.5 28.8 24.8 5.0 17.2 

女性(10 代・20 代) 150 △50.0 8.0 5.3 13.3 19.3 28.7 ▲31.3 4.0 16.7 

女 性 ( 3 0 代 ) 131 33.6 6.9 6.9 13.0 16.8 26.0 29.8 9.2 24.4 

女 性 ( 4 0 代 ) 113 38.1 4.4 5.3 18.6 20.4 22.1 31.0 6.2 15.9 

女 性 ( 5 0 代 ) 122 ▼27.9 6.6 ▼1.6 17.2 18.9 33.6 ▼16.4 6.6 25.4 

女 性 ( 6 0 代 ) 89 ▼23.6 9.0 2.2 11.2 12.4 36.0 ▼14.6 9.0 ▲28.1 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 66 ▽21.2 9.1 9.1 18.2 15.2 31.8 ▼13.6 3.0 22.7 

女 性 小 計 671 34.4 7.2 4.9 15.1 △17.6 29.2 24.3 6.4 21.8 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 91 30.8 12.1 2.2 12.1 11.0 29.7 25.3 5.5 18.7 

家族従業(家業手伝い) 15 26.7 13.3 - - 20.0 6.7 13.3 6.7 ▲40.0 

勤め ( フルタイム ) 527 △40.6 8.9 5.7 13.1 15.7 29.0 △30.2 4.7 17.6 

勤め (パートタイム ) 153 35.3 4.6 3.9 △21.6 15.7 24.8 ▼17.6 7.2 20.9 

無 職 の 主 婦・ 主 夫 172 31.4 6.4 6.4 15.1 14.0 34.3 19.8 5.8 19.2 

学 生 54 48.1 11.1 7.4 9.3 18.5 25.9 18.5 3.7 22.2 

そ の 他 の 無 職 72 ▼23.6 6.9 9.7 20.8 18.1 33.3 19.4 6.9 20.8 

そ の 他 22 18.2 9.1 4.5 9.1 4.5 36.4 18.2 △22.7 ▲40.9 

無 回 答 24 25.0 16.7 4.2 4.2 12.5 16.7 16.7 8.3 33.3 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の乳 幼 児 167 38.9 7.2 ▲9.0 13.2 15.0 24.6 △33.5 6.6 17.4 

6 5 歳 以 上 の 方 332 33.1 10.2 6.9 14.5 15.7 30.4 ▽18.7 5.1 20.8 

病気などで寝たきりの方  15 20.0 13.3 - 26.7 ▲33.3 6.7 13.3 - 20.0 

身 体 の 不 自由 な 方 54 35.2 11.1 9.3 ▲25.9 18.5 31.5 18.5 5.6 11.1 

い ず れ も い な い 588 36.9 8.2 ▽3.7 14.6 13.8 29.9 26.0 6.6 19.7 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 527 37.8 8.3 5.5 14.6 13.7 27.5 ▽17.8 6.8 19.5 

マンション・アパート 561 34.4 8.6 5.7 14.8 16.9 29.6 △31.2 5.2 19.6 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

23 43.5 - 4.3 8.7 8.7 △56.5 26.1 4.3 21.7 

無 回 答 19 26.3 15.8 - - 10.5 21.1 10.5 - 36.8 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 565 ▽31.9 7.8 5.1 ▲17.0 13.6 △32.6 ▼21.8 5.3 20.5 

火災など、災害で１１９番通報 36 36.1 2.8 2.8 8.3 19.4 33.3 19.4 2.8 30.6 

仕事で消防署に行ったことがある  157 36.9 7.6 2.5 ▼8.9 ▼9.6 ▲36.3 21.7 ▲9.6 22.9 

そ の 他 104 37.5 10.6 2.9 13.5 11.5 29.8 22.1 6.7 26.0 

全 体 1130 36.0  8.4  5.5  14.3  15.1  29.0  24.5  5.8  19.9  
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（３）救急に関すること 

Ｑ4「♯７１１９」※の認知度 

   １ 2 3 

 

 

 

ｎ 

 

知
っ
て
い
る 

 

知
ら
な
い 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 48.6 51.4 - 

山 手 地 域 89 49.4 49.4 1.1 

下 町 地 域 129 52.7 46.5 0.8 

東 部 地 域 188 53.2 46.8 - 

西 部 地 域 315 52.7 46.7 0.6 

南 部 地 域 135 58.5 41.5 - 

北 部 地 域 94 62.8 37.2 - 

西 多 摩 地 域 38 55.3 44.7 - 

南 多 摩 地 域 154 57.8 41.6 0.6 

北 多 摩 西 部 地 域 73 54.8 45.2 - 

北 多 摩 北 部 地 域 89 58.4 41.6 - 

北 多 摩 南 部 地 域 107 50.5 48.6 0.9 

無 回 答 - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (1 0 代・20 代 ) 107 ▽34.6 △64.5 0.9 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 ▽40.8 △59.2 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 54.3 45.7 - 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 ▼45.5 ▲54.5 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 48.6 51.4 - 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 60.3 38.4 1.4 

男 性 小 計 594 ▽46.5 △53.2 0.3 

女性 (1 0 代・20 代 ) 178 50.6 49.4 - 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 57.1 42.9 - 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 △70.3 ▽29.7 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 60.1 38.6 1.3 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 ▲65.3 ▼34.7 - 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 61.7 36.2 △2.1 

女 性 小 計 854 △60.2 ▽39.3 0.5 

無 回 答 - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 47.2 52.8 - 

家族従業(家業手伝い) 24 41.7 58.3 - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 ▽49.4 △50.5 0.2 

勤め (パートタイム ) 189 57.1 42.9 - 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 △67.4 ▽31.7 0.9 

学 生 69 53.6 44.9 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 60.6 39.4 - 

そ の 他 28 64.3 35.7 - 

無 回 答 37 64.9 29.7 △5.4 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 △64.7 ▽35.3 - 

6 5 歳 以 上 の 方 442 △64.0 ▽35.5 0.5 

病気などで寝たきりの方 19 47.4 52.6 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 ▲68.2 ▼31.8 - 

い ず れ も い な い 744 ▽46.6 △53.2 0.1 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 56.2 43.8 ▼0.0 

マンション・アパート 708 53.1 46.3 0.6 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 43.8 56.3 - 

無 回 答 27 63.0 29.6 △7.4 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 721 △61.0 ▽38.8 0.1 

火災など、災害で１１９番通報 55 61.8 38.2 - 

仕事で消防署に行ったことがある 215 58.6 41.4 - 

そ の 他 132 59.1 40.9 - 

全 体 1448 54.6  45.0  0.4  
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Ｑ５救急車を呼んだ理由 (1/2) 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

生
命
の
危
険
が
あ
る

と
思
っ
た 

 

軽
症
や
重
症
の
判
断

が
つ
か
な
か
っ
た 

 

自
力
で
歩
け
る
状
態

で
な
か
っ
た 

 

交
通
手
段
が
な
か
っ
た 

 

病
院
へ
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
人
が
い
な

か
っ
た 

 

ど
こ
の
病
院
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た 

 

夜
間
・
休
日
で
診
察
時

間
外
だ
っ
た 

 

救
急
車
で
病
院
に
行
っ

た
方
が
優
先
的
に
診
て

く
れ
る
と
思
っ
た 

 

家
族
や
友
人
、
居
合
わ

せ
た
人
に
薦
め
ら
れ
た 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 14 64.3 14.3 57.1 - 7.1 - - - 7.1 

山 手 地 域 46 39.1 30.4 30.4 - 8.7 10.9 23.9 4.3 2.2 

下 町 地 域 63 55.6 22.2 34.9 7.9 4.8 3.2 12.7 3.2 6.3 

東 部 地 域 109 43.1 21.1 47.7 △8.3 2.8 11.9 24.8 △11.9 12.8 

西 部 地 域 184 45.7 23.4 43.5 3.3 7.1 8.2 ▲27.2 4.3 9.8 

南 部 地 域 76 44.7 18.4 42.1 1.3 5.3 6.6 17.1 3.9 ▼2.6 

北 部 地 域 60 41.7 25.0 46.7 3.3 5.0 3.3 13.3 3.3 13.3 

西 多 摩 地 域 23 52.2 17.4 52.2 - 4.3 8.7 21.7 △21.7 8.7 

南 多 摩 地 域 97 48.5 19.6 45.4 4.1 6.2 13.4 26.8 3.1 7.2 

北 多 摩 西 部 地 域 40 47.5 25.0 40.0 2.5 7.5 12.5 12.5 5.0 5.0 

北 多 摩 北 部 地 域 42 47.6 31.0 52.4 - 11.9 7.1 16.7 2.4 △23.8 

北 多 摩 南 部 地 域 55 41.8 21.8 41.8 1.8 3.6 3.6 16.4 7.3 9.1 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (10 代・20 代 ) 39 46.2 25.6 ▼28.2 2.6 7.7 10.3 15.4 5.1 7.7 

男 性 ( 3 0 代 ) 49 42.9 28.6 ▽24.5 2.0 8.2 4.1 16.3 6.1 6.1 

男 性 ( 4 0 代 ) 50 46.0 18.0 50.0 2.0 4.0 6.0 18.0 2.0 8.0 

男 性 ( 5 0 代 ) 66 48.5 22.7 48.5 4.5 10.6 9.1 18.2 3.0 7.6 

男 性 ( 6 0 代 ) 83 44.6 20.5 48.2 7.2 4.8 △19.3 ▲31.3 ▲10.8 4.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 52 38.5 21.2 ▲57.7 - - 7.7 26.9 7.7 13.5 

男 性 小 計 339 44.5 22.4 44.2 3.5 5.9 10.3 22.1 6.2 7.7 

女性 (10 代・20 代 ) 62 ▼33.9 25.8 38.7 3.2 4.8 9.7 21.0 3.2 ▲16.1 

女 性 ( 3 0 代 ) 81 45.7 24.7 ▼32.1 1.2 3.7 3.7 13.6 3.7 9.9 

女 性 ( 4 0 代 ) 83 55.4 26.5 39.8 6.0 4.8 3.6 26.5 6.0 10.8 

女 性 ( 5 0 代 ) 105 48.6 26.7 45.7 3.8 5.7 6.7 15.2 6.7 8.6 

女 性 ( 6 0 代 ) 77 41.6 18.2 48.1 3.9 7.8 6.5 24.7 1.3 6.5 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 62 56.5 ▼11.3 ▲56.5 3.2 9.7 12.9 21.0 9.7 11.3 

女 性 小 計 470 47.2 22.8 43.2 3.6 6.0 6.8 20.0 5.1 10.2 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 82 47.6 17.1 50.0 - 7.3 4.9 20.7 7.3 12.2 

家族従業(家業手伝い) 14 64.3 7.1 35.7 - - - 7.1 - 14.3 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 317 46.1 24.0 ▽36.0 3.5 5.7 7.9 18.0 6.3 8.2 

勤め (パートタイム ) 120 45.8 25.8 45.0 3.3 2.5 7.5 18.3 4.2 8.3 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 152 48.7 21.1 ▲52.0 5.3 8.6 9.9 25.7 5.9 11.2 

学 生 25 48.0 28.0 40.0 8.0 8.0 ▲20.0 24.0 8.0 20.0 

そ の 他 の 無 職 59 ▼30.5 20.3 54.2 5.1 5.1 8.5 25.4 1.7 5.1 

そ の 他 20 60.0 20.0 45.0 5.0 10.0 15.0 25.0 - - 

無 回 答 20 40.0 30.0 45.0 - 5.0 5.0 35.0 10.0 5.0 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 107 44.9 28.0 ▽30.8 2.8 7.5 8.4 17.8 5.6 9.3 

6 5 歳 以 上 の 方 294 46.9 21.8 △52.0 4.8 7.5 7.8 22.4 5.8 9.5 

病気などで寝たきりの方 17 47.1 17.6 47.1 5.9 △23.5 11.8 23.5 - 5.9 

身 体 の 不 自 由 な 方 55 54.5 27.3 ▲58.2 1.8 5.5 7.3 25.5 1.8 5.5 

い ず れ も い な い 366 45.9 22.4 ▼39.1 3.6 4.9 9.0 19.7 6.0 9.3 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 430 48.8 22.3 45.3 2.8 5.1 7.9 21.2 5.8 7.4 

マンション・アパート 347 42.9 23.1 42.4 4.9 7.2 8.9 19.6 4.9 11.2 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

17 47.1 11.8 41.2 - - 5.9 29.4 11.8 11.8 

無 回 答 15 40.0 33.3 26.7 - 6.7 6.7 33.3 6.7 6.7 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  679 △48.7 ▲24.0 △45.8 3.4 6.3 8.5 ▲22.2 5.9 9.3 

火災など、災害で１１９番通報  41 46.3 26.8 48.8 7.3 2.4 ▼0.0 12.2 7.3 14.6 

仕事で消防署に行ったことがある  127 49.6 23.6 44.9 2.4 5.5 9.4 22.0 7.9 10.2 

そ の 他 73 ▼34.2 28.8 41.1 2.7 8.2 ▲15.1 20.5 ▼0.0 11.0 

全 体 809 46.1  22.6  43.6  3.6  5.9  8.3  20.9  5.6  9.1  
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Ｑ５救急車を呼んだ理由 (2/2) 

     10 11 12 13 

  

 

ｎ 

 

か
か
り
つ
け
の
医
師
又

は
医
療
関
係
者
に
薦
め

ら
れ
た 

  

「
♯
７
１
１
９
」
を
利

用
し
た
と
き
に
救
急
車

を
呼
ぶ
こ
と
を
薦
め
ら

れ
た 

外
出
先
で
具
合
が
悪
い

人
や
け
が
を
し
た
人
を

発
見
し
た 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 14 7.1 7.1 7.1 14.3 

山 手 地 域 46 2.2 8.7 15.2 17.4 

下 町 地 域 63 4.8 9.5 11.1 14.3 

東 部 地 域 109 6.4 7.3 12.8 10.1 

西 部 地 域 184 8.2 5.4 12.5 11.4 

南 部 地 域 76 3.9 13.2 11.8 7.9 

北 部 地 域 60 8.3 8.3 18.3 5.0 

西 多 摩 地 域 23 8.7 8.7 8.7 8.7 

南 多 摩 地 域 97 4.1 10.3 10.3 8.2 

北 多 摩 西 部 地 域 40 2.5 7.5 20.0 12.5 

北 多 摩 北 部 地 域 42 2.4 7.1 16.7 16.7 

北 多 摩 南 部 地 域 55 7.3 14.5 18.2 14.5 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (10 代・20 代 ) 39 2.6 5.1 12.8 15.4 

男 性 ( 3 0 代 ) 49 2.0 8.2 22.4 16.3 

男 性 ( 4 0 代 ) 50 2.0 8.0 △26.0 6.0 

男 性 ( 5 0 代 ) 66 6.1 7.6 6.1 6.1 

男 性 ( 6 0 代 ) 83 6.0 8.4 8.4 10.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 52 1.9 3.8 13.5 17.3 

男 性 小 計 339 ▼3.8 7.1 13.9 11.5 

女性 (10 代・20 代 ) 62 6.5 8.1 19.4 12.9 

女 性 ( 3 0 代 ) 81 3.7 7.4 ▲22.2 13.6 

女 性 ( 4 0 代 ) 83 4.8 13.3 15.7 9.6 

女 性 ( 5 0 代 ) 105 3.8 7.6 9.5 11.4 

女 性 ( 6 0 代 ) 77 △16.9 14.3 9.1 7.8 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 62 9.7 8.1 ▼3.2 9.7 

女 性 小 計 470 ▲7.2 9.8 13.2 10.9 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 82 4.9 6.1 ▼4.9 12.2 

家族従業(家業手伝い) 14 14.3 - - 21.4 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 317 ▽3.2 8.8 △18.6 10.1 

勤め (パートタイム ) 120 ▼1.7 6.7 13.3 10.8 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 152 △10.5 11.2 11.2 9.9 

学 生 25 - 8.0 8.0 16.0 

そ の 他 の 無 職 59 ▲11.9 10.2 8.5 16.9 

そ の 他 20 15.0 10.0 20.0 15.0 

無 回 答 20 15.0 10.0 10.0 - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 107 8.4 10.3 10.3 11.2 

6 5 歳 以 上 の 方 294 ▲8.2 8.5 10.9 11.2 

病気などで寝たきりの方 17 ▲17.6 ▲23.5 5.9 11.8 

身 体 の 不 自 由 な 方 55 △16.4 9.1 7.3 9.1 

い ず れ も い な い 366 ▼3.6 7.9 △18.0 11.5 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 430 6.7 ▼6.3 ▼10.9 11.9 

マンション・アパート 347 4.0 △11.8 16.1 10.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

17 5.9 - 23.5 11.8 

無 回 答 15 ▲20.0 13.3 13.3 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  679 5.9 ▲9.6 13.7 ▽8.7 

火災など、災害で１１９番通報  41 9.8 7.3 22.0 17.1 

仕事で消防署に行ったことがある  127 4.7 11.8 18.9 12.6 

そ の 他 73 4.1 6.8 15.1 △37.0 

全 体 809 5.8  8.7  13.5  11.1  
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Ｑ6－１救命講習の受講状況 

   １ 2 3 

 

 

 

ｎ 

 

受
け
た
こ
と
が
あ
る 

 

受
け
た
こ
と
が
な
い 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 45.9 54.1 - 

山 手 地 域 89 38.2 57.3 4.5 

下 町 地 域 129 39.5 59.7 0.8 

東 部 地 域 188 41.0 56.9 2.1 

西 部 地 域 315 39.4 58.4 2.2 

南 部 地 域 135 43.7 54.8 1.5 

北 部 地 域 94 42.6 54.3 3.2 

西 多 摩 地 域 38 44.7 55.3 - 

南 多 摩 地 域 154 ▲51.9 ▼46.1 1.9 

北 多 摩 西 部 地 域 73 ▲54.8 45.2 - 

北 多 摩 北 部 地 域 89 42.7 55.1 2.2 

北 多 摩 南 部 地 域 107 37.4 58.9 3.7 

無 回 答 - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (10 代・20 代 ) 107 49.5 50.5 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 44.7 51.5 3.9 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 33.7 ▲65.2 1.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 34.5 ▲64.5 0.9 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 42.2 56.9 0.9 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 42.5 49.3 △8.2 

男 性 小 計 594 41.2 56.6 2.2 

女性 (10 代・20 代 ) 178 △53.4 ▽45.5 1.1 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 41.1 56.4 2.5 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 40.0 57.2 2.8 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 43.8 53.6 2.6 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 43.0 54.5 2.5 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 35.1 64.9 - 

女 性 小 計 854 43.6 54.4 2.0 

無 回 答 - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 ▼33.6 △66.4 - 

家族従業(家業手伝い) 24 29.2 62.5 ▲8.3 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 43.6 54.9 1.5 

勤め (パートタイム ) 189 40.7 57.7 1.6 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 38.7 59.1 2.2 

学 生 69 △71.0 ▽27.5 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 34.0 62.8 3.2 

そ の 他 28 60.7 ▽28.6 △10.7 

無 回 答 37 54.1 ▼37.8 △8.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 41.3 55.7 3.0 

6 5 歳 以 上 の 方 442 39.8 57.9 2.3 

病気などで寝たきりの方 19 42.1 57.9 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 33.3 66.7 - 

い ず れ も い な い 744 44.2 54.4 ▼1.3 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 44.1 54.5 1.5 

マンション・アパート 708 41.1 56.5 2.4 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 37.5 62.5 - 

無 回 答 27 51.9 37.0 △11.1 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  721 ▲45.4 52.8 1.8 

火災など、災害で１１９番通報  55 52.7 43.6 3.6 

仕事で消防署に行ったことがある  215 △54.4 ▽43.3 2.3 

そ の 他 132 △60.6 ▽37.9 1.5 

全 体 1448 42.6  55.3  2.1  

 



- 69 - 

 

 

Ｑ6－２受けたことのある講習 

     １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

応
急
救
護
講
習
（
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱

い
中
心
の
短
時
間
の
講

習
） 

 

救
命
入
門
コ
ー
ス
（
小

学
校
中
・
高
学
年
等
を

対
象
と
し
た
講
習
） 

 

普
通
救
命
講
習
（
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱

い
中
心
の
３
時
間
程
度

の
講
習
） 

  

上
級
救
命
講
習
（
３
の

講
習
内
容
に
外
傷
応
急

手
当
等
を
加
え
た
８
時

間
程
度
の
講
習
） 

 

応
急
手
当
普
及
員
講
習

（
普
通
救
命
講
習
等
の

指
導
要
領
を
学
ぶ
講
習
）

 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 17 82.4 5.9 29.4 △23.5 5.9 - 

山 手 地 域 33 69.7 24.2 21.2 3.0 3.0 12.1 

下 町 地 域 51 72.5 11.8 33.3 5.9 5.9 3.9 

東 部 地 域 77 71.4 18.2 20.8 6.5 2.6 6.5 

西 部 地 域 123 68.3 15.4 ▼18.7 6.5 2.4 8.1 

南 部 地 域 59 69.5 11.9 18.6 10.2 5.1 6.8 

北 部 地 域 40 70.0 15.0 27.5 7.5 5.0 7.5 

西 多 摩 地 域 17 82.4 17.6 35.3 5.9 - - 

南 多 摩 地 域 79 72.2 15.2 27.8 3.8 7.6 2.5 

北 多 摩 西 部 地 域 40 82.5 15.0 30.0 2.5 5.0 5.0 

北 多 摩 北 部 地 域 37 67.6 18.9 37.8 2.7 10.8 2.7 

北 多 摩 南 部 地 域 40 70.0 10.0 35.0 ▲15.0 - 2.5 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (10 代・20 代 ) 53 69.8 △32.1 32.1 5.7 5.7 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 46 71.7 17.4 17.4 6.5 2.2 6.5 

男 性 ( 4 0 代 ) 31 ▼54.8 6.5 ▲41.9 6.5 3.2 6.5 

男 性 ( 5 0 代 ) 37 ▼56.8 8.1 29.7 10.8 2.7 2.7 

男 性 ( 6 0 代 ) 46 76.1 ▼2.2 30.4 13.0 6.5 2.2 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 31 77.4 3.2 25.8 6.5 ▲12.9 12.9 

男 性 小 計 244 68.4 13.1 29.1 8.2 5.3 4.5 

女性 (10 代・20 代 ) 95 72.6 △34.7 23.2 10.5 3.2 8.4 

女 性 ( 3 0 代 ) 67 71.6 13.4 22.4 4.5 1.5 ▲11.9 

女 性 ( 4 0 代 ) 58 74.1 15.5 25.9 5.2 1.7 1.7 

女 性 ( 5 0 代 ) 67 62.7 11.9 26.9 6.0 4.5 4.5 

女 性 ( 6 0 代 ) 52 ▲86.5 ▽1.9 21.2 3.8 5.8 3.8 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 30 83.3 3.3 20.0 - 10.0 3.3 

女 性 小 計 369 73.7 16.5 23.6 6.0 3.8 6.2 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 42 66.7 16.7 23.8 2.4 7.1 9.5 

家族従業(家業手伝い) 7 85.7 - - 14.3 - 14.3 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 283 ▼66.8 14.8 ▲30.0 8.1 ▼2.5 3.9 

勤め (パートタイム ) 77 75.3 11.7 22.1 6.5 3.9 5.2 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 86 △86.0 ▽3.5 20.9 3.5 7.0 4.7 

学 生 49 69.4 △53.1 28.6 8.2 6.1 4.1 

そ の 他 の 無 職 32 78.1 12.5 18.8 9.4 3.1 12.5 

そ の 他 17 70.6 5.9 23.5 11.8 5.9 ▲17.6 

無 回 答 20 65.0 5.0 20.0 - ▲15.0 5.0 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 83 74.7 15.7 18.1 4.8 4.8 4.8 

6 5 歳 以 上 の 方 175 70.9 ▽8.6 27.4 9.7 6.3 5.1 

病気などで寝たきりの方 8 62.5 12.5 12.5 ▲25.0 12.5 12.5 

身 体 の 不 自 由 な 方 22 81.8 13.6 27.3 9.1 9.1 - 

い ず れ も い な い 327 71.6 △19.6 27.5 6.1 ▼2.8 5.8 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 299 73.6 14.7 26.4 8.0 4.3 5.4 

マンション・アパート 288 69.8 16.0 25.7 5.9 4.2 5.6 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

12 66.7 16.7 25.0 - - 8.3 

無 回 答 14 71.4 7.1 14.3 7.1 14.3 7.1 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  326 71.5 12.6 26.4 ▲8.9 5.2 5.8 

火災など、災害で１１９番通報  29 69.0 10.3 34.5 13.8 10.3 3.4 

仕事で消防署に行ったことがある  117 66.7 11.1 △35.9 △13.7 6.8 6.8 

そ の 他 80 68.8 17.5 28.8 7.5 5.0 ▲11.3 

全 体 613 71.6  15.2  25.8  6.9  4.4  5.5  
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Ｑ7－１周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当 (1/2) 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

声
を
か
け
る
な
ど
励
ま

す 

 

反
応
（
身
体
の
動
き
や

意
識
な
ど
）
や
呼
吸
な

ど
の
確
認 

 

毛
布
を
か
け
る
な
ど
し

て
保
温
す
る 

 け
が
人
や
急
病
人
の
症

状
に
適
し
た
姿
勢
に
す

る 

 

や
け
ど
の
手
当
（
冷
や

す
、
被
覆
す
る
） 

 

出
血
を
止
め
る 

 

骨
折
が
疑
わ
れ
る
部
位

を
固
定
す
る 

  

の
ど
に
異
物
が
つ
ま
っ

た
時
に
、
背
中
を
叩
い

た
り
、
口
の
中
か
ら
か

き
出
す 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 91.9 83.8 62.2 ▲43.2 48.6 37.8 18.9 48.6 37.8 

山 手 地 域 86 88.4 △89.5 54.7 32.6 47.7 43.0 18.6 40.7 41.9 

下 町 地 域 127 89.0 73.2 52.8 30.7 44.1 36.2 13.4 33.9 40.9 

東 部 地 域 181 90.6 ▽61.3 ▼48.6 24.9 40.9 36.5 10.5 29.8 ▼27.1 

西 部 地 域 309 92.6 79.9 ▲62.1 26.9 41.4 38.8 12.3 34.3 36.6 

南 部 地 域 131 90.1 78.6 61.1 24.4 48.1 42.0 14.5 35.9 37.4 

北 部 地 域 93 90.3 75.3 52.7 24.7 38.7 36.6 9.7 33.3 37.6 

西 多 摩 地 域 38 89.5 78.9 44.7 15.8 42.1 47.4 7.9 26.3 26.3 

南 多 摩 地 域 150 92.0 78.7 54.0 24.7 43.3 38.7 16.7 33.3 28.7 

北 多 摩 西 部 地 域 71 88.7 71.8 53.5 33.8 42.3 33.8 9.9 25.4 43.7 

北 多 摩 北 部 地 域 87 89.7 73.6 60.9 26.4 46.0 37.9 6.9 36.8 28.7 

北 多 摩 南 部 地 域 104 88.5 78.8 58.7 26.9 33.7 31.7 9.6 30.8 33.7 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (1 0 代・20 代 ) 106 ▽81.1 78.3 48.1 ▲35.8 42.5 36.8 12.3 33.0 △47.2 

男 性 ( 3 0 代 ) 99 90.9 78.8 48.5 29.3 ▽29.3 33.3 8.1 30.3 43.4 

男 性 ( 4 0 代 ) 90 93.3 76.7 53.3 24.4 33.3 31.1 13.3 27.8 26.7 

男 性 ( 5 0 代 ) 108 90.7 78.7 55.6 25.9 37.0 32.4 14.8 29.6 37.0 

男 性 ( 6 0 代 ) 107 90.7 72.0 ▽43.0 23.4 33.6 35.5 17.8 32.7 36.4 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 67 86.6 ▽62.7 ▽40.3 25.4 34.3 34.3 7.5 28.4 29.9 

男 性 小 計 577 88.9 75.2 ▽48.5 27.6 ▽35.2 ▽34.0 12.7 ▼30.5 37.4 

女性 (1 0 代・20 代 ) 173 ▽85.0 ▲83.8 61.8 30.1 45.1 42.2 13.9 32.9 △54.9 

女 性 ( 3 0 代 ) 159 94.3 82.4 △66.7 28.3 41.5 38.4 11.9 35.8 37.7 

女 性 ( 4 0 代 ) 144 △96.5 79.2 △69.4 29.2 △54.2 ▲45.8 12.5 36.1 29.9 

女 性 ( 5 0 代 ) 148 91.2 79.1 ▲64.2 23.6 46.6 37.8 11.5 33.8 29.1 

女 性 ( 6 0 代 ) 120 92.5 ▼67.5 60.0 28.3 ▲52.5 42.5 13.3 35.8 ▽20.8 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 93 91.4 ▽59.1 ▽38.7 ▼18.3 48.4 37.6 9.7 ▲44.1 ▽10.8 

女 性 小 計 837 91.6 76.8 △61.6 26.9 △47.7 △40.9 12.3 ▲35.8 33.0 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 122 91.8 70.5 52.5 31.1 47.5 △50.8 15.6 36.9 ▽23.8 

家族従業(家業手伝い) 24 79.2 79.2 54.2 16.7 54.2 29.2 12.5 37.5 ▼12.5 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 637 90.1 △79.7 57.1 27.9 ▽37.7 35.6 13.0 ▼30.5 △41.9 

勤め (パートタイム ) 187 92.0 75.4 60.4 24.1 ▲50.3 40.6 10.2 36.4 ▽25.1 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 227 ▲94.3 ▽69.2 57.7 22.5 46.7 36.1 9.7 38.3 ▽22.0 

学 生 68 85.3 85.3 57.4 △44.1 48.5 44.1 14.7 36.8 △63.2 

そ の 他 の 無 職 91 85.7 70.3 49.5 22.0 39.6 30.8 8.8 33.0 35.2 

そ の 他 25 92.0 92.0 68.0 36.0 48.0 56.0 ▲28.0 48.0 △72.0 

無 回 答 33 90.9 63.6 ▽30.3 27.3 30.3 36.4 15.2 18.2 ▽9.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 195 92.8 80.0 57.4 32.8 45.6 42.6 12.3 ▲41.5 38.5 

6 5 歳 以 上 の 方 430 91.2 ▽70.0 54.0 27.0 44.7 40.7 12.6 34.4 ▽27.4 

病気などで寝たきりの方 19 94.7 84.2 68.4 42.1 63.2 47.4 21.1 ▲57.9 31.6 

身 体 の 不 自 由 な 方 65 89.2 ▼64.6 55.4 23.1 43.1 40.0 12.3 ▲46.2 32.3 

い ず れ も い な い 731 89.5 △79.9 58.4 26.4 41.2 36.0 12.0 31.5 △39.1 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 669 91.8 75.9 58.0 27.2 42.2 37.2 10.9 35.3 32.3 

マンション・アパート 690 ▼88.7 76.7 54.9 26.7 43.6 38.8 13.3 32.3 ▲37.8 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

31 96.8 83.9 64.5 38.7 35.5 38.7 19.4 38.7 38.7 

無 回 答 24 100.0 ▼58.3 37.5 25.0 33.3 37.5 20.8 20.8 ▼12.5 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 706 90.8 77.3 56.9 27.6 ▲45.2 40.1 △14.9 △37.0 33.7 

火災など、災害で１１９番通報 53 92.5 73.6 50.9 30.2 39.6 39.6 17.0 35.8 39.6 

仕事で消防署に行ったことがある 211 88.6 ▲82.0 55.0 △37.0 40.3 39.8 15.6 35.1 △52.6 

そ の 他 128 91.4 78.9 57.0 ▲35.2 ▲51.6 ▲48.4 △20.3 ▲43.0 △51.6 

全 体 1414 90.5  76.2  56.3  27.2  42.6  38.0  12.4  33.7  34.8  
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Ｑ7－１周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当 (2/2) 

   10 11 12 13 

 

 

 

ｎ 

 

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
） 

 

人
工
呼
吸 

 

そ
の
他
の
応
急
手
当 

 

何
も
し
な
い 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 29.7 18.9 - 2.7 

山 手 地 域 86 34.9 20.9 4.7 - 

下 町 地 域 127 28.3 20.5 0.8 1.6 

東 部 地 域 181 23.2 ▼11.0 2.2 2.2 

西 部 地 域 309 26.5 18.4 1.9 0.6 

南 部 地 域 131 23.7 22.1 ▲4.6 0.8 

北 部 地 域 93 30.1 14.0 1.1 2.2 

西 多 摩 地 域 38 26.3 26.3 - 2.6 

南 多 摩 地 域 150 28.7 16.7 2.0 1.3 

北 多 摩 西 部 地 域 71 32.4 21.1 1.4 2.8 

北 多 摩 北 部 地 域 87 24.1 10.3 2.3 3.4 

北 多 摩 南 部 地 域 104 27.9 19.2 1.0 - 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 106 △39.6 △30.2 0.9 ▲3.8 

男 性 ( 3 0 代 ) 99 34.3 ▲26.3 1.0 1.0 

男 性 ( 4 0 代 ) 90 25.6 20.0 2.2 3.3 

男 性 ( 5 0 代 ) 108 27.8 15.7 2.8 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 107 26.2 15.9 0.9 1.9 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 67 29.9 16.4 1.5 1.5 

男 性 小 計 577 ▲30.7 △21.0 1.6 1.9 

女性(10 代・20 代) 173 △40.5 ▲24.3 2.3 2.3 

女 性 ( 3 0 代 ) 159 23.3 17.0 1.9 0.6 

女 性 ( 4 0 代 ) 144 24.3 11.8 1.4 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 148 23.6 15.5 3.4 - 

女 性 ( 6 0 代 ) 120 ▽15.8 ▽8.3 1.7 0.8 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 93 ▽14.0 ▼9.7 4.3 3.2 

女 性 小 計 837 ▼25.0 ▽15.3 2.4 1.1 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 122 ▽16.4 14.8 3.3 - 

家族従業(家業手伝い) 24 20.8 12.5 4.2 4.2 

勤め ( フ ルタ イム ) 637 △31.2 △20.6 1.6 1.6 

勤め (パートタイム ) 187 ▽18.7 ▽9.6 3.7 0.5 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 227 ▽18.5 ▽11.0 0.4 1.3 

学 生 68 △52.9 △33.8 2.9 - 

そ の 他 の 無 職 91 31.9 15.4 2.2 3.3 

そ の 他 25 △64.0 △64.0 ▲8.0 - 

無 回 答 33 ▼12.1 ▼3.0 - ▲6.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 195 29.7 20.0 2.6 0.5 

6 5 歳 以 上 の 方 430 ▼23.5 15.8 1.4 1.2 

病気などで寝たきりの方 19 26.3 21.1 - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 65 27.7 18.5 4.6 1.5 

い ず れ も い な い 731 29.0 18.7 2.2 1.6 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 669 27.1 17.0 1.6 1.2 

マンション・アパート 690 28.1 18.6 2.6 1.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

31 25.8 19.4 - - 

無 回 答 24 12.5 4.2 - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  706 27.8 18.6 2.3 1.1 

火災など、災害で１１９番通報  53 32.1 15.1 1.9 - 

仕事で消防署に行ったことがある  211 △38.9 △26.5 1.4 0.9 

そ の 他 128 △43.8 ▲24.2 △7.0 1.6 

全 体 1414 27.3  17.6  2.1  1.4  
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Ｑ7－１周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当 

（Ｑ6－１で受けたことがあると解答した方） (1/2) 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

声
を
か
け
る
な
ど

励
ま
す 

 

反
応
（
身
体
の
動
き

や
意
識
な
ど
）
や
呼

吸
な
ど
の
確
認 

 

毛
布
を
か
け
る
な

ど
し
て
保
温
す
る 

 

け
が
人
や
急
病
人

の
症
状
に
適
し
た

姿
勢
に
す
る 

 

や
け
ど
の
手
当
（
冷

や
す
、
被
覆
す
る
） 

 

出
血
を
止
め
る 

 
骨
折
が
疑
わ
れ
る

部
位
を
固
定
す
る 

 

の
ど
に
異
物
が
つ

ま
っ
た
時
に
、
背
中

を
叩
い
た
り
、
口
の

中
か
ら
か
き
出
す 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使

用 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 17 88.2 82.4 58.8 ▲58.8 41.2 35.3 23.5 ▲64.7 52.9 

山 手 地 域 33 84.8 93.9 48.5 39.4 45.5 51.5 18.2 45.5 60.6 

下 町 地 域 49 87.8 79.6 51.0 42.9 40.8 30.6 16.3 38.8 63.3 

東 部 地 域 74 95.9 ▼73.0 54.1 27.0 39.2 41.9 14.9 33.8 ▽41.9 

西 部 地 域 121 95.0 88.4 ▲66.9 34.7 46.3 43.8 15.7 42.1 ▲65.3 

南 部 地 域 56 91.1 83.9 67.9 25.0 51.8 46.4 17.9 39.3 64.3 

北 部 地 域 39 92.3 79.5 59.0 41.0 43.6 35.9 15.4 38.5 56.4 

西 多 摩 地 域 17 94.1 94.1 47.1 29.4 47.1 64.7 11.8 29.4 41.2 

南 多 摩 地 域 78 93.6 80.8 53.8 34.6 47.4 41.0 21.8 41.0 46.2 

北 多 摩 西 部 地 域 38 84.2 76.3 ▼42.1 34.2 36.8 31.6 10.5 26.3 63.2 

北 多 摩 北 部 地 域 37 91.9 78.4 62.2 35.1 51.4 43.2 10.8 45.9 43.2 

北 多 摩 南 部 地 域 40 92.5 ▲97.5 60.0 35.0 40.0 47.5 17.5 45.0 60.0 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 10 代・2 0 代 ) 52 ▽80.8 80.8 51.9 44.2 48.1 34.6 13.5 32.7 65.4 

男 性 ( 3 0 代 ) 45 91.1 88.9 ▼42.2 33.3 ▽24.4 35.6 8.9 37.8 64.4 

男 性 ( 4 0 代 ) 31 96.8 87.1 54.8 41.9 29.0 38.7 19.4 32.3 51.6 

男 性 ( 5 0 代 ) 37 91.9 91.9 59.5 35.1 32.4 29.7 13.5 37.8 70.3 

男 性 ( 6 0 代 ) 45 93.3 ▽66.7 ▽37.8 31.1 ▼26.7 37.8 22.2 37.8 57.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 29 86.2 ▽65.5 ▽31.0 ▼17.2 ▼24.1 37.9 6.9 34.5 51.7 

男 性 小 計 239 89.5 80.3 ▽46.4 34.7 ▽31.8 ▽35.6 14.2 35.6 ▲61.1 

女性 ( 10 代・2 0 代 ) 92 88.0 87.0 ▲67.4 33.7 46.7 47.8 17.4 34.8 63.0 

女 性 ( 3 0 代 ) 63 93.7 84.1 66.7 38.1 52.4 ▲57.1 17.5 47.6 61.9 

女 性 ( 4 0 代 ) 58 98.3 87.9 △75.9 37.9 ▲56.9 50.0 17.2 50.0 56.9 

女 性 ( 5 0 代 ) 64 93.8 85.9 62.5 31.3 51.6 40.6 15.6 43.8 46.9 

女 性 ( 6 0 代 ) 51 96.1 86.3 70.6 37.3 △62.7 43.1 25.5 41.2 43.1 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 32 96.9 75.0 ▽34.4 28.1 53.1 31.3 12.5 46.9 ▽21.9 

女 性 小 計 360 93.6 85.3 △65.3 34.7 △53.1 △46.4 17.8 43.1 ▼52.5 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 39 89.7 74.4 56.4 43.6 51.3 ▲59.0 17.9 41.0 46.2 

家族従業(家業手伝い) 7 100.0 100.0 71.4 28.6 71.4 28.6 28.6 57.1 42.9 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 275 90.9 85.5 58.5 36.0 41.5 40.4 14.9 36.7 △62.5 

勤め (パートタイム ) 76 96.1 85.5 64.5 28.9 52.6 44.7 18.4 47.4 ▼43.4 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 87 95.4 ▽73.6 52.9 28.7 50.6 40.2 19.5 49.4 ▼44.8 

学 生 49 87.8 91.8 61.2 ▲49.0 51.0 51.0 16.3 40.8 ▲69.4 

そ の 他 の 無 職 32 87.5 84.4 50.0 ▼15.6 ▽21.9 ▽18.8 6.3 25.0 59.4 

そ の 他 16 93.8 93.8 68.8 37.5 43.8 62.5 25.0 56.3 △93.8 

無 回 答 18 94.4 66.7 ▼33.3 44.4 27.8 33.3 16.7 ▼16.7 ▽11.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 81 92.6 82.7 59.3 42.0 51.9 51.9 17.3 ▲53.1 61.7 

6 5 歳 以 上 の 方 171 93.0 ▼77.2 52.0 32.7 39.8 39.8 17.5 39.2 ▼48.5 

病気などで寝たきりの方 8 100.0 87.5 50.0 50.0 62.5 50.0 37.5 62.5 62.5 

身 体 の 不 自 由 な 方 21 90.5 71.4 52.4 38.1 47.6 47.6 14.3 ▲61.9 61.9 

い ず れ も い な い 319 90.6 △88.4 61.1 34.2 45.8 41.1 15.7 37.6 ▲59.9 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 294 92.9 83.0 57.5 35.0 43.5 38.8 13.6 41.2 54.8 

マンション・アパート 281 90.4 85.1 58.0 34.5 45.9 45.9 18.5 40.2 59.1 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

11 100.0 81.8 72.7 27.3 54.5 45.5 27.3 36.4 54.5 

無 回 答 13 100.0 ▽53.8 46.2 38.5 30.8 30.8 23.1 15.4 ▽15.4 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 320 92.2 83.8 59.7 34.1 45.3 41.6 18.8 43.1 54.7 

火災など、災害で１１９番通報 29 93.1 86.2 69.0 37.9 44.8 41.4 24.1 44.8 58.6 

仕事で消防署に行ったことがある  114 89.5 87.7 56.1 ▲43.9 36.8 38.6 19.3 37.7 △71.1 

そ の 他 77 94.8 85.7 57.1 44.2 ▲57.1 51.9 △27.3 ▲53.2 △71.4 

全 体 599 92.0  83.3  57.8  34.7  44.6  42.1  16.4  40.1  55.9  
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Ｑ7－１周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当 

（Ｑ6－１で受けたことがあると解答した方） (2/2) 

   10 11 12 13 

 

 

 

ｎ 

 

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
） 

 

人
工
呼
吸 

 

そ
の
他
の
応
急
手
当 

 

何
も
し
な
い 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 17 35.3 23.5 - ▲5.9 

山 手 地 域 33 48.5 30.3 ▲6.1 - 

下 町 地 域 49 40.8 30.6 - - 

東 部 地 域 74 35.1 ▽13.5 1.4 - 

西 部 地 域 121 47.9 32.2 1.7 0.8 

南 部 地 域 56 37.5 30.4 ▲5.4 - 

北 部 地 域 39 48.7 25.6 - - 

西 多 摩 地 域 17 47.1 47.1 - - 

南 多 摩 地 域 78 48.7 26.9 - - 

北 多 摩 西 部 地 域 38 50.0 31.6 2.6 2.6 

北 多 摩 北 部 地 域 37 35.1 ▼13.5 - △5.4 

北 多 摩 南 部 地 域 40 55.0 40.0 2.5 - 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 52 53.8 34.6 1.9 △5.8 

男 性 ( 3 0 代 ) 45 46.7 40.0 2.2 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 31 51.6 ▲45.2 - - 

男 性 ( 5 0 代 ) 37 45.9 24.3 - - 

男 性 ( 6 0 代 ) 45 48.9 33.3 - - 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 29 48.3 24.1 - - 

男 性 小 計 239 ▲49.4 △33.9 0.8 1.3 

女性(10 代・20 代) 92 47.8 30.4 1.1 2.2 

女 性 ( 3 0 代 ) 63 39.7 22.2 3.2 - 

女 性 ( 4 0 代 ) 58 50.0 20.7 3.4 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 64 42.2 29.7 1.6 - 

女 性 ( 6 0 代 ) 51 ▼29.4 17.6 - - 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 32 ▼25.0 ▼12.5 ▲6.3 - 

女 性 小 計 360 ▼41.1 ▽23.9 2.2 0.6 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 39 33.3 25.6 - - 

家族従業(家業手伝い) 7 71.4 28.6 - - 

勤め ( フ ルタ イム ) 275 46.2 30.2 1.1 1.5 

勤め (パートタイム ) 76 34.2 ▽14.5 △6.6 - 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 87 36.8 21.8 - - 

学 生 49 ▲61.2 38.8 2.0 - 

そ の 他 の 無 職 32 53.1 28.1 - 3.1 

そ の 他 16 △81.3 △81.3 6.3 - 

無 回 答 18 ▼16.7 ▼5.6 - - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 81 46.9 29.6 2.5 - 

6 5 歳 以 上 の 方 171 39.8 25.7 1.8 - 

病気などで寝たきりの方 8 37.5 50.0 - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 21 52.4 38.1 4.8 - 

い ず れ も い な い 319 46.7 29.8 1.6 ▲1.6 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 294 46.6 28.9 2.0 1.0 

マンション・アパート 281 43.4 27.8 1.4 0.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

11 45.5 27.3 - - 

無 回 答 13 ▼15.4 7.7 - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  320 45.9 29.7 2.2 0.3 

火災など、災害で１１９番通報  29 48.3 24.1 - - 

仕事で消防署に行ったことがある  114 ▲53.5 △37.7 - - 

そ の 他 77 ▲57.1 32.5 △6.5 1.3 

全 体 599 44.4  27.9  1.7  0.8  
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Ｑ7－１周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当 

（Ｑ6－１で受けたことがないと解答した方）                                       (1/2) 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

声
を
か
け
る
な
ど

励
ま
す 

 

反
応
（
身
体
の
動
き

や
意
識
な
ど
）
や
呼

吸
な
ど
の
確
認 

 

毛
布
を
か
け
る
な

ど
し
て
保
温
す
る 

 

け
が
人
や
急
病
人

の
症
状
に
適
し
た

姿
勢
に
す
る 

 

や
け
ど
の
手
当
（
冷

や
す
、
被
覆
す
る
） 

 

出
血
を
止
め
る 

 
骨
折
が
疑
わ
れ
る

部
位
を
固
定
す
る 

  

の
ど
に
異
物
が
つ

ま
っ
た
時
に
、
背
中

を
叩
い
た
り
、
口
の

中
か
ら
か
き
出
す 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使

用 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 20 95.0 85.0 65.0 30.0 55.0 40.0 15.0 35.0 25.0 

山 手 地 域 51 92.2 △88.2 58.8 27.5 49.0 37.3 ▲17.6 37.3 29.4 

下 町 地 域 77 89.6 70.1 53.2 23.4 45.5 39.0 11.7 31.2 27.3 

東 部 地 域 106 86.8 ▽53.8 ▼45.3 23.6 42.5 33.0 7.5 27.4 17.0 

西 部 地 域 184 90.8 73.9 59.8 22.3 38.6 35.3 9.8 28.8 17.4 

南 部 地 域 74 89.2 74.3 56.8 24.3 45.9 37.8 12.2 33.8 17.6 

北 部 地 域 51 88.2 72.5 49.0 11.8 33.3 37.3 3.9 29.4 23.5 

西 多 摩 地 域 21 85.7 66.7 42.9 4.8 38.1 33.3 4.8 23.8 14.3 

南 多 摩 地 域 71 90.1 76.1 53.5 14.1 39.4 36.6 11.3 25.4 ▼9.9 

北 多 摩 西 部 地 域 33 93.9 66.7 66.7 33.3 48.5 36.4 9.1 24.2 21.2 

北 多 摩 北 部 地 域 49 87.8 69.4 59.2 20.4 40.8 32.7 4.1 28.6 16.3 

北 多 摩 南 部 地 域 63 85.7 66.7 58.7 22.2 30.2 ▼22.2 4.8 22.2 17.5 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (1 0 代・20 代 ) 54 81.5 75.9 44.4 27.8 37.0 38.9 11.1 33.3 ▲29.6 

男 性 ( 3 0 代 ) 53 90.6 69.8 52.8 26.4 32.1 30.2 7.5 22.6 24.5 

男 性 ( 4 0 代 ) 59 91.5 71.2 52.5 15.3 35.6 27.1 10.2 25.4 13.6 

男 性 ( 5 0 代 ) 71 90.1 71.8 53.5 21.1 39.4 33.8 15.5 25.4 19.7 

男 性 ( 6 0 代 ) 62 88.7 75.8 46.8 17.7 38.7 33.9 14.5 29.0 21.0 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 36 86.1 58.3 50.0 33.3 44.4 30.6 8.3 25.0 13.9 

男 性 小 計 335 88.4 71.3 ▽50.1 22.7 37.6 32.5 11.6 26.9 20.6 

女性 (1 0 代・20 代 ) 81 ▼81.5 80.2 55.6 25.9 43.2 35.8 9.9 30.9 △45.7 

女 性 ( 3 0 代 ) 92 94.6 ▲80.4 ▲67.4 20.7 32.6 ▼23.9 6.5 26.1 19.6 

女 性 ( 4 0 代 ) 83 95.2 73.5 65.1 24.1 ▲53.0 42.2 8.4 26.5 ▼10.8 

女 性 ( 5 0 代 ) 82 89.0 75.6 ▲67.1 18.3 43.9 36.6 8.5 26.8 15.9 

女 性 ( 6 0 代 ) 66 90.9 ▽53.0 53.0 22.7 45.5 43.9 4.5 33.3 ▽4.5 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 61 88.5 ▽50.8 ▼41.0 13.1 45.9 41.0 8.2 ▲42.6 ▽4.9 

女 性 小 計 465 90.1 70.5 △59.4 21.1 43.7 36.6 7.7 30.3 17.8 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 83 92.8 68.7 50.6 25.3 45.8 ▲47.0 14.5 34.9 13.3 

家族従業(家業手伝い) 15 ▼73.3 73.3 53.3 13.3 46.7 33.3 6.7 33.3 - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 357 89.4 ▲75.1 56.0 21.8 ▽34.7 31.7 11.2 ▼25.2 △25.8 

勤め (パートタイム ) 109 89.0 69.7 57.8 21.1 48.6 37.6 4.6 29.4 12.8 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 136 93.4 66.2 61.8 19.1 44.9 33.8 ▼3.7 31.6 ▽7.4 

学 生 19 78.9 68.4 47.4 31.6 42.1 26.3 10.5 26.3 △47.4 

そ の 他 の 無 職 59 84.7 62.7 49.2 25.4 49.2 37.3 10.2 37.3 22.0 

そ の 他 8 87.5 87.5 62.5 25.0 50.0 37.5 25.0 25.0 25.0 

無 回 答 14 85.7 57.1 ▼28.6 7.1 35.7 35.7 14.3 21.4 7.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 111 92.8 77.5 55.9 25.2 39.6 34.2 7.2 31.5 19.8 

6 5 歳 以 上 の 方 256 89.8 ▼65.2 55.5 23.4 ▲47.3 ▲41.0 9.4 31.3 ▽13.3 

病気などで寝たきりの方 11 90.9 81.8 81.8 36.4 63.6 45.5 9.1 54.5 9.1 

身 体 の 不 自 由 な 方 44 88.6 61.4 56.8 15.9 40.9 36.4 11.4 38.6 18.2 

い ず れ も い な い 405 88.6 73.6 56.8 20.7 38.0 32.3 9.4 26.9 △23.2 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 370 91.1 70.5 58.9 21.4 41.1 36.2 8.9 30.8 ▽14.6 

マンション・アパート 400 87.3 70.8 52.8 21.3 42.0 33.5 9.3 26.5 △22.8 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

20 95.0 85.0 60.0 ▲45.0 25.0 35.0 15.0 40.0 30.0 

無 回 答 10 100.0 60.0 30.0 10.0 40.0 40.0 20.0 30.0 10.0 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 380 89.7 72.1 54.5 22.4 ▲45.3 ▲38.4 11.3 31.8 ▼16.1 

火災など、災害で１１９番通報 24 91.7 58.3 ▽29.2 20.8 33.3 37.5 8.3 25.0 16.7 

仕事で消防署に行ったことがある 93 87.1 74.2 54.8 29.0 43.0 39.8 10.8 31.2 △30.1 

そ の 他 50 86.0 68.0 56.0 22.0 44.0 42.0 8.0 26.0 20.0 

全 体 800 89.4  70.9  55.5  21.8  41.1  34.9  9.4  28.9  19.0  
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Ｑ7－１周囲の人が急病やケガをしたとき、あなたにできる応急手当 

（Ｑ6－１で受けたことがないと解答した方）                                      (2/2) 

   10 11 12 13 

 

 

 

ｎ 

 

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
） 

 

人
工
呼
吸 

 

そ
の
他
の
応
急
手
当 

 

何
も
し
な
い 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 20 25.0 15.0 - - 

山 手 地 域 51 ▲25.5 13.7 2.0 - 

下 町 地 域 77 20.8 14.3 1.3 2.6 

東 部 地 域 106 15.1 9.4 2.8 3.8 

西 部 地 域 184 12.0 8.7 2.2 0.5 

南 部 地 域 74 13.5 ▲16.2 4.1 1.4 

北 部 地 域 51 15.7 3.9 2.0 3.9 

西 多 摩 地 域 21 9.5 9.5 - 4.8 

南 多 摩 地 域 71 7.0 5.6 4.2 2.8 

北 多 摩 西 部 地 域 33 12.1 9.1 - 3.0 

北 多 摩 北 部 地 域 49 14.3 6.1 4.1 2.0 

北 多 摩 南 部 地 域 63 11.1 6.3 - - 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 (10 代・20 代 ) 54 ▲25.9 △25.9 - 1.9 

男 性 ( 3 0 代 ) 53 22.6 13.2 - 1.9 

男 性 ( 4 0 代 ) 59 11.9 6.8 3.4 5.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 71 18.3 11.3 4.2 - 

男 性 ( 6 0 代 ) 62 9.7 3.2 1.6 3.2 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 36 16.7 11.1 2.8 2.8 

男 性 小 計 335 ▲17.3 11.6 2.1 2.4 

女性 (10 代・20 代 ) 81 △32.1 ▲17.3 3.7 2.5 

女 性 ( 3 0 代 ) 92 9.8 10.9 1.1 1.1 

女 性 ( 4 0 代 ) 83 ▼6.0 4.8 - - 

女 性 ( 5 0 代 ) 82 9.8 4.9 4.9 - 

女 性 ( 6 0 代 ) 66 ▼6.1 ▼1.5 1.5 1.5 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 61 8.2 8.2 3.3 4.9 

女 性 小 計 465 ▼12.3 8.2 2.4 1.5 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 83 8.4 9.6 4.8 - 

家族従業(家業手伝い) 15 - 6.7 - 6.7 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 357 △19.3 ▲12.6 2.0 1.7 

勤め (パートタイム ) 109 8.3 6.4 1.8 0.9 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 136 ▽6.6 ▽3.7 0.7 2.2 

学 生 19 ▲31.6 21.1 5.3 - 

そ の 他 の 無 職 59 20.3 8.5 3.4 3.4 

そ の 他 8 25.0 25.0 ▲12.5 - 

無 回 答 14 7.1 - - △14.3 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 111 15.3 10.8 2.7 0.9 

6 5 歳 以 上 の 方 256 12.5 9.0 1.2 2.0 

病気などで寝たきりの方 11 18.2 - - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 44 15.9 9.1 4.5 2.3 

い ず れ も い な い 405 15.3 10.1 2.5 1.7 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 370 ▼11.6 7.6 ▼1.1 1.4 

マンション・アパート 400 ▲17.0 11.5 ▲3.5 2.5 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

20 15.0 15.0 - - 

無 回 答 10 10.0 - - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  380 12.4 8.9 2.1 1.8 

火災など、災害で１１９番通報  24 12.5 4.2 4.2 - 

仕事で消防署に行ったことがある  93 20.4 11.8 3.2 2.2 

そ の 他 50 22.0 10.0 △8.0 2.0 

全 体 800 14.4  9.6  2.3  1.9  
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Ｑ7－２周囲の人が急病やケガをしたとき、何もしない理由  

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
か
ら 

 

か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
心
配
だ
か
ら 

 

誤
っ
た
応
急
手
当
を
し
た

ら
責
任
を
問
わ
れ
そ
う
だ

か
ら 

 

感
染
な
ど
が
心
配
だ
か
ら 

 

怖
い
か
ら 

 

触
る
な
と
教
わ
っ
た
か
ら 

 

自
信
が
な
い
か
ら 

 
関
わ
り
た
く
な
い
か
ら 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 1 ▼0.0 - 100.0 △100.0 - - ▽0.0 - ▲100.0 

山 手 地 域 - - - - - - - - - - 

下 町 地 域 2 50.0 50.0 - - - - - - 50.0 

東 部 地 域 4 100.0 25.0 25.0 - 25.0 - 75.0 25.0 - 

西 部 地 域 2 100.0 - - - - - 100.0 - 50.0 

南 部 地 域 1 100.0 - - - - - 100.0 - - 

北 部 地 域 2 100.0 50.0 - - - - 50.0 - - 

西 多 摩 地 域 1 100.0 100.0 - - - - 100.0 - - 

南 多 摩 地 域 2 100.0 ▲100.0 △100.0 - 50.0 - 50.0 - - 

北 多 摩 西 部 地 域 2 50.0 - - ▲50.0 - - - ▲50.0 - 

北 多 摩 北 部 地 域 3 66.7 33.3 33.3 - 33.3 - 33.3 - - 

北 多 摩 南 部 地 域 - - - - - - - - - - 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 4 50.0 25.0 50.0 △50.0 - - ▼0.0 25.0 25.0 

男 性 ( 3 0 代 ) 1 ▼0.0 - - - - - - - ▲100.0 

男 性 ( 4 0 代 ) 3 100.0 ▲100.0 66.7 - △66.7 - 100.0 33.3 - 

男 性 ( 5 0 代 ) - - - - - - - - - - 

男 性 ( 6 0 代 ) 2 100.0 50.0 - - - - 100.0 - - 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 1 100.0 - - - - - - - - 

男 性 小 計 11 72.7 45.5 36.4 18.2 18.2 - 45.5 18.2 18.2 

女性(10 代・20 代) 4 75.0 25.0 25.0 - 25.0 - 50.0 - 25.0 

女 性 ( 3 0 代 ) 1 100.0 - - - - - 100.0 - - 

女 性 ( 4 0 代 ) - - - - - - - - - - 

女 性 ( 5 0 代 ) - - - - - - - - - - 

女 性 ( 6 0 代 ) 1 100.0 - - - - - 100.0 - - 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 3 100.0 33.3 - - - - 33.3 - - 

女 性 小 計 9 88.9 22.2 11.1 - 11.1 - 55.6 - 11.1 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 - - - - - - - - - - 

家族従業(家業手伝い) 1 100.0 100.0 100.0 - - - - - - 

勤 め ( フ ル タイ ム ) 10 ▼60.0 30.0 20.0 20.0 10.0 - 60.0 10.0 30.0 

勤め (パートタイム ) 1 100.0 - - - - - 100.0 - - 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 3 100.0 33.3 33.3 - 33.3 - 33.3 33.3 - 

学 生 - - - - - - - - - - 

そ の 他 の 無 職 3 100.0 33.3 - - - - - - - 

そ の 他 - - - - - - - - - - 

無 回 答 2 100.0 50.0 50.0 - 50.0 - 100.0 - - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 1 100.0 - - - - - - - - 

6 5 歳 以 上 の 方 5 100.0 60.0 40.0 - 40.0 - 60.0 20.0 - 

病気などで寝たきりの方 - - - - - - - - - - 

身 体 の 不 自 由 な 方 1 100.0 - - - - - 100.0 - - 

い ず れ も い な い 12 66.7 33.3 25.0 16.7 8.3 - 41.7 8.3 25.0 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 8 87.5 37.5 25.0 12.5 12.5 - 37.5 25.0 12.5 

マンション・アパート 12 75.0 33.3 25.0 8.3 16.7 - 58.3 - 16.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

- - - - - - - - - - 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  8 87.5 50.0 25.0 - 25.0 - △87.5 12.5 - 

火災など、災害で１１９番通報  - - - - - - - - - - 

仕事で消防署に行ったことがある  2 50.0 50.0 50.0 - - - - - 50.0 

そ の 他 2 100.0 - - - - - 50.0 - 50.0 

全 体 20 80.0 35.0 25.0 10.0 15.0 - 50.0 10.0 15.0 
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（4）自主防災に関すること 

Ｑ８－１最近１年間で参加したことのある防火防災訓練や東京消防庁主催のイベント 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

 

 

 

ｎ 

 

消
火
訓
練 

 

応
急
救
護
訓
練
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
） 

 

避
難
訓
練 

 

救
出
・
救
助
訓
練 

 

水
災
に
関
す
る
訓
練 

 

地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を

守
る
訓
練
（
起
震
車
で

の
地
震
体
験
な
ど) 

Ｖ
Ｒ
防
災
体
験
車
に
よ

る
災
害
疑
似
体
験 

 

防
災
講
演
会
、
座
談
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど 

 

そ
の
他 

 

ど
れ
も
体
験
・
参
加
し

た
こ
と
が
な
い 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 36 13.9 11.1 16.7 2.8 - 5.6 - - - 72.2 

山 手 地 域 86 14.0 10.5 19.8 1.2 - 4.7 - 3.5 2.3 66.3 

下 町 地 域 127 18.9 9.4 28.3 1.6 ▲3.1 5.5 3.9 3.9 1.6 ▼54.3 

東 部 地 域 182 17.6 13.2 22.5 0.5 0.5 6.0 1.6 2.7 1.1 64.3 

西 部 地 域 311 14.1 10.9 ▼18.6 1.0 1.0 6.4 1.0 2.6 1.6 64.3 

南 部 地 域 133 14.3 16.5 24.8 - 1.5 4.5 0.8 1.5 2.3 60.9 

北 部 地 域 91 18.7 6.6 20.9 - - 5.5 - 1.1 1.1 67.0 

西 多 摩 地 域 38 23.7 18.4 28.9 - 2.6 10.5 5.3 - - 60.5 

南 多 摩 地 域 151 17.9 ▲17.9 25.8 1.3 - ▲10.6 3.3 2.6 1.3 58.3 

北 多 摩 西 部 地 域 71 18.3 15.5 25.4 - 1.4 5.6 1.4 2.8 2.8 57.7 

北 多 摩 北 部 地 域 88 14.8 11.4 23.9 1.1 1.1 4.5 2.3 2.3 1.1 67.0 

北 多 摩 南 部 地 域 104 ▼8.7 9.6 27.9 - 1.9 8.7 3.8 3.8 1.9 63.5 

無 回 答 - - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 105 12.4 12.4 21.0 ▲2.9 1.9 6.7 3.8 1.9 - 66.7 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 11.7 10.7 25.2 - - 4.9 1.0 2.9 - 64.1 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 21.7 8.7 22.8 - 2.2 9.8 4.3 4.3 - 53.3 

男 性 ( 5 0 代 ) 109 ▲22.9 10.1 29.4 1.8 - ▲11.0 1.8 0.9 - 56.0 

男 性 ( 6 0 代 ) 107 22.4 15.9 15.9 - 0.9 7.5 2.8 2.8 2.8 63.6 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 67 △28.4 16.4 20.9 △4.5 △4.5 11.9 4.5 6.0 △6.0 59.7 

男 性 小 計 583 △19.4 12.2 22.6 ▲1.4 1.4 ▲8.4 ▲2.9 2.9 1.2 60.7 

女性(10 代・20 代) 178 11.8 14.0 27.5 - 1.1 ▼2.2 1.1 1.7 - 62.4 

女 性 ( 3 0 代 ) 161 ▽7.5 10.6 20.5 - - 3.7 - 1.9 3.1 64.6 

女 性 ( 4 0 代 ) 141 12.8 17.0 22.0 0.7 0.7 9.2 1.4 1.4 2.8 63.1 

女 性 ( 5 0 代 ) 147 13.6 10.2 ▲30.6 0.7 0.7 3.4 2.0 3.4 1.4 62.6 

女 性 ( 6 0 代 ) 117 14.5 12.8 18.8 - 1.7 5.1 0.9 2.6 1.7 68.4 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 91 ▲25.3 9.9 17.6 1.1 1.1 9.9 1.1 3.3 2.2 63.7 

女 性 小 計 835 ▽13.3 12.6 23.5 ▼0.4 0.8 ▼5.1 ▼1.1 2.3 1.8 64.0 

無 回 答 - - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 122 18.9 9.0 17.2 0.8 0.8 7.4 1.6 3.3 2.5 67.2 

家族従業(家業手伝い) 22 22.7 - 13.6 - 4.5 13.6 - - 4.5 68.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 645 15.3 ▲14.4 △30.9 0.3 ▼0.5 6.5 2.0 2.5 ▽0.6 ▽55.2 

勤め (パートタイム ) 186 13.4 ▼7.0 18.3 - 1.1 3.8 1.6 2.2 2.2 △72.0 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 225 14.2 11.1 ▽14.2 0.9 0.9 7.1 0.9 3.6 △3.6 △70.7 

学 生 69 11.6 △23.2 18.8 △4.3 △4.3 5.8 2.9 2.9 - 62.3 

そ の 他 の 無 職 88 17.0 9.1 ▼12.5 1.1 1.1 2.3 2.3 1.1 1.1 ▲75.0 

そ の 他 28 21.4 21.4 25.0 △7.1 3.6 △21.4 ▲7.1 3.6 3.6 53.6 

無 回 答 33 △33.3 12.1 24.2 - 3.0 9.1 - - - 54.5 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 199 16.6 11.6 25.6 0.5 - 7.5 1.5 2.5 1.5 57.3 

6 5 歳 以 上 の 方 427 ▲19.0 12.4 22.2 0.9 0.9 7.5 2.8 3.5 ▲2.8 65.1 

病気などで寝たきりの方 17 17.6 17.6 23.5 ▲5.9 - 17.6 5.9 - 5.9 70.6 

身 体 の 不 自 由 な 方 64 ▲25.0 △23.4 21.9 1.6 1.6 3.1 3.1 4.7 1.6 60.9 

い ず れ も い な い 737 ▽12.5 12.3 22.8 0.7 1.4 5.7 1.2 1.9 1.1 63.5 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 663 15.4 14.0 21.0 0.9 ▲1.7 7.8 2.1 2.4 2.0 64.3 

マンション・アパート 699 15.2 ▼10.4 24.6 0.6 ▼0.4 ▼5.2 1.6 2.6 1.3 62.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 15.6 15.6 28.1 - - 3.1 3.1 6.3 - ▼43.8 

無 回 答 24 △45.8 20.8 33.3 4.2 4.2 12.5 - - - ▼41.7 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  703 16.8 ▲14.4 23.8 1.1 1.1 7.5 ▲2.6 2.4 2.0 ▼60.0 

火災など、災害で１１９番通報  52 △34.6 13.5 ▲34.6 1.9 1.9 7.7 - 5.8 1.9 55.8 

仕事で消防署に行ったことがある  209 △26.8 ▲17.7 ▲28.7 ▲1.9 1.9 ▲10.0 ▲3.8 △5.7 2.9 ▽50.7 

そ の 他 130 18.5 ▲18.5 26.9 - 0.8 5.4 0.8 4.6 ▲3.8 56.2 

全 体 1418 15.8  12.4  23.1  0.8  1.1  6.5  1.8  2.5  1.6  62.6  
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Ｑ８－２防火防災訓練やイベントに参加したことがない理由 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 

 

 

 

ｎ 

 

過
去
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
訓
練
と
同
じ
よ

う
な
内
容
だ
か
ら 

 

一
緒
に
参
加
す
る
人
が

い
な
い
か
ら 

 

訓
練
に
関
心
が
な
い
か

ら 

 

休
養
し
た
い
か
ら 

 

訓
練
の
時
間
帯
が
合
わ

な
い
か
ら 

 

訓
練
の
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
か
ら 

 

そ
の
他 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 26 11.5 3.8 7.7 - 11.5 50.0 11.5 3.8 

山 手 地 域 57 10.5 3.5 8.8 1.8 22.8 43.9 8.8 - 

下 町 地 域 69 5.8 2.9 7.2 4.3 24.6 40.6 ▲14.5 - 

東 部 地 域 117 11.1 3.4 5.1 ▲6.0 15.4 51.3 5.1 2.6 

西 部 地 域 200 ▼5.5 4.5 3.5 1.5 19.0 ▲57.5 6.5 2.0 

南 部 地 域 81 12.3 4.9 ▲9.9 3.7 22.2 ▼39.5 7.4 - 

北 部 地 域 61 13.1 3.3 1.6 - 23.0 50.8 6.6 1.6 

西 多 摩 地 域 23 21.7 8.7 - - 13.0 56.5 - - 

南 多 摩 地 域 88 11.4 3.4 3.4 4.5 20.5 47.7 9.1 - 

北 多 摩 西 部 地 域 41 ▲19.5 7.3 7.3 - 17.1 41.5 7.3 - 

北 多 摩 北 部 地 域 59 11.9 3.4 1.7 3.4 10.2 55.9 13.6 - 

北 多 摩 南 部 地 域 66 7.6 4.5 6.1 3.0 16.7 60.6 1.5 - 

無 回 答 - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性 ( 1 0 代・2 0 代 ) 70 8.6 1.4 △12.9 1.4 17.1 54.3 4.3 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 66 4.5 - 7.6 6.1 16.7 57.6 7.6 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 49 4.1 4.1 - 4.1 28.6 51.0 8.2 - 

男 性 ( 5 0 代 ) 61 13.1 4.9 9.8 6.6 19.7 41.0 3.3 1.6 

男 性 ( 6 0 代 ) 68 △20.6 5.9 2.9 - 14.7 44.1 8.8 2.9 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 40 △22.5 10.0 7.5 - 12.5 37.5 7.5 2.5 

男 性 小 計 354 11.9 4.0 ▲7.1 3.1 18.1 48.3 6.5 1.1 

女性 ( 1 0 代・2 0 代 ) 111 9.0 0.9 ▲9.0 3.6 19.8 53.2 3.6 0.9 

女 性 ( 3 0 代 ) 104 ▼3.8 5.8 3.8 1.9 ▼11.5 △64.4 6.7 1.9 

女 性 ( 4 0 代 ) 89 11.2 2.2 3.4 2.2 25.8 48.3 6.7 - 

女 性 ( 5 0 代 ) 92 12.0 5.4 1.1 2.2 17.4 53.3 7.6 1.1 

女 性 ( 6 0 代 ) 80 7.5 ▲8.8 2.5 3.8 22.5 ▼40.0 △15.0 - 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 58 12.1 3.4 - 1.7 19.0 48.3 13.8 1.7 

女 性 小 計 534 9.0 4.3 ▼3.7 2.6 19.1 52.1 8.2 0.9 

無 回 答 - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 82 9.8 1.2 4.9 2.4 24.4 51.2 3.7 2.4 

家族従業 (家業手伝い ) 15 6.7 - - - △46.7 40.0 - ▲6.7 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 356 8.4 ▼2.5 5.9 ▲4.5 20.2 52.2 5.9 0.3 

勤め ( パートタイム ) 134 11.9 ▲7.5 ▼1.5 2.2 17.2 55.2 3.7 0.7 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 159 11.3 6.3 ▼1.9 2.5 15.1 49.1 △12.6 1.3 

学 生 43 11.6 - △18.6 - 23.3 39.5 4.7 2.3 

そ の 他 の 無 職 66 15.2 7.6 6.1 - 10.6 45.5 ▲15.2 - 

そ の 他 15 - - 13.3 - - 73.3 13.3 - 

無 回 答 18 11.1 11.1 5.6 - 16.7 27.8 ▲22.2 5.6 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 114 ▼3.5 3.5 2.6 5.3 14.0 58.8 9.6 2.6 

6 5 歳 以 上 の 方 278 ▲13.3 4.7 3.2 1.8 18.3 49.6 9.0 ▼0.0 

病気などで寝たきりの方 12 - 8.3 - - 16.7 66.7 8.3 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 39 2.6 5.1 5.1 5.1 17.9 48.7 12.8 2.6 

い ず れ も い な い 468 10.3 3.4 ▲6.6 2.8 20.3 50.0 ▼5.6 1.1 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 426 10.3 4.5 4.5 2.8 19.0 50.9 7.5 0.5 

マンション・アパート 438 10.3 3.2 5.7 3.0 18.3 51.1 6.8 1.6 

社宅・公務員住宅・寮・寄
宿 舎 な ど 

14 7.1 14.3 - - 28.6 42.9 7.1 - 

無 回 答 10 - ▲20.0 10.0 - 10.0 20.0 △40.0 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 422 11.4 △6.6 ▽2.8 2.8 21.1 ▼46.2 7.8 1.2 

火災など、災害で１１９番通報 29 17.2 3.4 6.9 - 27.6 34.5 10.3 - 

仕事で消防署に行ったことがある 106 15.1 1.9 5.7 1.9 24.5 ▼40.6 9.4 0.9 

そ の 他 73 16.4 1.4 9.6 1.4 23.3 ▽35.6 12.3 - 

全 体 888 10.1  4.2  5.1  2.8  18.7  50.6  7.5  1.0  
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（5）消防団に関すること 

Ｑ９－１消防団の認知度  

   １ 2 3 4 

 

 

 

ｎ 

 

知
っ
て
い
る 

 

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る 

 

知
ら
な
い 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 35.1 29.7 35.1 - 

山 手 地 域 89 33.7 21.3 ▲38.2 △6.7 

下 町 地 域 129 37.2 26.4 31.0 ▲5.4 

東 部 地 域 188 40.4 23.9 33.5 2.1 

西 部 地 域 315 36.2 ▲33.3 28.9 1.6 

南 部 地 域 135 ▲48.9 27.4 22.2 1.5 

北 部 地 域 94 ▼30.9 33.0 31.9 4.3 

西 多 摩 地 域 38 ▲60.5 21.1 18.4 - 

南 多 摩 地 域 154 44.2 27.9 25.3 2.6 

北 多 摩 西 部 地 域 73 49.3 21.9 27.4 1.4 

北 多 摩 北 部 地 域 89 38.2 32.6 28.1 1.1 

北 多 摩 南 部 地 域 107 48.6 29.0 21.5 0.9 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 107 31.8 34.6 33.6 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 35.0 28.2 35.9 1.0 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 50.0 25.0 23.9 1.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 43.6 33.6 21.8 0.9 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 45.0 22.9 28.4 3.7 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 50.7 20.5 23.3 5.5 

男 性 小 計 594 42.1 27.9 28.1 1.9 

女性(10 代・20 代) 178 ▽29.2 ▲35.4 34.3 1.1 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▼32.5 28.8 ▲36.8 1.8 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 41.4 33.1 22.8 2.8 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 ▲48.4 27.5 ▼20.9 3.3 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 47.1 20.7 28.9 3.3 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 45.7 ▼19.1 28.7 △6.4 

女 性 小 計 854 39.7 28.5 29.0 2.8 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 ▲50.4 25.6 21.6 2.4 

家族従業(家業手伝い) 24 50.0 29.2 16.7 4.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 ▽37.0 30.4 30.8 1.8 

勤め (パートタイム ) 189 40.7 26.5 30.7 2.1 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 44.3 27.8 24.8 3.0 

学 生 69 33.3 33.3 31.9 1.4 

そ の 他 の 無 職 94 39.4 ▼19.1 ▲38.3 3.2 

そ の 他 28 35.7 39.3 21.4 3.6 

無 回 答 37 △64.9 16.2 ▼10.8 ▲8.1 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 40.8 32.3 24.4 2.5 

6 5 歳 以 上 の 方 442 △50.7 ▽23.5 ▽23.1 2.7 

病気などで寝たきりの方 19 57.9 21.1 21.1 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 47.0 21.2 30.3 1.5 

い ず れ も い な い 744 ▽35.2 30.0 △33.2 ▼1.6 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 △47.7 28.0 ▽22.0 2.2 

マンション・アパート 708 ▽34.2 28.4 △35.3 2.1 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 25.0 34.4 34.4 6.3 

無 回 答 27 51.9 22.2 14.8 △11.1 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  721 △46.2 26.9 ▽24.5 2.4 

火災など、災害で１１９番通報  55 43.6 29.1 25.5 1.8 

仕事で消防署に行ったことがある  215 △49.3 26.5 23.3 0.9 

そ の 他 132 46.2 27.3 23.5 3.0 

全 体 1448 40.7  28.2  28.7  2.4  

 



- 80 - 

 

 

Ｑ９－２消防団への入団意思 

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

入
団
し
た
い 

 

条
件
が
合
え
ば
入
団
し

て
も
よ
い 

 

入
団
し
た
い
と
思
わ
な

い 

 

わ
か
ら
な
い 

 

す
で
に
入
団
し
て
い

る
、
又
は
、
入
団
し
て

い
た
こ
と
が
あ
る 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 24 - 4.2 62.5 29.2 4.2 - 

山 手 地 域 49 - ▲20.4 57.1 18.4 - 4.1 

下 町 地 域 82 - 8.5 67.1 17.1 2.4 4.9 

東 部 地 域 121 0.8 13.2 ▼52.1 ▲29.8 1.7 2.5 

西 部 地 域 219 0.5 12.8 56.6 26.5 2.3 1.4 

南 部 地 域 103 - 7.8 69.9 16.5 2.9 2.9 

北 部 地 域 60 - 5.0 68.3 25.0 - 1.7 

西 多 摩 地 域 31 - ▼0.0 74.2 25.8 - - 

南 多 摩 地 域 111 - 15.3 58.6 18.9 0.9 △6.3 

北 多 摩 西 部 地 域 52 - 9.6 69.2 19.2 - 1.9 

北 多 摩 北 部 地 域 63 - 7.9 73.0 17.5 - 1.6 

北 多 摩 南 部 地 域 83 - 13.3 60.2 24.1 2.4 - 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 71 ▲1.4 16.9 52.1 28.2 1.4 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 65 ▲1.5 △32.3 52.3 13.8 - - 

男 性 ( 4 0 代 ) 69 - 8.7 62.3 27.5 1.4 - 

男 性 ( 5 0 代 ) 85 - 9.4 71.8 ▼12.9 3.5 2.4 

男 性 ( 6 0 代 ) 74 - 8.1 67.6 17.6 4.1 2.7 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 52 - 9.6 61.5 13.5 △9.6 5.8 

男 性 小 計 416 0.5 ▲13.9 61.8 ▼19.0 △3.1 1.7 

女性(10 代・20 代) 115 - 11.3 63.5 23.5 - 1.7 

女 性 ( 3 0 代 ) 100 - 11.0 57.0 ▲31.0 1.0 - 

女 性 ( 4 0 代 ) 108 - 11.1 63.0 25.9 - - 

女 性 ( 5 0 代 ) 116 - 11.2 59.5 25.9 - 3.4 

女 性 ( 6 0 代 ) 82 - ▼3.7 70.7 23.2 - 2.4 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 61 - ▼1.6 59.0 19.7 3.3 △16.4 

女 性 小 計 582 - ▼9.1 62.0 ▲25.3 ▽0.5 3.1 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 95 - 9.5 66.3 16.8 ▲4.2 3.2 

家族従業(家業手伝い) 19 - 15.8 57.9 26.3 - - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 439 - △16.2 60.4 21.6 1.1 ▽0.7 

勤め (パートタイム ) 127 - ▽3.9 66.1 27.6 - 2.4 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 166 - ▼5.4 62.7 25.3 2.4 4.2 

学 生 46 - 13.0 65.2 21.7 - - 

そ の 他 の 無 職 55 △1.8 5.5 67.3 21.8 1.8 1.8 

そ の 他 21 - 14.3 47.6 19.0 △9.5 ▲9.5 

無 回 答 30 △3.3 6.7 46.7 23.3 - △20.0 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 147 0.7 ▲16.3 60.5 21.8 0.7 ▼0.0 

6 5 歳 以 上 の 方 328 0.3 12.2 62.2 19.8 ▲3.0 2.4 

病気などで寝たきりの方 15 - 20.0 40.0 13.3 △20.0 6.7 

身 体 の 不 自 由 な 方 45 △2.2 8.9 64.4 22.2 - 2.2 

い ず れ も い な い 485 - 9.5 62.3 ▲25.4 1.0 1.9 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 516 - 11.8 61.8 22.1 1.6 2.7 

マンション・アパート 443 0.5 10.6 62.8 23.5 1.4 ▼1.4 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

19 - 10.5 57.9 26.3 5.3 - 

無 回 答 20 - 5.0 50.0 15.0 5.0 △25.0 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  527 - 11.2 60.0 23.5 △2.8 2.5 

火災など、災害で１１９番通報  40 - 12.5 62.5 10.0 △12.5 2.5 

仕事で消防署に行ったことがある  163 - 14.7 57.1 20.9 △4.3 3.1 

そ の 他 97 - 12.4 61.9 24.7 - 1.0 

全 体 998 0.2  11.1  61.9  22.6  1.6  2.5  

 



- 81 - 

 

Ｑ９－３消防団に入団したくない理由 

   １ 2 3 4 5 

 

 

 

ｎ 

 

関
心
が
な
い
か
ら 

 

活
動
内
容
を
知
っ
て
い

る
が
、
自
分
が
や
り
た
く

な
い
か
ら 

 

消
防
団
に
つ
い
て
よ
く

知
ら
な
い
か
ら 

 

活
動
す
る
時
間
が
な
い

か
ら 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 14 7.1 21.4 28.6 57.1 21.4 

山 手 地 域 28 3.6 14.3 21.4 60.7 21.4 

下 町 地 域 55 7.3 10.9 16.4 65.5 21.8 

東 部 地 域 62 12.9 19.4 19.4 56.5 22.6 

西 部 地 域 124 8.1 11.3 ▲24.2 ▲70.2 ▽12.9 

南 部 地 域 72 8.3 12.5 16.7 54.2 26.4 

北 部 地 域 41 14.6 9.8 19.5 ▲78.0 ▼9.8 

西 多 摩 地 域 23 13.0 8.7 ▼0.0 43.5 34.8 

南 多 摩 地 域 65 9.2 10.8 ▼7.7 56.9 27.7 

北 多 摩 西 部 地 域 36 5.6 ▲25.0 13.9 47.2 30.6 

北 多 摩 北 部 地 域 44 4.5 11.4 15.9 50.0 △43.2 

北 多 摩 南 部 地 域 50 16.0 16.0 24.0 64.0 18.0 

無 回 答 - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 36 △36.1 22.2 25.0 55.6 ▼5.6 

男 性 ( 3 0 代 ) 34 11.8 14.7 20.6 67.6 14.7 

男 性 ( 4 0 代 ) 43 9.3 7.0 14.0 74.4 20.9 

男 性 ( 5 0 代 ) 61 4.9 13.1 ▼8.2 ▲75.4 ▼11.5 

男 性 ( 6 0 代 ) 49 2.0 20.4 14.3 55.1 28.6 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 31 3.2 6.5 19.4 ▽32.3 △48.4 

男 性 小 計 254 10.2 14.2 15.7 62.2 20.5 

女性(10 代・20 代) 73 △21.9 ▲21.9 △31.5 58.9 ▽4.1 

女 性 ( 3 0 代 ) 57 7.0 12.3 22.8 ▲75.4 ▼12.3 

女 性 ( 4 0 代 ) 68 5.9 13.2 19.1 △75.0 ▽10.3 

女 性 ( 5 0 代 ) 68 5.9 5.9 17.6 66.2 27.9 

女 性 ( 6 0 代 ) 58 3.4 13.8 12.1 ▽41.4 △43.1 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 36 2.8 8.3 ▼5.6 ▽22.2 △72.2 

女 性 小 計 360 8.6 13.1 19.4 59.4 24.2 

無 回 答 - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 63 6.3 12.7 11.1 65.1 17.5 

家族従業(家業手伝い) 11 9.1 18.2 - 63.6 18.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 264 ▲12.5 12.9 ▲22.3 △69.7 ▽13.6 

勤め (パートタイム ) 84 7.1 16.7 15.5 65.5 23.8 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 103 4.9 9.7 16.5 ▽41.7 △41.7 

学 生 29 10.3 20.7 20.7 69.0 ▼3.4 

そ の 他 の 無 職 36 5.6 19.4 16.7 ▽22.2 △44.4 

そ の 他 10 20.0 20.0 10.0 70.0 30.0 

無 回 答 14 7.1 - 7.1 50.0 ▲50.0 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 89 5.6 10.1 21.3 69.7 16.9 

6 5 歳 以 上 の 方 202 6.4 10.4 ▽11.4 ▽47.5 △37.6 

病気などで寝たきりの方 6 - 33.3 33.3 33.3 50.0 

身 体 の 不 自 由 な 方 29 6.9 20.7 ▼3.4 58.6 27.6 

い ず れ も い な い 301 ▲12.0 ▲16.6 20.9 △65.8 ▽14.6 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 316 7.3 13.0 ▼14.2 57.3 △26.9 

マンション・アパート 277 ▲11.9 15.2 ▲22.0 63.5 ▼18.1 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

11 - - 27.3 81.8 9.1 

無 回 答 10 10.0 - 10.0 60.0 30.0 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  313 7.7 13.4 ▽12.8 59.7 ▲26.2 

火災など、災害で１１９番通報  24 16.7 8.3 16.7 54.2 33.3 

仕事で消防署に行ったことがある  91 ▼2.2 14.3 ▼8.8 67.0 24.2 

そ の 他 60 10.0 11.7 23.3 65.0 26.7 

全 体 614 9.3  13.5  17.9  60.6  22.6  

  



- 82 - 

 

 

Ｑ１０消防団員の待遇について知っていること 

   １ 2 3 4 5 6 7 

 

 

 

ｎ 

 

年
額
報
酬
が
支
払
わ
れ

る 

 

災
害
や
警
戒
で
出
場
し

た
場
合
は
、
手
当
が
支

払
わ
れ
る 

 

功
労
に
応
じ
て
表
彰
制

度
が
あ
る 

 

消
防
団
活
動
で
け
が
な

ど
し
た
場
合
は
、
補
償

制
度
が
あ
る 

 

消
防
団
の
活
動
服
や
制

服
が
支
給
さ
れ
る 

 

特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
あ
る 

 

全
て
知
ら
な
い 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 24 8.3 12.5 20.8 16.7 37.5 8.3 62.5 

山 手 地 域 46 10.9 13.0 13.0 10.9 30.4 4.3 63.0 

下 町 地 域 81 △19.8 13.6 24.7 14.8 30.9 11.1 ▼49.4 

東 部 地 域 118 8.5 9.3 24.6 11.9 29.7 8.5 55.9 

西 部 地 域 212 11.3 11.8 19.3 9.0 25.0 10.4 62.7 

南 部 地 域 101 5.9 5.9 16.8 7.9 21.8 7.9 67.3 

北 部 地 域 57 5.3 12.3 ▼8.8 5.3 17.5 ▼0.0 ▲75.4 

西 多 摩 地 域 31 △25.8 12.9 32.3 ▲22.6 35.5 12.9 61.3 

南 多 摩 地 域 106 10.4 14.2 18.9 14.2 25.5 11.3 57.5 

北 多 摩 西 部 地 域 49 18.4 ▲20.4 16.3 10.2 32.7 10.2 ▽38.8 

北 多 摩 北 部 地 域 62 6.5 4.8 16.1 11.3 22.6 4.8 66.1 

北 多 摩 南 部 地 域 81 11.1 12.3 13.6 6.2 25.9 9.9 61.7 

無 回 答 - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 71 9.9 5.6 ▼9.9 4.2 ▼15.5 11.3 △76.1 

男 性 ( 3 0 代 ) 64 10.9 9.4 ▽6.3 9.4 ▼15.6 4.7 71.9 

男 性 ( 4 0 代 ) 68 11.8 11.8 16.2 8.8 20.6 13.2 61.8 

男 性 ( 5 0 代 ) 84 10.7 16.7 15.5 9.5 21.4 8.3 63.1 

男 性 ( 6 0 代 ) 71 △22.5 △28.2 23.9 △22.5 ▲36.6 8.5 52.1 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 49 △28.6 △30.6 △40.8 ▲20.4 △46.9 △26.5 ▽32.7 

男 性 小 計 407 △15.0 △16.5 17.7 12.0 25.1 ▲11.3 60.9 

女性(10 代・20 代) 112 6.3 8.0 ▽8.9 8.9 21.4 8.9 68.8 

女 性 ( 3 0 代 ) 97 5.2 ▼4.1 12.4 ▼3.1 21.6 4.1 ▲71.1 

女 性 ( 4 0 代 ) 106 5.7 ▼4.7 21.7 7.5 27.4 4.7 59.4 

女 性 ( 5 0 代 ) 112 9.8 11.6 25.0 9.8 27.7 5.4 57.1 

女 性 ( 6 0 代 ) 79 12.7 8.9 20.3 16.5 34.2 8.9 54.4 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 55 12.7 10.9 △38.2 18.2 △41.8 12.7 ▽36.4 

女 性 小 計 561 ▽8.2 ▽7.8 19.6 9.8 27.6 ▼7.0 59.9 

無 回 答 - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 92 15.2 △21.7 ▲27.2 15.2 ▲35.9 8.7 53.3 

家族従業(家業手伝い) 19 21.1 ▲26.3 21.1 10.5 31.6 15.8 57.9 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 430 9.5 ▼8.8 ▽14.9 ▽7.7 ▽20.5 8.1 △66.3 

勤め (パートタイム ) 125 6.4 6.4 13.6 7.2 24.8 ▽2.4 64.8 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 155 11.6 12.3 △27.1 14.8 31.0 10.3 54.2 

学 生 46 4.3 4.3 13.0 13.0 26.1 15.2 63.0 

そ の 他 の 無 職 54 ▲20.4 ▲22.2 22.2 18.5 35.2 11.1 ▼46.3 

そ の 他 21 19.0 19.0 23.8 23.8 38.1 9.5 52.4 

無 回 答 26 19.2 11.5 26.9 7.7 ▲46.2 19.2 ▽34.6 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 143 9.8 9.8 ▽10.5 ▼5.6 21.7 6.3 △70.6 

6 5 歳 以 上 の 方 315 △16.8 △15.6 △27.9 △17.1 △32.4 △13.0 ▽50.8 

病気などで寝たきりの方 14 14.3 14.3 28.6 21.4 21.4 21.4 57.1 

身 体 の 不 自 由 な 方 42 11.9 4.8 14.3 11.9 23.8 7.1 66.7 

い ず れ も い な い 475 ▽7.8 9.7 ▽14.5 ▼8.2 ▼23.2 ▽6.3 △65.5 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 501 12.6 13.4 19.6 11.8 28.9 9.6 58.3 

マンション・アパート 430 9.1 9.8 17.0 10.0 ▼23.3 7.7 63.5 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

19 10.5 5.3 26.3 - 21.1 5.3 68.4 

そ の 他 18 16.7 5.6 33.3 11.1 44.4 16.7 ▼33.3 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  512 ▲13.3 △15.0 △23.6 ▲13.1 29.1 9.8 ▽56.1 

火災など、災害で１１９番通報  39 ▲23.1 △25.6 ▲33.3 17.9 38.5 ▲17.9 ▼41.0 

仕事で消防署に行ったことがある  160 ▲16.9 △20.6 ▲24.4 △18.8 30.6 ▲13.8 57.5 

そ の 他 95 ▼4.2 6.3 17.9 10.5 27.4 4.2 65.3 

全 体 968 11.1  11.5  18.8  10.7  26.5  8.8  60.3  



- 83 - 

 

 

Ｑ１１消防団の活動で魅力を感じること (１/2) 

   １ 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

 

 

ｎ 

 

地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る 

 

自
分
の
住
む
地
域
又
は

働
く
地
域
と
の
結
び
つ

き
を
強
め
ら
れ
る 

 

女
性
が
活
躍
で
き
る
場

が
あ
る 

 

制
服
を
着
て
活
動
が
で

き
る 

 

防
火
服
を
着
て
火
災
現

場
で
消
火
活
動
が
で
き

る 

 

応
急
手
当
の
知
識
や
救

助
技
術
が
身
に
つ
く 

 

無
線
や
船
舶
の
資
格
を

取
得
で
き
る
機
会
が
あ

る 

 
年
額
報
酬
や
出
場
手
当

が
支
払
わ
れ
る 

 

功
労
に
応
じ
て
表
彰
制

度
が
あ
る 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 21 85.7 38.1 - - 4.8 57.1 19.0 19.0 4.8 

山 手 地 域 47 87.2 44.7 8.5 - 6.4 48.9 6.4 14.9 2.1 

下 町 地 域 74 71.6 33.8 8.1 4.1 4.1 58.1 9.5 18.9 ▲12.2 

東 部 地 域 106 73.6 42.5 9.4 1.9 5.7 52.8 ▲16.0 20.8 9.4 

西 部 地 域 213 74.6 40.8 11.7 3.8 3.3 50.7 9.9 16.0 7.0 

南 部 地 域 95 76.8 45.3 4.2 5.3 4.2 ▲61.1 9.5 25.3 6.3 

北 部 地 域 58 77.6 36.2 12.1 - 5.2 48.3 ▼1.7 10.3 3.4 

西 多 摩 地 域 31 74.2 41.9 16.1 3.2 6.5 41.9 3.2 19.4 6.5 

南 多 摩 地 域 101 84.2 35.6 9.9 - ▼0.0 44.6 5.0 18.8 5.0 

北 多 摩 西 部 地 域 49 75.5 46.9 4.1 - 2.0 51.0 10.2 12.2 10.2 

北 多 摩 北 部 地 域 61 73.8 32.8 9.8 4.9 3.3 47.5 13.1 19.7 3.3 

北 多 摩 南 部 地 域 79 79.7 45.6 6.3 2.5 2.5 50.6 7.6 20.3 5.1 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 70 68.6 ▼27.1 5.7 2.9 5.7 45.7 14.3 ▲28.6 10.0 

男 性 ( 3 0 代 ) 63 74.6 42.9 ▽0.0 - 6.3 41.3 14.3 ▲28.6 ▲12.7 

男 性 ( 4 0 代 ) 65 76.9 41.5 ▽0.0 1.5 - 50.8 ▼1.5 ▼7.7 ▼0.0 

男 性 ( 5 0 代 ) 80 85.0 35.0 5.0 - 2.5 50.0 8.8 17.5 3.8 

男 性 ( 6 0 代 ) 67 79.1 44.8 3.0 - 4.5 ▼37.3 3.0 10.4 4.5 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 46 87.0 △69.6 13.0 △10.9 △10.9 56.5 6.5 15.2 △17.4 

男 性 小 計 391 78.3 41.7 ▽4.1 2.0 4.6 ▼46.5 8.2 18.2 7.4 

女性(10 代・20 代) 109 ▽63.3 ▽26.6 12.8 0.9 6.4 54.1 △19.3 23.9 5.5 

女 性 ( 3 0 代 ) 93 74.2 36.6 8.6 3.2 1.1 53.8 14.0 ▲26.9 5.4 

女 性 ( 4 0 代 ) 107 ▼69.2 43.9 12.1 2.8 0.9 ▲62.6 6.5 19.6 5.6 

女 性 ( 5 0 代 ) 109 ▲86.2 ▲50.5 12.8 1.8 1.8 54.1 9.2 14.7 6.4 

女 性 ( 6 0 代 ) 76 84.2 42.1 13.2 3.9 1.3 50.0 ▼1.3 ▼9.2 5.3 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 50 88.0 36.0 ▲18.0 ▲8.0 8.0 50.0 6.0 8.0 10.0 

女 性 小 計 544 76.1 39.5 △12.5 2.9 2.9 ▲54.8 10.1 18.2 6.1 

無 回 答 - - - - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 89 75.3 46.1 6.7 3.4 2.2 51.7 5.6 15.7 3.4 

家族従業(家業手伝い) 16 81.3 62.5 18.8 6.3 - 62.5 6.3 6.3 ▲18.8 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 418 75.8 38.8 ▼6.9 ▼1.4 2.6 49.8 10.8 20.3 6.9 

勤め (パートタイム ) 121 81.0 36.4 6.6 0.8 2.5 53.7 5.8 14.9 4.1 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 151 78.1 44.4 △15.9 △7.3 5.3 57.0 6.6 19.9 7.9 

学 生 46 71.7 28.3 ▲19.6 - 8.7 54.3 ▲19.6 26.1 8.7 

そ の 他 の 無 職 49 81.6 49.0 6.1 2.0 6.1 46.9 8.2 12.2 8.2 

そ の 他 21 66.7 33.3 4.8 4.8 △14.3 47.6 △28.6 19.0 9.5 

無 回 答 24 83.3 41.7 4.2 - - ▼29.2 - ▼0.0 - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 142 ▼69.0 42.3 7.0 3.5 2.8 52.8 11.3 △26.8 5.6 

6 5 歳 以 上 の 方 297 79.5 △47.8 △13.5 3.4 4.4 52.5 ▼6.1 ▼14.1 8.8 

病気などで寝たきりの方 13 92.3 ▲69.2 7.7 - 7.7 53.8 △30.8 30.8 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 42 81.0 54.8 14.3 7.1 4.8 59.5 14.3 ▲31.0 9.5 

い ず れ も い な い 464 76.9 ▽35.3 ▼6.9 1.7 3.4 50.2 10.1 18.1 ▼5.0 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 488 78.3 40.2 9.6 2.5 3.3 51.8 ▽5.7 ▼15.8 5.1 

マンション・アパート 412 75.0 40.5 8.7 2.9 4.1 51.5 △13.1 20.9 ▲8.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

18 77.8 50.0 - - - 50.0 22.2 33.3 5.6 

無 回 答 17 88.2 35.3 5.9 - 5.9 35.3 5.9 5.9 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  496 78.8 42.5 9.3 2.0 3.6 51.8 ▼7.5 16.1 6.3 

火災など、災害で１１９番通報  37 78.4 ▲56.8 13.5 2.7 8.1 54.1 13.5 21.6 △24.3 

仕事で消防署に行ったことがある  153 76.5 46.4 7.2 2.0 3.9 49.7 9.2 18.3 9.2 

そ の 他 90 72.2 43.3 7.8 2.2 3.3 61.1 12.2 16.7 6.7 

全 体 935 77.0  40.4  9.0  2.6  3.6  51.3  9.3  18.2  6.6  
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Ｑ１１消防団の活動で魅力を感じること (２/2) 

   10 11 12 13 

 

 

 

ｎ 

 

消
防
団
活
動
で
け
が
な

ど
を
し
た
場
合
は
、
補

償
制
度
が
あ
る 

 

学
生
消
防
団
員
に
は
、

就
職
活
動
を
支
援
す
る

制
度
が
あ
る 

 

特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
あ
る 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 21 9.5 14.3 9.5 - 

山 手 地 域 47 4.3 4.3 10.6 - 

下 町 地 域 74 10.8 8.1 10.8 4.1 

東 部 地 域 106 10.4 6.6 17.9 3.8 

西 部 地 域 213 8.9 6.1 8.9 5.6 

南 部 地 域 95 7.4 4.2 ▲18.9 1.1 

北 部 地 域 58 3.4 3.4 8.6 3.4 

西 多 摩 地 域 31 6.5 6.5 12.9 9.7 

南 多 摩 地 域 101 7.9 9.9 9.9 4.0 

北 多 摩 西 部 地 域 49 2.0 2.0 14.3 8.2 

北 多 摩 北 部 地 域 61 4.9 8.2 14.8 ▲9.8 

北 多 摩 南 部 地 域 79 11.4 6.3 13.9 3.8 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 70 5.7 7.1 15.7 5.7 

男 性 ( 3 0 代 ) 63 ▲15.9 3.2 14.3 7.9 

男 性 ( 4 0 代 ) 65 3.1 1.5 6.2 4.6 

男 性 ( 5 0 代 ) 80 10.0 3.8 10.0 6.3 

男 性 ( 6 0 代 ) 67 ▼0.0 3.0 ▽0.0 6.0 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 46 10.9 4.3 13.0 4.3 

男 性 小 計 391 7.4 ▽3.8 ▼9.7 5.9 

女性(10 代・20 代) 109 9.2 ▲11.0 16.5 3.7 

女 性 ( 3 0 代 ) 93 7.5 10.8 12.9 2.2 

女 性 ( 4 0 代 ) 107 10.3 8.4 13.1 2.8 

女 性 ( 5 0 代 ) 109 10.1 5.5 13.8 2.8 

女 性 ( 6 0 代 ) 76 2.6 5.3 14.5 3.9 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 50 8.0 8.0 18.0 8.0 

女 性 小 計 544 8.3 △8.3 ▲14.5 3.5 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 89 3.4 4.5 9.0 5.6 

家族従業(家業手伝い) 16 12.5 △25.0 12.5 - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 418 9.1 4.8 11.2 4.8 

勤め (パートタイム ) 121 5.8 4.1 12.4 3.3 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 151 7.9 ▲10.6 15.2 3.3 

学 生 46 10.9 △17.4 △26.1 2.2 

そ の 他 の 無 職 49 6.1 4.1 14.3 6.1 

そ の 他 21 19.0 4.8 9.5 ▲14.3 

無 回 答 24 - - 4.2 4.2 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 142 10.6 ▲11.3 9.2 3.5 

6 5 歳 以 上 の 方 297 7.1 7.7 ▼8.8 5.1 

病気などで寝たきりの方 13 15.4 15.4 23.1 7.7 

身 体 の 不 自 由 な 方 42 14.3 11.9 19.0 4.8 

い ず れ も い な い 464 7.5 5.2 ▲15.3 4.7 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 488 ▼6.1 7.0 ▽9.6 4.5 

マンション・アパート 412 △10.7 6.1 △16.7 4.6 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

18 - 5.6 5.6 - 

無 回 答 17 - - - 5.9 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  496 6.5 5.8 ▼10.1 5.0 

火災など、災害で１１９番通報  37 13.5 5.4 21.6 5.4 

仕事で消防署に行ったことがある  153 8.5 5.9 9.2 △9.2 

そ の 他 90 7.8 7.8 14.4 7.8 

全 体 935 7.9  6.4  12.5  4.5  
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（6）火災予防に関すること 

Ｑ１２－１住宅用火災警報器の設置状況 

   １ 2 3 4 5 

 

 

 

ｎ 

 

全
て
に
設
置
し
て
い
る 

 

一
部
に
し
か
設
置
し
て

い
な
い 

 

自
動
火
災
報
知
設
備
又
は
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
設
置
し
て
い
な
い 

 

全
く
設
置
し
て
い
な
い 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 37 75.7 16.2 - 8.1 - 

山 手 地 域 89 57.3 24.7 ▲6.7 7.9 3.4 

下 町 地 域 129 66.7 18.6 2.3 9.3 3.1 

東 部 地 域 188 63.8 18.6 3.7 10.6 3.2 

西 部 地 域 315 61.3 △30.5 ▼1.0 5.7 1.6 

南 部 地 域 135 67.4 20.0 4.4 6.7 1.5 

北 部 地 域 94 57.4 25.5 4.3 9.6 3.2 

西 多 摩 地 域 38 ▼44.7 △44.7 - 7.9 2.6 

南 多 摩 地 域 154 58.4 27.9 1.9 7.8 3.9 

北 多 摩 西 部 地 域 73 52.1 30.1 4.1 12.3 1.4 

北 多 摩 北 部 地 域 89 ▲73.0 ▼13.5 2.2 10.1 1.1 

北 多 摩 南 部 地 域 107 70.1 19.6 0.9 5.6 3.7 

無 回 答 - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 107 ▲73.8 16.8 1.9 7.5 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 103 △74.8 16.5 2.9 5.8 - 

男 性 ( 4 0 代 ) 92 66.3 23.9 1.1 7.6 1.1 

男 性 ( 5 0 代 ) 110 70.0 18.2 4.5 6.4 0.9 

男 性 ( 6 0 代 ) 109 54.1 30.3 2.8 10.1 2.8 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 73 ▽43.8 ▲35.6 - 9.6 △11.0 

男 性 小 計 594 64.8 22.9 2.4 7.7 2.2 

女性(10 代・20 代) 178 66.9 19.1 3.9 10.1 ▼0.0 

女 性 ( 3 0 代 ) 163 ▲71.8 ▽14.1 △6.7 5.5 1.8 

女 性 ( 4 0 代 ) 145 △73.8 18.6 ▼0.0 6.2 1.4 

女 性 ( 5 0 代 ) 153 ▽52.3 △34.6 0.7 10.5 2.0 

女 性 ( 6 0 代 ) 121 ▽47.9 30.6 2.5 11.6 △7.4 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 94 ▽44.7 △41.5 2.1 5.3 ▲6.4 

女 性 小 計 854 61.2 24.9 2.8 8.3 2.7 

無 回 答 - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 125 59.2 31.2 2.4 5.6 1.6 

家族従業(家業手伝い) 24 50.0 37.5 - 8.3 4.2 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 652 △69.5 ▽19.3 △3.8 7.2 ▽0.2 

勤め (パートタイム ) 189 59.3 27.5 1.6 11.1 0.5 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 230 ▼57.0 △30.9 0.9 10.0 1.3 

学 生 69 ▲73.9 20.3 1.4 4.3 - 

そ の 他 の 無 職 94 54.3 31.9 1.1 11.7 1.1 

そ の 他 28 75.0 17.9 3.6 3.6 - 

無 回 答 37 ▽8.1 ▼8.1 5.4 5.4 △73.0 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 201 △80.6 ▽12.9 3.0 ▽3.0 0.5 

6 5 歳 以 上 の 方 442 ▽51.8 △36.0 ▼1.1 9.7 1.4 

病気などで寝たきりの方 19 73.7 10.5 - 10.5 5.3 

身 体 の 不 自 由 な 方 66 56.1 ▲34.8 1.5 7.6 - 

い ず れ も い な い 744 △67.1 ▽20.6 3.4 8.7 ▽0.3 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 681 ▽51.8 △34.1 ▽0.3 △12.8 ▽1.0 

マンション・アパート 708 △74.7 ▽16.0 △4.8 ▽3.8 ▽0.7 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

32 78.1 12.5 3.1 6.3 - 

無 回 答 27 ▽3.7 ▽0.0 3.7 3.7 △88.9 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  721 60.9 △27.3 ▽1.4 7.8 2.6 

火災など、災害で１１９番通報  55 65.5 18.2 - 12.7 3.6 

仕事で消防署に行ったことがある  215 67.0 22.3 2.3 6.5 1.9 

そ の 他 132 65.9 28.0 0.8 5.3 - 

全 体 1448 62.7  24.1  2.6  8.1  2.5  
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Ｑ１２－２住宅用火災警報器の作動確認及び本体交換の実施状況 

   １ 2 3 4 5 6 

 

 

 

ｎ 

 

作
動
確
認
を
実
施
し
た 

 

本
体
交
換
を
実
施
し
た 

 

ど
ち
ら
も
実
施
し
た 

 

知
っ
て
い
る
が
実
施
し

て
い
な
い 

 

知
ら
な
か
っ
た 

 

無
回
答 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 34 44.1 5.9 - 14.7 29.4 5.9 

山 手 地 域 73 34.2 9.6 9.6 15.1 31.5 - 

下 町 地 域 110 ▲46.4 8.2 9.1 12.7 ▼21.8 1.8 

東 部 地 域 155 41.3 6.5 4.5 11.6 31.0 ▲5.2 

西 部 地 域 289 33.2 6.9 ▲11.1 13.5 32.9 2.4 

南 部 地 域 118 35.6 7.6 6.8 18.6 29.7 1.7 

北 部 地 域 78 35.9 12.8 6.4 7.7 34.6 2.6 

西 多 摩 地 域 34 32.4 2.9 5.9 △32.4 23.5 2.9 

南 多 摩 地 域 133 36.8 8.3 10.5 10.5 33.8 - 

北 多 摩 西 部 地 域 60 30.0 8.3 5.0 15.0 36.7 5.0 

北 多 摩 北 部 地 域 77 29.9 10.4 11.7 22.1 24.7 1.3 

北 多 摩 南 部 地 域 96 30.2 6.3 4.2 20.8 36.5 2.1 

無 回 答 - - - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 97 34.0 4.1 8.2 11.3 ▲42.3 - 

男 性 ( 3 0 代 ) 94 41.5 5.3 7.4 14.9 29.8 1.1 

男 性 ( 4 0 代 ) 83 31.3 10.8 7.2 19.3 28.9 2.4 

男 性 ( 5 0 代 ) 97 43.3 10.3 7.2 17.5 ▼19.6 2.1 

男 性 ( 6 0 代 ) 92 30.4 6.5 12.0 15.2 30.4 ▲5.4 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 58 32.8 8.6 10.3 ▲25.9 ▽13.8 △8.6 

男 性 小 計 521 35.9 7.5 8.6 16.7 28.4 2.9 

女性(10 代・20 代) 153 34.0 3.9 10.5 11.1 △40.5 ▼0.0 

女 性 ( 3 0 代 ) 140 38.6 5.7 5.0 14.3 36.4 ▼0.0 

女 性 ( 4 0 代 ) 134 36.6 9.0 9.0 11.9 32.1 1.5 

女 性 ( 5 0 代 ) 133 36.8 8.3 7.5 9.8 33.8 3.8 

女 性 ( 6 0 代 ) 95 31.6 △14.7 9.5 17.9 ▼22.1 4.2 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 81 37.0 9.9 2.5 19.8 25.9 4.9 

女 性 小 計 736 35.9 8.0 7.6 13.5 33.0 2.0 

無 回 答 - - - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 113 35.4 7.1 8.8 19.5 26.5 2.7 

家族従業(家業手伝い) 21 19.0 4.8 14.3 9.5 47.6 4.8 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 579 36.8 6.7 8.3 ▽11.7 △35.2 ▼1.2 

勤め (パートタイム ) 164 33.5 ▲12.2 7.3 17.7 27.4 1.8 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 202 35.6 8.9 7.4 15.8 26.7 △5.4 

学 生 65 35.4 6.2 7.7 10.8 38.5 1.5 

そ の 他 の 無 職 81 43.2 7.4 4.9 19.8 22.2 2.5 

そ の 他 26 34.6 3.8 15.4 26.9 15.4 3.8 

無 回 答 6 - 16.7 - ▲50.0 16.7 ▲16.7 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 188 ▲43.6 ▼3.7 4.8 16.0 29.8 2.1 

6 5 歳 以 上 の 方 388 32.0 ▲10.1 7.7 17.5 29.6 3.1 

病気などで寝たきりの方 16 37.5 - - 12.5 37.5 △12.5 

身 体 の 不 自 由 な 方 60 33.3 11.7 ▼0.0 18.3 31.7 5.0 

い ず れ も い な い 652 35.4 7.1 9.2 13.3 33.1 1.8 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 585 ▽29.1 7.4 ▽5.1 △19.1 △36.4 2.9 

マンション・アパート 642 △42.4 7.9 △10.1 ▽11.1 ▽26.6 1.9 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

29 27.6 13.8 ▲20.7 10.3 24.1 3.4 

無 回 答 1 100.0 - - - - - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報  636 35.2 7.7 8.8 △18.2 ▽27.2 2.8 

火災など、災害で１１９番通報  46 41.3 6.5 10.9 19.6 ▼17.4 4.3 

仕事で消防署に行ったことがある  192 33.3 4.7 △14.1 18.8 25.5 3.6 

そ の 他 124 31.5 8.9 8.1 15.3 33.9 2.4 

全 体 1257 35.9  7.8  8.0  14.8  31.1  2.4  
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F９消防と関わった経験 

   １ 2 3 4 

 

 

 

ｎ 

 

救
急
車
を
呼
ぶ
た
め
１

１
９
番
通
報
を
し
た
こ

と
が
あ
る 

 

火
災
な
ど
、
災
害
で
１

１
９
番
通
報
を
し
た
こ

と
が
あ
る 

 

仕
事
で
消
防
署
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
（
届
出
、

申
請
、
相
談
な
ど
） 

 

そ
の
他 

居
住
地
域
別 

都 心 地 域 16 81.3 ▲18.8 18.8 18.8 

山 手 地 域 53 79.2 9.4 24.5 15.1 

下 町 地 域 74 ▼68.9 5.4 25.7 17.6 

東 部 地 域 121 81.0 9.1 19.8 12.4 

西 部 地 域 204 80.4 3.9 22.5 14.7 

南 部 地 域 81 80.2 7.4 25.9 11.1 

北 部 地 域 69 76.8 5.8 23.2 11.6 

西 多 摩 地 域 27 81.5 3.7 29.6 14.8 

南 多 摩 地 域 107 81.3 2.8 22.4 13.1 

北 多 摩 西 部 地 域 49 77.6 6.1 22.4 14.3 

北 多 摩 北 部 地 域 54 74.1 5.6 29.6 20.4 

北 多 摩 南 部 地 域 63 76.2 6.3 22.2 15.9 

無 回 答 - - - - - 

性
別
・
年
齢
別 

男性(10 代・20 代) 52 ▽51.9 3.8 32.7 19.2 

男 性 ( 3 0 代 ) 55 69.1 5.5 △40.0 12.7 

男 性 ( 4 0 代 ) 64 76.6 6.3 28.1 7.8 

男 性 ( 5 0 代 ) 82 72.0 8.5 △36.6 12.2 

男 性 ( 6 0 代 ) 92 84.8 5.4 △35.9 12.0 

男 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 53 77.4 9.4 28.3 17.0 

男 性 小 計 398 ▽73.4 6.5 △33.9 13.1 

女性(10 代・20 代) 69 73.9 5.8 ▽10.1 20.3 

女 性 ( 3 0 代 ) 92 71.7 4.3 18.5 20.7 

女 性 ( 4 0 代 ) 94 86.2 5.3 ▼14.9 17.0 

女 性 ( 5 0 代 ) 113 ▲87.6 6.2 17.7 15.9 

女 性 ( 6 0 代 ) 88 81.8 5.7 20.5 12.5 

女 性 ( 7 0 歳 以 上 ) 64 △93.8 6.3 ▽6.3 ▽3.1 

女 性 小 計 520 △82.5 5.6 ▽15.4 15.4 

無 回 答 - - - - - 

職
業
別 

自 営 業 主 98 75.5 2.0 △35.7 12.2 

家族従業(家業手伝い) 18 77.8 5.6 33.3 - 

勤 め ( フ ル タ イ ム ) 383 ▽72.6 6.5 △28.5 13.6 

勤め (パートタイム ) 126 △87.3 5.6 ▼15.1 16.7 

無 職 の 主 婦 ・ 主 夫 157 △91.7 7.0 ▽10.2 14.6 

学 生 30 ▼63.3 3.3 ▼6.7 △33.3 

そ の 他 の 無 職 65 75.4 6.2 23.1 13.8 

そ の 他 23 78.3 4.3 34.8 21.7 

無 回 答 18 83.3 16.7 27.8 - 

世
帯
構
成
別 

６ 歳 以 下 の 乳 幼 児 117 72.6 6.0 20.5 18.8 

6 5 歳 以 上 の 方 333 ▲82.3 △9.0 20.1 ▼11.1 

病気などで寝たきりの方 17 ▲100.0 11.8 23.5 - 

身 体 の 不 自 由 な 方 55 △94.5 7.3 ▼10.9 9.1 

い ず れ も い な い 435 75.9 ▽3.4 ▲26.7 15.6 

居
住
形
態
別 

一 戸 建 て 476 △82.4 5.0 23.1 ▼12.2 

マンション・アパート 412 ▽73.5 6.3 23.3 ▲17.2 

社宅・公務員住宅・寮・
寄 宿 舎 な ど 

18 83.3 11.1 22.2 16.7 

そ の 他 12 91.7 △25.0 41.7 - 

消
防
と
の

関
わ
り 

救急車を呼ぶため１１９番通報 721 △100.0 5.4 ▽15.4 ▽6.5 

火災など、災害で１１９番通報 55 70.9 △100.0 23.6 7.3 

仕事で消防署に行ったことがある 215 ▽51.6 6.0 △100.0 ▽5.6 

そ の 他 132 ▽35.6 3.0 ▽9.1 △100.0 

全 体 918 78.5  6.0  23.4  14.4  
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[以下 空白] 
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4．資 料  

（1） 調査票 

令和元年 

東京消防庁 

消防に関する世論調査 

調査票 

 

皆様のより安全で安心な暮らしのために、本世論調査の結果を今後の消防行政運

営に反映させていきます。是非、あなたのご意見をお聞かせください。 

 

※ 調査にご協力いただいた方には、後日、謝礼（図書カード５００円分）をお送

りします。 

～ 記入上の注意事項 ～ 

 

１．回答は調査票のあてはまる回答欄に☑又は番号に直接○印をつけてください。 

２．質問によって、１つだけ選択していただくものや、複数選択していただくもの

があります。質問文中の「１つだけ」、「いくつでも」といった説明に沿って回答

してください。 

３．「その他」を選ばれた場合は、（    ）内に具体的な内容をご記入ください。 

４．ご多忙中大変恐縮ですが、９月２４日（火）までにご投函くださいますよう、

お願い申し上げます。 

５．本調査票は、郵送回答の他、インターネット回答も可能です。 

  インターネット回答の場合は、下記アドレスへアクセスしてください。 

◆  パソコンからの回答はこちらから 

（アドレス記載 https://shoubou2019.jp） 

◆  スマートフォンからの回答はこちらから 

（アドレス記載 https://shoubou2019.jp/sp） 

                       

   なお、受付画面に下記のＩＤとパスワードを入力後、回答してください。 

ＩＤ：●●●●●（半角数字で入力） 

パスワード：●●●●●（半角で入力） 

  インターネット回答につきましても、９月２４日（火）までにご回答ください

ますようお願い申し上げます。 

６．本調査票の設問・回答方法などに関するご質問は、下記までお願いいたします。 

【問合せ先】 

東京消防庁 企画調整部 広報課 都民の声係（担当：赤松） 

電話：03-3212-2111 内線 2325 FAX：03-3212-1027 

 
 
 
 
 
 
スマートフォン用 
ＱＲコード 
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Ⅰ 消防行政に対する満足度 

 

Ｑ１ 東京消防庁では、都民のみなさまの安全と安心を守れるよう、充実した消防

の行政サービスを進めています。そこで、東京消防庁の取組への印象についてお

伺いします。 

  下記ＡからＤの分野について、あてはまるものを、それぞれ１つずつ選び、ま

た、そのように回答した理由を下欄からいくつでも選んでください。 

 

Ａ 東京消防庁の火災などの災害に関する取組 

  ※１つチェックしてください。 

満足 

５ 

やや満足 

４ 

どちらとも言えない 

３ 

やや不満 

２ 

不満 

１ 

 

【理由】※いくつでも選んでください。（どちらとも言えないと回答した方を除く） 

１ 日常における火災、救助への対応 

２ 大地震などによる大規模災害時への対応 

３ 集中豪雨などによる水災・土砂災害への対応 

４ 放射性物質、生物剤、危険物及び毒物などの特殊災害対応 

５ 消防団※の災害対応 

６ 都外及び国外への災害活動支援 

７ その他（具体的に                       ） 

 

※ 消防団 

様々な仕事につきながら「わが街を守る」という使命感のもと、自営業

や会社員、主婦や学生などで組織されている消防機関です。 
 

 

Ｂ 東京消防庁の救急業務に関する取組 

  ※１つチェックしてください。 

満足 

５ 

やや満足 

４ 

どちらとも言えない 

３ 

やや不満 

２ 

不満 

１ 

 

【理由】※いくつでも選んでください。（どちらとも言えないと回答した方を除く） 

１ 救急隊の現場活動 

２ 応急手当（ＡＥＤの使い方など）の普及活動 

３ 救急相談センター（♯７１１９）のサービス内容 

４ その他（具体的に                       ） 
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Ｃ 都民のみなさまの防災行動力向上に関する東京消防庁の取組 

  ※１つチェックしてください。 

満足 

５ 

やや満足 

４ 

どちらとも言えない 

３ 

やや不満 

２ 

不満 

１ 

 

【理由】※いくつでも選んでください。（どちらとも言えないと回答した方を除く） 

１ 地域における防火防災知識に関する普及啓発活動 

２ 地域における防火防災訓練指導 

３ 学生や児童への防火防災に関する普及啓発活動 

４ 高齢者や身体障害者など要配慮者への防火防災に関する普及啓発活動 

５ 消防博物館や防災館などの防火防災に関する施設 

６ その他（具体的に                       ） 

 

 

 

 

Ｄ 東京消防庁の火災予防に関する取組 

  ※１つチェックしてください。 

満足 

５ 

やや満足 

４ 

どちらとも言えない 

３ 

やや不満 

２ 

不満 

１ 

 

【理由】※いくつでも選んでください。（どちらとも言えないと回答した方を除く） 

１ 事業所（共同住宅の共用部分を含む）への防火防災指導 

２ 不特定多数の人が集まる施設への防火防災に関する規制 

３ 火災発生時の危険性が高い施設の公表 

４ 防火上優良であると認定された建物の表示 

５ 暮らしの中の火災事例に関する情報提供 

６ その他（具体的に                       ） 
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Ⅱ 地震に関すること 

 

大地震発生時の行動や備えについてお聞きします。 

Ｑ２ あなたが家にいる時、東京都に非常に大きな揺れがくることを示す緊急地震

速報がテレビ、携帯電話、スマートフォンなどから流れました。あなたは、まず

何をしますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ テーブルの下に身を寄せるなど、身の安全を図る 

２ 使っている火を消したり、火の元を確認する 

３ 戸や窓を開け避難路を確保する 

４ 外に出る 

５ そのままの状態で様子を見る 

６ その他（具体的に                         ） 

  



- 93 - 

家庭での地震に対する備えについてお尋ねします。 

Ｑ３－１ 近年、日本で発生した大きな地震では、家具や家電が倒れてきたり、高

いところに置いてある物が落ちたりすることにより、多くの方が負傷していま

す。 

そこで、図１、図２を参考に、あなたの家での、「家具類の転倒・落下・移動

防止対策」の実施状況を、次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ すべての家具類に実施している（→Ｑ４へ） 

２ 一部の家具類に実施している（→Ｑ３－２へ） 

３ 倒れる可能性のある家具類がない又は家具を置いていない（→Ｑ４へ） 

４ 実施していない（→Ｑ３－２へ） 

 

【図１「家具類の転倒・落下・移動防止対策」例】 

以下の対策を１つでも実施していれば、「実施している」に該当します。（あく

まで参考例です。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２「倒れる可能性のある家具類がない」例】 

 

 

 

 

 

 

 クローゼットへの集中収納 

キャスター下皿 

テレビはストラップや 

粘着マットで固定 

キャスターは 

下皿で固定 

家具は上部を 

金具等で壁と固定 

家具の上部を 

つっぱり棒で固定 

家具の下に 

ストッパーを 

挟んで転倒防止 

扉は開放防止器具で

開放防止 

収容物は板等で

落下防止 

飛散防止フィルム等で

飛散防止 
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Ｑ３－２ Ｑ３－１で２又は４を選んだ方にお聞きします。家具類の転倒・落下・

移動防止対策を実施していない（一部にのみ実施している方は、実施していない

部分について）理由を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

 １ 面倒である 

 ２ 地震で家具が倒れるとは思わない 

 ３ 器具を売っている場所がわからない 

 ４ 器具が高価である 

 ５ 対策方法がわからない 

 ６ 建物の壁に取り付けられる場所がない 

 ７ 壁や家具にキズを付けなくない 

 ８ 建物が免震又は制振構造である 

  ９ その他（具体的に                       ） 
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Ⅲ 救急に関すること 

「病院？ 救急車？ 迷ったら… ＃７１１９」・東京消防庁救急相談センターと東

京版救急受診ガイドについてお聞きします。 

Ｑ４ 急な病気やケガをして「病院へ行くか、救急車を呼ぶか迷った時、電話で相

談ができ、また、インターネットを使って自身で症状の緊急性を判断できる、「♯

７１１９」※を知っていますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ 知っている 

２  知らない 

 

 

 

 

※ 「♯７１１９」は、電話で相談できる「東京消防庁救急相談センター」と、インターネ

ットによる「東京版救急受診ガイド」を総称したものです。詳しくは、東京消防庁ホー

ムページ（http://www.tfd.metro.tokyo.jp）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

今までに、救急車を呼んだ（１１９番通報した）ことがある方にお聞きします。 

Ｑ５ あなたが、救急車を呼んだ理由を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

１ 生命の危険があると思った 

２ 軽症や重症の判断がつかなかった 

３ 自力で歩ける状態でなかった 

４ 交通手段がなかった 

５ 病院へ連れて行ってくれる人がいなかった 

６ どこの病院に行けばよいかわからなかった 

７ 夜間・休日で診察時間外だった 

８ 救急車で病院に行った方が優先的に診てくれると思った 

９ 家族や友人、居合わせた人に薦められた 

10 かかりつけの医師又は医療関係者に薦められた 

11 「♯７１１９」を利用したときに救急車を呼ぶことを薦められた 

12 外出先で具合が悪い人やけがをした人を発見した 

13 その他（具体的に                       ） 
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応急手当についてお聞きします。 

Ｑ６－１ 都民の方を対象に様々な応急手当を学ぶ救命講習が行われています。あ

なたは救命講習を受けたことがありますか。次の中から１つ選んでください。 

 

１ 受けたことがある（→Ｑ６－２へ） 

２ 受けたことがない（→Ｑ７－１へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６－２ Ｑ６－１で１を選んだ方にお聞きします。救命講習のうち、あなたが受

けたことのある講習を次の中からいくつでも選んでください。 

  

１ 応急救護講習（心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱い中心の短時間の講習） 

２ 救命入門コース（小学校中・高学年等を対象とした講習） 

３ 普通救命講習（心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱い中心の３時間程度の講習） 

 ４ 上級救命講習（３の講習内容に外傷応急手当等を加えた８時間程度の講習） 

 ５ 応急手当普及員講習（普通救命講習等の指導要領を学ぶ講習） 

６ その他（具体的に                       ） 
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Ｑ７－１ あなたの周りの人が急病やけがをしたとき、あなたにできる応急手当 

を、次の中からいくつでも選んでください。 

 

１ 声をかけるなど励ます 

２ 反応（身体の動きや意識など）や呼吸などの確認 

３ 毛布をかけるなどして保温する 

４ けが人や急病人の症状に適した姿勢にする 

５ やけどの手当（冷やす、被覆する） 

６ 出血を止める  

７ 骨折が疑われる部位を固定する  

８ のどに異物がつまった時に、背中を叩いたり、口の中からかき出す 

９ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用 

10 胸骨圧迫（心臓マッサージ） 

11 人工呼吸  

12 その他の応急手当（具体的に                   ） 

13 何もしない （→Ｑ７－２へ） 

（13 以外を選んだ方はＱ８－１へ） 

 

 

 

 

Ｑ７－２ Ｑ７－１で１３を選んだ方にお聞きします。あなたが、何もしない理由

は何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

１ 何をしたらよいかわからないから 

２ かえって悪化させることが心配だから 

３ 誤った応急手当をしたら責任を問われそうだから 

４ 感染などが心配だから 

５ 怖いから 

６ 触るなと教わったから 

７ 自信がないから 

８ 関わりたくないから 

９ その他（具体的に                        ） 
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Ⅳ 自主防災に関すること 

 

防火防災訓練などについてお聞きします。 

Ｑ８－１ あなたが最近１年間で参加したことのある防火防災訓練や東京消防庁

主催のイベントなどはありますか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

１ 消火訓練 

２ 応急救護訓練（ＡＥＤの取扱い、心臓マッサージなど） 

３ 避難訓練 

４ 救出・救助訓練 

５ 水災に関する訓練 

６ 地震の揺れから身を守る訓練（起震車による地震体験など) 

７ ＶＲ防災体験車※による災害疑似体験 

８ 防災講演会、座談会、シンポジウムなど 

９ その他（具体的に                            ） 

10 どれも体験・参加したことがない（→Ｑ８－２へ） 

（10 以外を選んだ方はＱ９－１へ） 

 

 

※ ＶＲ防災体験車 

地震・火災・風水害の災害を３６０度のバーチャルリアリティ映像とモーション

シートの揺れや風、熱などの演出により、災害を疑似体験ができます。 
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Ｑ８－２ Ｑ８－１で 10 を選んだ方にお聞きします。参加したことがない最も大

きな理由を、次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ 過去に参加したことがある訓練と同じような内容だから 

２ 一緒に参加する人がいないから 

３ 訓練に関心がないから 

４ 休養したいから 

５ 訓練の時間帯が合わないから 

６ 訓練のあることを知らなかったから 

７ その他（具体的に                         ） 
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Ⅴ 消防団に関すること 

消防団についてお聞きします。 

Ｑ９－１ あなたは、あなたの地域の安全・安心を守る消防団を知っていますか。

次の中から１つだけ選んでください。 

 

 １ 知っている（→Ｑ９－２へ） 

 ２ 名前は聞いたことがある（→Ｑ９－２へ） 

 ３ 知らない（→Ｑ１２－１へ） 

 

 

 

 

 

Ｑ９－２ Ｑ９－１で１又は２を選んだ方にお聞きします。地域の安全・安心を守

るため、あなたは消防団に入団したいと思いますか。次の中から１つだけ選んで

ください。 

 

１ 入団したい（→Ｑ１０へ） 

２ 条件が合えば入団してもよい（→Ｑ１０へ） 

３ 入団したいと思わない （→Ｑ９－３へ） 

４ わからない（→Ｑ１０へ） 

５ すでに入団している、又は、入団していたことがある（→Ｑ１０へ） 

 

 

 

 

 

Ｑ９－３ Ｑ９－２で３を選んだ方にお聞きします。入団したいと思わない理由を、

次の中からいくつでも選んでください。 

 

１ 関心がないから 

２ 活動内容を知っているが、自分がやりたくないから 

３ 消防団についてよく知らないから 

４ 活動する時間がないから 

５ その他（具体的に                         ） 
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Ｑ１０ 次の内容は消防団員の待遇についてです。あなたが知っていることを、

次の中からいくつでも選んでください。 

 

１ 年額報酬が支払われる 

２ 災害や警戒で出場した場合は、手当が支払われる 

３ 功労に応じて表彰制度がある 

４ 消防団活動でけがなどした場合は、補償制度がある 

５ 消防団の活動服や制服が支給される 

６ 特別職の地方公務員である 

７ 全て知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１１ 消防団の活動であなたが魅力を感じることについて、次の中からいくつ

でも選んでください。 

 

  

１ 地域社会に貢献できる 

２ 自分の住む地域又は働く地域との結びつきを強められる 

３ 女性が活躍できる場がある 

４ 制服を着て活動ができる 

５ 防火服を着て火災現場で消火活動ができる 

６ 応急手当の知識や救助技術が身につく 

７ 無線や船舶の資格を取得できる機会がある 

８ 年額報酬や出場手当が支払われる 

９ 功労に応じて表彰制度がある 

10 消防団活動でけがなどをした場合は、補償制度がある 

11 学生消防団員には、就職活動を支援する制度がある 

12 特別職の地方公務員である 

13 その他（具体的に                          ） 
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Ⅵ 火災予防に関すること 

 

住宅用火災警報器※１についてお聞きします。 

Ｑ１２－１ 住宅用火災警報器は、全ての居室※２、台所、階段に設置が義務付けら

れています。あなたのお住まいの設置状況を、次の中から１つだけ選んでくださ

い。 

 

１ 全てに設置している（→Ｑ１２－２へ） 

２ 一部にしか設置していない（→Ｑ１２－２へ） 

３ 自動火災報知設備又はスプリンクラー設備が設置されているため、住宅用火

災警報器は設置していない 

４ 全く設置していない 

 

※１ 住宅用火災警報器とは、煙や熱を感知すると警報音や音 

    声を発して火災を知らせる機器です。火災の感知だけでな 

 く、ガス漏れも感知する複合タイプもあります。（法令に基 

づきマンションなどに設置されている自動火災報知設備 

や単独のガス漏れ警報器とは異なります。） 

※２ 居室とは居間、ダイニング、子供室、寝室など常時継続的に使用する部屋をいい、 

浴室、トイレ、納戸などは含みません。 

 

 

Ｑ１２－２ Ｑ１２―１で１及び２を選んだ方にお聞きします。 

住宅用火災警報器は設置から１０年が経過している場合は本体交換※1 を推奨し

ています。あなたはこれまでにお住まいの住宅用火災警報器の作動確認※2 及び本

体交換を実施したことがありますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ 作動確認を実施した 

２ 本体交換を実施した 

３ どちらも実施した 

４ 知っているが実施していない 

５ 知らなかった 

 

※１ 本体交換とは、自動試験機能や作動確認により機器の異常が判明した場合や自動

試験機能を有さない住宅用火災警報器の交換期限が近くなった場合に交換するこ

とを言います。 

※２ 作動確認とは、住宅用火災警報器の本体に付いているボタンを押したり、ひもを

引くことによって、住宅用火災警報器が正常に作動しているかを確認することを言

います。  
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＜フェイスシート＞ 

ご意見をお伺いすることは以上で終わりですが、お答えを統計的に分析するため

に必要なことを伺わせてください。 

 

 

お住まいの地域（              区・市・町・村） 

 

性別  １ 男性   ２ 女性 

 

年齢  １ １０代   ２ ２０代   ３ ３０代   ４ ４０代 

  ５ ５０代   ６ ６０代   ７ ７０歳以上 

 

ご職業  １ 自営業主         ２ 家族従業(家業手伝い) 

３ 勤め(フルタイム)     ４ 勤め(パートタイム) 

５ 無職の主婦・主夫     ６ 学生 

７ その他の無職 

８ その他（                     ） 

 

家族構成 あなたご自身、もしくは同居している方の中に、次にあてはまる方が 

いらっしゃれば、すべて選んでください。 

１ ６歳以下の乳幼児        ２ ６５歳以上の方 

３ 病気などで寝たきりの方     ４ 身体の不自由な方 

５ いずれもいない 

 

住居形態 あなたのお住まいは、次の中のどれにあたりますか。 

１ 一戸建て 

２ マンション・アパート（何階にお住まいですか→  階） 

３ 社宅・公務員住宅・寮・寄宿舎など（何階にお住まいですか→  階） 

 

建物構造 あなたのお住まいの構造は、次の中のどれにあたりますか。 

１ 耐火造（鉄骨造、コンクリート造など） 

２ 耐火造以外 

 

所有区分 あなたのお住まいの所有区分は、次の中のどれにあたりますか。 

１ 持家（家族所有含む） 

２ 賃貸 
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消防との関わりについて 消防と関わった経験について、次にあてはまる内容があ

ればすべて選んでください。 

１ 救急車を呼ぶため１１９番通報をしたことがある 

２ 火災など、災害で１１９番通報をしたことがある 

３ 仕事で消防署に行ったことがある（届出、申請、相談など） 

４ その他（具体的に                         ） 

 

 

質問はすべて終了です。ご協力、誠にありがとうございました。 

 

東京消防庁に関するご意見やご提案がございましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございました！ 
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（2） 調査地点一覧 

 

 

丁目 人口 丁目 人口 丁目 人口

千代田区 51,252 1 岩本町二丁目 1,259

中央区 131,547 3 新川２丁目 3,344 日本橋人形町２丁目 1,498 月島２丁目 1,656

赤坂6丁目 2,387 芝浦4丁目 7,969 高輪1丁目 3,894

南青山4丁目 1,665

四谷坂町 1,437 市谷本村町 1,762 矢来町 2,566

大久保２丁目 6,057 北新宿１丁目 5,330 西新宿６丁目 2,250

白山４丁目 2,373 関口１丁目 2,837 西片２丁目 1,508

本駒込５丁目 3,341

恵比寿３丁目 2,955 広尾５丁目 2,034 代々木５丁目 3,443

富ヶ谷２丁目 3,019

北大塚２丁目 3,034 上池袋４丁目 2,619 雑司が谷１丁目 2,114

南長崎１丁目 2,059 要町１丁目 2,628

柳橋２丁目 1,322 東上野６丁目 1,180 竜泉３丁目 1,854

千束３丁目 2,486

千歳三丁目 1,425 本所一丁目 1,642 向島三丁目 2,513

京島一丁目 3,598 立花一丁目 3,434

森下３丁目 2,198 富岡１丁目 1,357 豊洲３丁目 3,306

亀戸７丁目 5,617 北砂１丁目 2,622 潮見１丁目 1,427

東陽２丁目 2,830 大島６丁目 5,299 南砂２丁目 7,556

南千住７丁目 3,051 町屋１丁目 2,084 東尾久４丁目 2,584

西日暮里１丁目 4,026

足立四丁目 2,232 梅島三丁目 2,856 扇一丁目 3,413

栗原二丁目 1,732 千住仲町 2,461 中央本町四丁目 2,045

東綾瀬一丁目 2,205 宮城一丁目 1,882 六月一丁目 1,500

江北四丁目 2,318 島根二丁目 2,149 西新井栄町一丁目 3,019

中川四丁目 2,218

青戸３丁目 2,986 金町３丁目 2,202 小菅２丁目 1,627

東新小岩３丁目 1,847 東四つ木４丁目 2,231 堀切４丁目 2,170

南水元１丁目 1,832 四つ木４丁目 1,802

平井３丁目 3,510 松島３丁目 3,451 松江７丁目 1,861

春江町３丁目 2,366 西小岩３丁目 2,803 東葛西８丁目 2,614

南小岩７丁目 3,149 篠崎町４丁目 2,321 船堀１丁目 2,476

清新町１丁目 4,510 瑞江２丁目 1,784 西葛西６丁目 3,553

小竹町２丁目 2,557 豊玉上２丁目 2,821 中村南２丁目 2,043

桜台１丁目 3,225 北町２丁目 3,218 東大泉６丁目 3,260

南大泉４丁目 2,987 大泉学園町７丁目 2,349 貫井１丁目 2,696

平和台３丁目 2,000 関町南４丁目 3,117 三原台１丁目 1,894

石神井町８丁目 2,245 練馬３丁目 2,263

弥生町一丁目 4,043 中央一丁目 3,750 中野一丁目 3,824

若宮三丁目 2,953 沼袋二丁目 2,315 野方一丁目 3,156

和泉4丁目 4,687 浜田山4丁目 2,914 高円寺南1丁目 4,381

成田東5丁目 3,376 西荻北3丁目 3,012 井草2丁目 2,844

高井戸東3丁目 3,675 阿佐谷南3丁目 4,922 天沼1丁目 2,484

下井草3丁目 2,551 上高井戸1丁目 3,795

赤堤４丁目 2,309 大原１丁目 3,395 粕谷２丁目 1,756

北沢１丁目 3,143 給田３丁目 2,383 桜１丁目 2,268

世田谷１丁目 3,485 太子堂５丁目 2,418 代沢２丁目 2,551

船橋１丁目 2,923 南烏山２丁目 2,589 用賀２丁目 2,317

上北沢５丁目 2,794 上野毛４丁目 1,931 弦巻１丁目 2,270

桜丘５丁目 2,543 下馬６丁目 3,233

上目黒２丁目 2,741 目黒１丁目 2,301 目黒本町２丁目 2,531

平町１丁目 2,067 八雲３丁目 1,985

大森南二丁目 2,312 大森西三丁目 4,108 東馬込一丁目 2,583

田園調布一丁目 3,757 久が原二丁目 2,340 仲池上二丁目 2,677

仲六郷一丁目 3,253 東矢口二丁目 2,151 多摩川二丁目 4,119

北馬込一丁目 1,872 中央八丁目 2,950 蒲田一丁目 4,205

東糀谷一丁目 1,974 本羽田一丁目 2,162

北品川５丁目 3,217 東五反田２丁目 2,478 南大井３丁目 3,876

平塚１丁目 2,130 戸越１丁目 2,489 大井４丁目 2,571

小山台１丁目 2,731

板橋四丁目 3,174 中丸町 3,573 本町 3,574

坂下三丁目 3,891 中台三丁目 3,209 前野町二丁目 3,489

大谷口二丁目 1,998 宮本町 3,116 高島平二丁目 8,672

徳丸一丁目 3,657 東山町 2,156

王子５丁目 4,962 東十条３丁目 1,931 神谷１丁目 3,162

西ケ原４丁目 2,687 赤羽南１丁目 1,974 滝野川６丁目 3,792

青梅市 114,017 3 今井1丁目 1,370 新町1丁目 1,206 野上町3丁目 1,527

福生市 47,210 1 志茂 1,593

あきる野市 67,456 2 二宮 2,230 引田 1,629

羽村市 45,789 1 小作台二丁目 767

瑞穂町 27,654 0

日の出町 13,902 0

奥多摩町 4,692 0

檜原村 2,036 0

子安町１丁目 2,524 大和田町１丁目 1,739 東浅川町 5,527

館町 5,948 横川町 5,124 川口町 5,542

大谷町 1,697 別所１丁目 4,529 東中野 2,272

片倉町 5,831

森野２丁目 1,822 本町田 12,472 野津田町 4,125

小山ヶ丘４丁目 1,666 木曽東１丁目 2,113 南町田５丁目 1,174

下小山田町 1,757 成瀬台２丁目 1,017

落川 2,840 西平山５丁目 1,335 南平５丁目 1,368

万願寺３丁目 1,161

多摩市 125,226 3 連光寺１丁目 1,607 馬引沢２丁目 1,225 豊ヶ丘１丁目 1,500

立川市 152,810 3 錦町1丁目 3,308 若葉町4丁目 1,677 上砂町5丁目 2,041

昭島市 93,622 2 田中町３丁目 1,169 松原町１丁目 1,894

国分寺市 103,187 2 南町二丁目 1,541 富士本一丁目 1,169

国立市 63,801 2 西２丁目 2,577 北２丁目 1,230

東大和市 70,939 2 狭山４丁目 561 向原6丁目 1,362

武蔵村山市 58,565 1 大南３丁目 1,666

たかの台 1,018 小川東町１丁目 1,419 喜平町３丁目 1,708

天神町１丁目 1,019

東村山市 126,053 3 青葉町１丁目 1,219 栄町２丁目 2,615 諏訪町１丁目 1,321

南町４丁目 1,087 向台町４丁目 1,691 富士町４丁目 1,738

ひばりが丘１丁目 1,044

清瀬市 62,285 1 旭が丘二丁目 1,388

東久留米市 97,639 2 下里四丁目 2,078 南沢五丁目 1,158

武蔵野市 122,958 3 吉祥寺東町２丁目 2,495 中町１丁目 2,059 緑町１丁目 1,103

三鷹市 155,491 3 井の頭一丁目 2,671 上連雀一丁目 1,795 大沢一丁目 1,338

白糸台１丁目 2,190 浅間町3丁目 1,155 清水が丘3丁目 1,349

晴見町１丁目 1,850 住吉町２丁目 1,975

上石原1丁目 1,827 国領町4丁目 2,046 柴崎2丁目 2,154

調布ｹ丘3丁目 2,258

狛江市 69,752 2 東和泉１丁目 1,994 岩戸北３丁目 1,643

小金井市 101,148 2 中町２丁目 2,051 前原町３丁目 2,375

11,234,353 250

日野市 153,889 4

小平市 158,284 4

14

(12) 北多摩南部地域 858,301 19

市

町

村

部

区

部

(11) 北多摩北部地域 612,637

(9) 南多摩地域 1,104,435

(7) 北部地域 757,195

(6) 南部地域 942,010

山手地域 870,470

17

西多摩地域 322,756 7(8)

25

12542,924北多摩西部地域(10)

21

22975,021下町地域(3)

(4) 東部地域 1,499,877 33

(5) 西部地域 2,365,214 53

19(2)

383,513 8(1) 都心地域

港区 200,714 4

豊島区

渋谷区

文京区

新宿区 270,159

5230,580

6

4179,824

189,907 4

地点数

169,484 4

台東区

墨田区

江東区

荒川区

163,544 4

226,433 5

415,560 9

足立区 563,742 13

葛飾区

江戸川区 557,554 12

378,581 8

杉並区 482,223 11

世田谷区 761,150 17

練馬区 608,038 14

中野区 278,849 6

北区 288,691 6

11468,504板橋区

234,954 5目黒区

大田区

品川区 330,142 7

611,868 14

抽出地点 抽出地点 抽出地点
地域

人口

（18歳以上）
地域地点数 区市町村

人口

(18歳以上)

合計

西東京市 168,376 4

府中市

調布市

213,365 5

4195,587

469,165 10八王子市

町田市 356,155 8
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（３） 東京消防庁に関するご意見やご提案 

 

東京消防庁に関するご意見やご提案を任意に記入していただいたところ、多数のご意見が寄せ

られたので、以下のカテゴリーに分類した。 

「日頃の活動についての感謝や励ましについて」 

「調査内容、方法に関する意見」 

「調査に協力して初めて気づいたこと、改めて感じたこと」 

「要望など」 

「広報活動などについて」 

「救急車の利用について」 

「その他」 

 

■日頃の活動についての感謝や励ましについて 

・ 日常生活をする中で、消防の方々の仕事や業務を意識することはあまりないのですが、いつ

自分や周りの人間がお世話になるかも分かりません。時には命がけの作業もあるかと思いま

す。感謝の言葉を直接言えることはないですが、この場を借りて御礼を申し上げます。いつ

もありがとうございます。（４０代 男） 

・ 危険を伴なう大変なお仕事です。新しい知識も必要でしょう。マンションの防災訓練に参加

してくださる職員の方は、皆さん自信と誇りをもって活動しているように思います。素晴ら

しいと思っています。（６０代 女） 

・ ご活躍に期待しています。特に夏場は暑い中大変ですけど、がんばってください。（６０代 男） 

・ いつも私達市民のために活躍して頂き、有難うございます。（７０歳以上 女） 

・ 救急を呼んだ際には、丁寧に対応して頂きとても感謝しております。（５０代 女） 

・ 仕事がら散歩や子どもたちの笑顔、興味の為に消防車救急車を見る為、今までに何度も消防

署に行かせて頂いています。ただ車を見るだけではなく、時には声をかけてくださる職員の

方もいらっしゃったり、子ども達の喜びや夢にとても協力していただけ感謝しています。仕

事内容はとても大変だと思いますが、お互いに命を守る仕事をしているという事にとても共

感があります。子どもたちに消防車、救急車は大人気です。安心・安全の為に今後も宜しく

お願いします。（５０代 女） 

・ 大変だとは思いますが、いつも都民を守っていただき感謝しています。ビル、人も多い中、

安心して暮せる様これからも頑張って下さい。（４０代 男） 

・ 先日に講習会をして頂きました。前日の台風で大忙しだったのに丁寧にして頂き、出席者全

員感謝しております。消火以外に台風の片付けなど仕事外の事までしていたへんだなあ～と

思いました。我々の為にいつもありがとうございます。身体に気をつけて下さい。1 つ思う

事は、大したことでもないのに消防車など実働しすぎだなあ～とは毎回思っています。（４０

代 女） 

・ いつもありがとうございます。大変なお仕事かと思いますが、助けられている人は沢山いま

す。とても感謝しています。（４０代 女） 

・ 普段はあまり関わることがありませんが、テレビやネットで活動されている姿を拝見いたし

ます。これからも宜しくお願い致します。（５０代 男） 

・ 私の知り合いに消防署で勤務されている方がいますが、日々の訓練等で地域の安全に貢献さ
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れており、非常に感謝しております。今後とも万が一の時には都民の力になっていただけた

らと思います。（３０代 男） 

・ 何の疑問の意見もありません。特別な訓練をされ、貢献下さって、感謝してます。これから

もよろしくお願いします。（５０代 女） 

・ 最近、災害が多く様子をテレビで見ることが多く、仕事ぶりに感心しています。（６０代 女） 

・ 親のことで救急車に来て頂き、親切にしていただきました。今でも感謝しております。あり

がとうございました。（７０歳以上 女） 

・ ＃7119 の相談センターがあることで、子供が小さい時（今もですが…）に病気になり、何度

も助けられました。私 1 人では判断ができないので、迷ったときは、心強いです。ありがと

うございます。1 年に 1 回は家族で防災館に行っています。色々体験することで、学んでい

ます。私や主人も防火防災に対しての意識が、だいぶかわりました。（４０代 女） 

・ 大変なお仕事だと思います。消防が要請されない安全で平和な日常が続く日々を常に願って

おります。頑張ってください。（４０代 女） 

・ いつもいつも命がけで市民を守って下さり、本当にありがとうございます。感謝の思いで一

杯です。皆様どうかお身体ご自愛下さい。無事故祈っております。これからもどうかよろし

くお願い致します。（５０代 女） 

・ 先日、私の母が救急でお世話になり大変感謝しております。病院についてからバタバタとし

ておりお礼が言えなかったのでこの場で申し訳ありませんがお伝えいたします。母も具合が

よくなりました。ありがとうございました。（４０代 女） 

・ 近くに消防出張所がありますが、近くを清掃して下さったり、豪雨の際には排水を助けて下

さったり、事故の際も現場に急行していらっしゃる姿を拝見しており大変有難く思っており

ます。（４０代 女） 

・ 日頃から体を張って訓練を積み、都民を見守っている姿勢に対し感謝しております。今後と

も頑張って下さい。（７０歳以上 男） 

・ 東日本大震災など大きな災害があると注目をあびることが多いと思いますが、日々の救助活

動・啓発活動で助けられている人が多くいると思います。自助、共助の気持ちを持ちつつ、

困った時に助けていただける東京消防庁の方々には感謝です。（３０代 女） 

・ 消防車が緊急走行で通り過ぎた後の「ご協力ありがとうございます！」に感動しました（最

近）。何言っているか分からないことが多かったので、最近は、はっきり伝わるように言って

いて驚きました。いつもご苦労さまです。これからも宜しくお願いします。（２０代 女） 

・ 「救急車が出払っている。」という時も、消防車で救急隊の人が先に来てくれて心強かったで

す。皆さん、いつも温かくてホッとしました。（３０代 女） 

・ 大変なお仕事ですが、がんばって下さい。いつも見守っていただきありがとうございます。（７

０歳以上 女） 

・ みなさんがいてくれるおかげで安心して暮らすことができています。いつも本当にありがと

うございます。これからもよろしくおねがいいたします。（２０代 女） 

・ いつも人命救助に努めて頂きありがとうございます！世の中で 1 番かっこいい存在だと思い

ます。これからも応援しています。（３０代 女） 

・ 命がけで働いてくれて本当にありがとうございます。いつも感謝の気持ちでいっぱいです。

（６０代 男） 

・ これからも都民の安全を守るため頑張ってください。よろしくお願いします。（６０代 男） 

・ いつも市民、区民を守ってくれて助けて下さりありがとうございます。救急車で運ばれた時、
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声がけして下さりそれがとてもはげみになり、そして自分も助ける立場になりたいと思い救

急講習を受けました。（３０代 女） 

・ いつも、お世話様になりありがとうございます。毎日、毎月、何回も救急車のサイレン、消

防自動車の動きをみて大変なことであり、ありがたい！！と思っております。感謝申し上げ

ます。（５０代 女） 

・ いつもご苦労様です。最近、我が市でも大きな火災があり、心が痛みました。都営でもいつ

も救急車を呼ぶ様で、はしご車も連れての対応ありがとうございます。頑張ってください。（７

０歳以上 女） 

・ いつも私たちを守って下さってありがとうございます。（６０代 女） 

・ いつもご苦労様です。救急車が来てくれたお陰で命びろいしたことがあります。本当にあり

がとうございました。大変なお仕事だと思いますが、消防等すごく助かっています。（５０代 

男） 

・ ご近所、家族が何度か救急車にお世話になりました。重篤で一人は半身不随・数ヶ月後他界・

元気に治った、です。助けて頂き、思い出すと深く感謝の気持ちがこみあげてきます。あり

がとうございました。なるべくお世話にならぬよう、心掛けていきます。（５０代 女） 

・ どんな活動をしているかはあまり把握していませんが、町の安全を守ってくれていることに

感謝します。ありがとうございます。（２０代 女） 

・ いつも地域安全のために働いて下さり、ありがとうございます。（２０代 女） 

・ いつも地域のために活動いただき、ありがとうございます。（４０代 女） 

・ 子供が消防車が大好きなので、見かけると乗ってる方が手を振ってくださるのでいつも喜ん

でいます。（３０代 女） 

・ いつも大変なお仕事（命をかけての）ご苦労さまです。119 番にむやみに通報して、よけい

な仕事をさせる問題もあると聞いています。そろそろ有料化してもよいと思います。（救急車

に関して）（２０代 女） 

・ いつもありがとうございます。東京オリンピックでは忙しくなると思いますが、体に気をつ

けて頑張って下さい。（４０代 女） 

・ 小学校教諭の為、毎年様々お世話になっております。大変に有難うございます。社会科授業

においても行いました。これからも宜しくお願い致します。（３０代 女） 

・ 国民の安全の為、日々ありがとうございます。（４０代 女） 

・ 若い頃は救命講習会を何度も受けた事があります。今は高齢なのでお手伝いできません。よ

ろしくお願いします。消防士の皆様、私たちの地域を守ってくださって、ありがとうござい

ます。（７０歳以上 女） 

・ 一年中、国民の為の活動、本当にご苦労様です。ありがとうございます。隊員の方々にもお

身体に気を付けられて、どうぞ今後も頑張って下さい。（３０代 男） 

・ テレビなどの火災を見ると、大変な仕事を皆さん頑張っていると思います。（６０代 女） 

・ つい近頃、息子が救急車でお世話になりました。呼吸障害があるため、時間が勝負の中、手

早く処置して搬送していただけ助かりました。いつもありがとうございます。（４０代 女） 

・ 地球温暖化により大災害の発生が多発しているように思います。皆様も体に十分注意して活

動して下さい。（６０代 男） 

・ 119 番通報をして救急隊員の方に来ていただいた事がありますが、その際の隊員の方の頼も

しくそして優しいアドバイスが患者の気持ちをとても落ち着かせてくれました。素晴らしい

対応の仕方だなぁと思いました。（６０代 男） 
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・ 消防活動には常に尊敬しています。隊員の方々には自信をもって日常の活動に一層励んでも

らいたい。（６０代 女） 

・ 今後とも、都民の安全をお守り下さいませ。（６０代 男） 

・ 消防について広く知らせる努力を続けてください。期待しています。地域での消防訓練やデ

モンストレーションなどがあるとよいと思います。（５０代 男） 

・ 大変なお仕事だと思い、感謝いたしております。防災等に関しては知識不足を感じましたの

で色々と学んでいかなければと思いました。（５０代 女） 

・ 私の父が昔警察官及び消防士に従事していましたのでとても親近感があります。大切なお仕

事なのでこれからも私たちを見守って頑張って頂きたいと思います。（６０代 女） 

・ 今後のすばやい対応に期待しています。（５０代 男） 

・ 命がけの仕事をいつもご苦労様です。感謝しております。心からありがとう。（７０歳以上 女） 

・ いつも消火、救急活動ありがとうございます。（３０代 男） 

・ 昨年 3 月に主人が救急隊のお世話になりました。テキパキと手配していただきありがとうご

ざいました。入院はしましたが、おかげ様で軽くすみました。大変感謝しております。（７０

歳以上 女） 

・ これからも頑張ってください。宜しくお願い致します。いつもありがとうございます。（４０

代 男） 

・ 家の近くに消防署があり、小さいお子さんが消防車をみていると、声をかけて近くで説明し

てくれたり、大変あたたかく対応されているのを見て、すばらしいなと思っていました。又、

署の前の掃除や訓練の様子なども見かけて、その行動や活動に敬服します。これからもよろ

しくお願いします。（５０代 女） 

・ 高齢化で救急も大変だと思いますが、頑張って下さい。（６０代 男） 

・ いつも有難うございます。皆様のお陰で私達都民は安心して生活が出来ます。感謝申し上げ

ます。大変過酷なお仕事ですが、くれぐれも御留意なさってくださいませ。（７０歳以上 女） 

・ 両親の介護をしていた時、何度か救急車のお世話になりました。とても感謝しております。（６

０代 女） 

・ 最近、母が体調を崩し、救急車を呼びました。とても親切に対応して頂き、感謝しています。

母は無事退院してきました。ありがとうございました。（６０代 女） 

・ 参考にして頂き、これからも宜しくお願いします。（５０代 女） 

・ 災害や事故等が起こるたび、ニュースの画面でそのお仕事ぶりに頭が下がります。国内外の

お仕事は私共の予想以上、予想外のご苦労がおありと思いますが、皆様のご活躍に御礼を申

し上げますと共に、そのご活動が減少されることも祈念いたします。（５０代 女） 

・ 消防や救急の仕事をされてる方に感謝しています。（３０代 女） 

・ いつも本当にありがとうございます。大変なお仕事ですので、お体に気を付けて下さい。（４

０代 女） 

・ 日々過酷な訓練をしている団員さんには頭が下がります。（６０代 女） 

・ 日々の活動に感謝しております。消防の広報活動は実際の訓練や掲示、回覧板などで目にし

ております。その効果もあり、＃7119 利用も家族にすすめております。実際利用し助かりま

した。先日は訓練（トレーニング）中にもかかわらず、孫達にも手を振って頂き、大変喜ん

でおりました。防火に関してはやや手薄になっているので、見直したいと思います。（５０代 

女） 

・ 人それぞれ寿命についての考えは違うでしょうが、80 才を超えた人の延命処置について、疑
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問を持ってしまいます。激烈な痛みを取り除いてほしいというのと、どんな状態になっても

生きていたいというのは、また別の問題だと（私自身は）思います。高齢者が自宅で息を引

き取りたいと考えていても、救急車を呼んでしまうと、その後、生き地獄のような治療が始

まると聞かされると、恐怖を感じます。ただ、自然災害の際などの消防士の方の的確な働き

その他、非常に素晴らしく、いつも感謝しています。（６０代 女） 

・ 働いている方々は、くれぐれも事故を減少させてご自分の体にも十分気を遣って、安全第一

で勤務して頂きたいと思います。（４０代 男） 

・ 頑張って下さい。いつもありがとうございます。（３０代 女） 

・ 安全、安心の為、今後もよろしくお願いします。身体はキツイと思います！個々の意識を高

め、積極的に参加出来るよう、広報にも力を入れて下さい。（６０代 女） 

・ 大変かつ大切なお仕事にかかわって下さり、ありがとうございます。（７０歳以上 女） 

・ いつも感謝しています。幼い子供たちの憧れの的であり続けてほしいと思います。今後ます

ます重要なお仕事になると思うので、もっと待遇を良くすべきだと考えています。（７０歳以

上 男） 

・ いつもお世話になりありがとうございます。大変なお仕事ですが頑張って頂きたいと思いま

す。（５０代 女） 

・ 意見等ではないのですが、いつもありがとうございます。 これからもお体にお気をつけて頑

張って下さい。（２０代 女） 

・ 日々の業務お疲れ様です。 昨年向かいのマンションで火災があった際、迅速に対応頂けまし

た。いつもありがとうございます。（３０代 女） 

・ いざという時のために、災害訓練等に参加できるように時間を作りたいと思います（３０代 

男） 

・ 火災、事故対応、救急車の仕事、大変なことをいつもありがとうございます。心より感謝し

ています。（５０代 女） 

・ 普段は全く縁がありませんが、いざという時これほど頼りになる存在は無いと思います。 お

世話になることが無いのが一番ですが、もしもの時はよろしくお願いします。（４０代 女） 

・ 1 歳のこどもと消防署の前で消防車を見ていたら、中の方に声をかけてくださり、消防車へ

乗ることができました。消防士さんを初めて身近に感じ、とても嬉しかったです。 消防博物

館にも先日伺いましたが、未就学児にちょうど良い広さで展示物も面白く、今後も続けてい

ただきたいです。 ただ、日ごろは消防を意識することはなく、救命の方法など知っておきた

いし講習を受けたいと思ってはいるのですが、なかなか時間が取れません。勤務先へ救命講

習などで来てくださるとありがたいな、と思っています。（３０代 女） 

・ 隊員の皆様へ 毎日訓練お疲れ様です。 皆様ご自身の命も お大事にしてください。  （５

０代 男） 

・ いつもお勤めご苦労様です。 これからもよろしくお願いします。（３０代 女） 

・ 都民の日常生活に於ける安全と安心の為に今後とも、より一層の活動に、感謝と期待を希望

します。（７０歳以上 男） 

・ 国民のために働いていただき感謝してます 災害が起きてからではパニックになっていて通

常の行動がとりづらくなるため事前に学ぶ機会をもっと作ってほしい（３０代 男） 

・ 取組の実態を知らないので、どうのように周知するかを工夫するか、知らなくても安心して

暮らせる今の活動を維持向上を期待しています。（６０代 男） 

・ ご苦労様です。何もなく平和に過ごせるようこれからも日々皆さんの力になってください。
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また災害時など、早い復旧のために尽力をよろしくお願いします。（４０代 女） 

・ 消防庁の活動には感謝しております。訓練の様子もお見かけしております。日常からかけ離

れたいざという時に備えて、いつでも出動できるように尽力していただいている事に身近に

接しております。 （２０代 女） 

・ 学校では経験できないこと、今後も沢山消防から発信してほしいと望みます。普段の活動に

も敬意を表します。ありがとうございます。（４０代 女） 

・ 都民を守るためにいつもご苦労様です（６０代 女） 

・ 安全のためにご尽力頂き、ありがとうございます。（３０代 男） 

・ いつも私たちが安全に暮らせるようにサポートをいただき、ありがとうございます。これか

らも引き続きよろしくお願いいたします。（４０代 女） 

・ いざ災害が自分の中の身に降りかかった場合は頼りにしなければいけないので、消防庁の

日々の予防活動に期待しています。私自身も災害緊急時の対応ができるよう、関心を深めな

ければならないと思っている次第です。（４０代 男） 

・ いつも安全を守って頂きありがとうございます。 個人的にお世話になった時もとても安心で

した。 これからも都民の安全のためにご尽力されることをお祈りしています。（４０代 男） 

・ 人命に関わる仕事に携われてる事はとても尊敬しています。 これからも地域の住人の方が安

心して生活できるように努めて頂きたいです。日々大変かと思いますが頑張ってください。

（３０代 女） 

・ 温暖化による大雨など自然災害が近年急激に増えているので、災害に対する予防だけでなく、

自然災害を防止する取組を環境庁などとイベント開催して、国民の意識を高めていけたら、

少しでも予防につながるのではと感じています。まずは職員さんの健康な毎日を願って応援

しています。（３０代 女） 

・ いつも安全にすごさせて頂きありがとうございます。大変なお仕事ですが、これからもよろ

しくお願い致します。（４０代 女） 

・ 住民の安全・安心のためにいつもご尽力いただき感謝しております。（５０代 男） 

・ いつもありがとうございます。大きな災害に備え、これからもサポート及び誘導をお願いし

ます。（５０代 女） 

・ 防災（特に子どものいる家庭）について、子育て支援グループで勉強しています。防災知識

をいろいろな機会に教えて頂けるよう期待しています。（５０代 女） 

・ 火災でないのに火災警報器が鳴りやまず、消防に来てもらった。通報をためらったが、火災

の有無を確認していただき、親切に対応して下さった。（６０代 女） 

・ 病気や怪我の時など救急車がすぐ来てくれると思っているので、安心して生活している。（３

０代 男） 

・ 都民の生命と財産を、日夜命がけで守るお仕事。感謝しかありません。今後共、よろしくお

願いします。（２０代 男） 

・ いつも地域住民のためのご活動、誠にありがとうございます。今後とも、どうぞよろしくお

願いいたします。（５０代 女） 

・ ご近所の方々が普段着姿から制服を着用されている姿を拝見すると、ステキだなぁと思って

います。（５０代 女） 

・ いつもご苦労様です。これからも地域の安全安心をよろしくお願い致します。（３０代 男） 

・ 命をかけてのお仕事で訓練等も含めて大切、大変な業務と認識しております。（５０代 女） 
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■調査内容、方法に関する意見  

・ いつもありがとうございます。世論調査もお疲れ様です。災害の多い日本だからこそ、考え

なくてはいけないことや減災のために取り組むべきことが多くあると思います。こうした世

論調査も何かのお役に立てたら幸いです。今後とも宜しくお願い申し上げます。（３０代 女） 

・ アンケートの問いに、「ない」という選択肢がないものが数個見受けられたので、きちんと選

択肢として入れないと分かりづらい気がしました。（２０代 男） 

・ アンケートの質問内容がややわかりづらかった。（５０代 女） 

・ 実家に住んでいるため、消防庁との接点がないので、どちらでもないの解答多数にいたしま

した。（３０代 女） 

・ このアンケートはとても難しかった。もっと若い方に出してほしい。主人は途中で分からな

いとなげてしまい、代筆しました。（７０歳以上 男） 

・ 消防との関わりについての質問を一番最初にしてほしかった。実際、救急車も火災とかにあ

ったことなかったら、わからないのはホントであるので。居住区単位で訓練を実施すること

が意識向上につながると思います。今後の活動に期待します。（５０代 男） 

・ 東京消防庁の存在は知っていましたが、中々日常生活で接する機会がなく、不本意な回答に

なってしまいました。今後はもう少し関心を持っていきます。（６０代 男） 

・ この調査の最初のⅠ消防行政に対する満足度について、理由によって満足があったり、不満

があるのに、大まかな質問で決めることに不自然さを感じました。（４０代 女） 

・ アンケートの消防行政に対する満足度に関して、答えのほとんどを「どちらとも言えない」

を選んだのは、消防庁の活動をほとんど知らないからです。（４０代 女）  
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■調査に協力して初めて気づいたこと、改めて感じたこと 

・ 高齢化による人員不足や、高齢化への消防・防災の対応がどのように変わっていくのかが気

になる。（４０代 男） 

・ 高層マンションは、近隣のお付き合いもほとんど無く、避難訓練の実施も記憶にありません。

台風の首都圏直撃の体験をしたばかりですので、このアンケートに回答をしながら、もっと

地域の防災のことに関心を持たなければならないと反省しました。調査の対象になりました

事、感謝です。（５０代 女） 

・ AED の使い方や救急の時の応急処置を勉強したい。（４０代 女） 

・ 訓練をいつどこでどんな風に行っているか（場所とか）全然知らないので（今回この冊子が

届いてＨＰを見ました）マンションだと、エレベーターホールなら必ず通るのでポスターを

貼るなどして自己防災の意識を高められるようなことをした方が良いかなと思います。あと

訓練が難しいイメージがある。（４０代 女） 

・ 調査に答える事で、初めて知る事も多く、いい経験になりました。普段から、小さい子ども

の世話も含め、何か起こったらどうしよう…と漠然と不安になっているので、もう少ししっ

かり考えてシミュレーションしておかないとなぁと思いました。（３０代 女） 

・ 質問に答えながら、自分の意識の低さに驚きました。反省できて良かったです。（６０代 女） 

・ いつもご苦労様です。近年火災などは少なくなっているようですが、いつ大地震があるか、

わかりませんので、自分なりにそなえよ、つねにの気持ちでおります。家の倒壊より、火事

がこわいです。（７０歳以上 男） 

・ 今回の世論調査に関わり、改めて消防についての関りを知る事がありました。ありがとうご

ざいました。（７０歳以上 女） 

・ 私は幹線道路沿いに住んでいますので、サイレンが鳴る度に皆様のご活躍を身近に感じてお

ります。ただ、フルタイムで仕事をしているので、なかなか防災訓練等に参加する機会が無

いのが現状です。アンケートの依頼を受け、改めて家具転倒防止対策等を考える良い機会に

なりました。今後も我々の安心安全を守って頂きますようお願い致します。（４０代 女） 

・ 自分が知らない事が多すぎた（２０代 女） 

・ 消防団について、まったく無知でした。この機会に、地元の消防団について調べてみようと

思いました。（３０代 男） 

・ 消防団の方に報酬が出されていることは知りませんでした。でも火災時等に駆け付けたりす

るのですから、対価は必要ですよね。子どもの頃、夏休みのラジオ体操の後に下水での消火

訓練を何度かやりましたが、それ以来機会がありません。社会人になってからも大企業でな

いと防災訓練はありません。個人が意識して行動しないと機会が全くないのは、ちょっと危

機感があります。（４０代 女） 

・ 消防庁の行政サービス、公報内容にもっと興味を持とうと思いました。（５０代 男） 

・ 特に活動内容を知りませんでした（３０代 男） 

・ 今回のアンケートで知らなかったことが多かったので、もっと PRしても良いと思います。（３

０代 男） 

・ 東京消防庁について全然知らないことがわかった。 これからはもっと知ってみようと思う。

（１０代 女） 

・ 質問内容のほとんどが知らないことばかりでした。日頃、自分がいかに東京消防庁の活動に

関して興味を持っていないかを痛感しました。私は VR防災体験車に特に興味を持ちました。

機会があったら是非体験したいです。今回は良いきっかけを下さりありがとうございました。
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（２０代 男） 

・ 国内の大きな地震や災害が多い中、不安もたくさんありますが、自分でできることをしっか

りとやっていこうと思いました。今回の調査をきっかけに、色々な活動に参加してみたいな、

とも思いました。これからも応援しております。ありがとうございました。（２０代 女） 

・ あまり知る機会がなかったのでいいきっかけとなりました。 講習など受けてみたいと思いま

す。（４０代 女） 

・ 消防団について、全く知識がなかったのですが、アンケートの回答で活動内容を知る事がで

き良かったです。日頃から、地震対策についてやらなければと思いつつ、なかなか出来ず過

ごしていますが、このアンケートを機に、身の回りを再点検し災害に備えるようにできたら

と思います。（４０代 女） 

・ ・東京消防庁の取り組みについて、具体的に知らない事が多かった。ホームページ等で勉強

したいと思います。・防災を考える良い機会になりました。・ネットを使わない年代の方にも

広く情報が伝わる様な取組をして頂けたらと思います。（５０代 女） 

・ アンケートを通して東京消防庁の取組や私生活での消防に関すること全てにもっと意識した

いなと気づかされました。アンケートで東京消防庁を知ろうと思うきっかけになりました。

（３０代 女） 

 

 

■要望など 

・ ＃7119 の案内がさらに地域の病院と関わっていけるようになれたらと思います。専門性のあ

る方が常駐して下さると心強い。（５０代 女） 

・ 消防庁での取組発信が広範囲にしてほしい。自治会等に入っている人は×月○日（日）どん

な講習会が開かれるとかの広報はあるのですが、入っていない人達（けっこう多い）にはわ

からない。電柱 or 掲示板等に貼ったりして広めてほしい。（７０歳以上 男） 

・ 消防団の出場区域について、出場区域は自己分団区域及び 500m 以内の他分団地域という規

則がありますが、都心区域は在住者が少なく在勤者が多い為、夜間等災害時、意欲のある他

分団の応援がほしいものです。また、その事でお互いの分団がお互い様で親交も深めること

が出来ます。また署の方も他分団との親交を深めて下さいとは言いますが、なかなかきっか

けがないと親交は深まりません。500m と区切るのではなく、自己消防団エリアとされては

いかがでしょうか？消防団というボランティアの立場で少しでも災害時に役に立ちたい、ま

た災害時出場したい気持ちは、今後想定される大規模災害に対し、その意欲を大事にしても

らいたいです。（５０代 男） 

・ 大阪で阪神淡路、成田で東日本の大きな地震を経験しました。大阪の自宅では「お助け隊」

が結成され、昨年の台風の時には大活躍しました。多くは高齢者でしたが、大いに力になり

ました。消防等の活動に高齢者の力も使ってください。（６０代 女） 

・ 首都圏に関し、都知事はもっと消防に力を入れて欲しい。樹木を増やす、街路樹中心に、も

っともっと防火用の木々を増やして欲しい！消火用のプール等、貯水施設を増やす取り組み

を都民消防団に持ち回りで参加するようなシステム作りをと地震時の火災に対する意識を強

く持つような活動を。ともかく、都民が火災に対する意識を高めなければならない！町ぐる

みの訓練は必須だと感じ、強い危機感を持っています。消防の皆様に感謝しております。（６

０代 男） 
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・ 自宅周辺は道幅が大変せまいので、救急車や消防車が迅速に入れるように把握しておいてほ

しいです。（４０代 女） 

・ 共働き世帯が増えているので、それに合った啓発活動があるともっと良いと思います。（フル

タイムで働く 2 人で、昼間に災害があったときとか、休日にできる防災活動とか）（２０代 女） 

・ 消防車、救急車がどこへ向かっているのか分かりづらく、車道でよけづらい時があるので車

の上部にライト（ウィンカー）で点いたら良いと思いました。（イラスト有）（３０代 女） 

・ 全体的に活動状況が理解出来る書類等、又メディア等の利用を増やす様にしてほしい。（６０

代 男） 

・ つい先頃、放火事件が有り、多くの死傷者が出ました。また数年前にも、地方都市でガソリ

ンを撒いて放火する事件が有り、同様に多くの死傷者が出たと記憶しています。火災が広が

るまで気付かなかった訳ではなく、目の前で放火されて、多くの死傷者が出ている訳です。

これらを防ぐ手立てを考えてもらいたいと思います。（５０代 男） 

・ 自然災害が頻発に起きる時代になりました。一人一人の判断力と行動力がとても大切だと、

報道などからよく分かります。個人の力には限界があり、消防に関わる公務員の方々のマン

パワーと組織力で安全・安心な暮らし、平和な日々をと期待しております。宜しくお願い致

します。（７０歳以上 女） 

・ 職場の研修で防災館に訪れる機会があったが、大変勉強になった。社会人となり、防災教育

を受けることがなかなかなかったため、貴重な経験であり、自身の防災意識も高まった。し

かし、個人的にこうした場所を訪れることはハードルが高いため、職場等に対し、防災館な

どで実際に防災体験をする機会を設けるよう更に働きかけていただけたら、都民の防災意識

もより一層高まると思う。（２０代 女） 

・ 私は理事長と云う立場上、正式には消防士の方を派遣していただくには、その申請人になり

届け出ていた。消防署ではどのような対応をされていたかは不明だが、届出書に署の印を押

してもらい、それを持ち帰り、スクラップしていた。（ように思っていた。）しかし、今考え

ると、年 2 回なら、どちらか 1 回は消防署の方に来ていただいて実施すべきであった様に思

う。それをやると消防署職員が不足するという事は出て来くると思うが、いかがであろうか。

ただし、私は 14 年間、その職にあり大きな問題もなく過ぎて来たので、その辺の取り扱いは

慎重にするべきとの思いもあります。（７０歳以上 男） 

・ 仕事で不動産関係の会社に勤めており、飲食店舗に対して物件を賃貸することがあるのです

が、もう少し誰が何をしなければいけないのか、ルールを分かりやすく明示して欲しいです。

例えば賃貸借契約後にテナントが消防申請を行った結果、ビル全体に自火報をつけなければ

ならなくなったが、所有者が費用負担を嫌がり、もめるケースが多いです。（３０代 男） 

・ 消防団についての情報等をもっとわかりやすく、お知らせしてほしいです。（２０代 男） 

・ 火災・地震・豪雨などが多くなっているように思います。高齢者が増えている。1 人 1 人の

知識が高まるようにし、地域活動に指導があればと思います（あるかもしれませんが）。（５

０代 男） 

・ 時々外のスピーカーから聞こえる防災訓練の案内？の放送が聞こえづらいと思います。もう

少し大きい声でゆっくりとしゃべった方がいいのでは？（５０代 女） 

・ ・最近の台風の影響で、マンションの火災報知器が誤作動で深夜 4 時に鳴りました。・幸い火

災ではなかったのですが、Twitter で検索したところ、多くのマンションで誤報があったよう

です。・大雨による影響だと思いますが、火災報知機と大雨（もしくは大風？）との関係があ
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るのか不明ですが、改善できるのでしたら対処をお願いしたいです。警報を手動で消しても

また鳴り、睡眠も十分に取れなかったのです…。（３０代 男） 

・ 仕事と家の行き帰りで地域との関りがなくいざとゆう時にどうしたいいのか不安である。（５

０代 女） 

・ 救急車がどちらから来るか分からず、運転中の対応がすぐに出来ないことがあります。ナビ

画面などにどちらから来るか等を表示できるようにする方法や、マイクで知らせる等出来る

といいと思います。（５０代 男） 

・ いざという時に、自分が役に立ちたいと思い、仕事の休みを利用して、上級救命講習を受け

たいと、ずっと思っている。災害や緊急時はいつか来ると思っているので、出来るだけ早く

講習を受けて、万が一に備えたい。家具の固定や飛散防止フィルムの使用例と、した時とし

ない時の差が伝わると、みなやらなくてはと思うかも知れない。非常食など地震の際に使う

物を誰でも分かりやすくリストを作って、月 1 回お便りで出して、防災意識を高めていくの

が良いのではと思った。（３０代 女） 

・ 救急車が道路で先にすすめずにいるのに、まわりの車が路肩へ寄せないでいる光景を何台も

見た時、まわりに居合わせている一般の方々の意識の薄さに驚きました。消防・救急の方々

だけではなく、いざという時の現場では、そこにいる人達みんなでその状況を解決する事へ

取り組まなければ、消防・救急の方々のせっかくの尽力が最善のものにならなくなってしま

う事は残念な結果になりかねないと思います。当時者の立場になり、公・民が一体になり、

力を出していく社会づくりを期待して行く事が、子供達への手本になると思います。（４０代 

女） 

・ 最近、救急車がサイレンを鳴らしていても、車内の防音が良いため、交差点でも直近になら

ないと車輌を確認できない。救急車が車輌に 500m 近くになると、地震警報の様にケータイ

が鳴る様なシステムがほしい。救急車を最優先にするマナーの啓もう活動もしてほしい。最

近、交差点で見ていると、もっとよけてあげればスムーズに行けるのにマナーがとても悪い。

免許の更新時にでも伝えてほしい。（５０代 男） 

・ 家族の病気等で救急には大変お世話になっております。症状が軽度、重度であるか無いかは、

その場ではわかりません。特に高齢者だと仕方ないという空気が読めてしまわないよう、多

忙な毎日と存じますが、ご対応をお願いしたいと存じます。もし、ここに来なければもっと

重度な方を助けられただろうとはいつも思ってはいます。（６０代 女） 

・ 救命講習の受講機会がもう少し多いとありがたいです。（以前受講しましたが、間があくと忘

れてしまうので。AED の使い方など）（５０代 女） 

・ 質問にある事は情報が個々（一軒）に来ない。子どもが地域の学校に通う頃は、少しは情報

があったが、子どもが成人してからは地域情報は町内情報くらいしかない。警察からのおた

よりは新聞に入っているが、新聞をとっていない家は届かない。消防においては、折込や個々

のポストにすら情報の提供はない。（６０代 女） 

・ 半年ほど前に近所で火災があり、結構な火事でもかまわずに SNS 等に写真をあげるために現

場に少しでも近づいていこうという人が少なからずいて、隊員の方に迷惑をかける現場を目

撃しました。SNS の規制は難しいことですが、何かロープなどで近寄らせないのはもちろん

のことですが、対策を取っていただけたらと思います。いつも見回りなどありがとうござい

ます。（２０代 女） 
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・ 活動において、ご自身の生命、身体を第一に考えるべきです。津波や災害で、ご自身がその

時出来る限界があります。上層部からのマニュアル・指示も必要だと思います。（７０歳以上 

男） 

・ 救急車と消防車は、一緒に来るようになっているのでしょうか。1 年間で何回かお願いし助

けて戴きましたが、その中で 1 回だけ 23 時過ぎに一緒に来ていただき、ご近所にご迷惑を

かけました。救急車をお願いした時は、できればご近所には迷惑をかけないようにと考えて

おります。如何でしょうか。（７０歳以上 女） 

・ 地震の際の火災に対し、強い不安があります。隣の家との距離が近く、一気に燃え広がると

思うとどうしたらいいのか…（前の家が古く空家なので特に。空家や倒れそうな家に対して

何とかして欲しいです）。不安が強い理由として、昔自分の家が隣の家から火が飛んできて燃

えました。もう、そんな体験はしたくないです。これからも守っていただけると嬉しいです。

よろしくお願いします。（昔の火災の際、毛布を貸してくれたり、火を消してくれたり、あり

がとうございました）（４０代 女） 

・ AED の使用法や胸骨圧迫等の救命措置についての普及活動を、より拡大してほしい。（２０

代 男） 

・ 以前関心がなかった住民台帳が災害の多い昨今、行方不明など捜索に役立つと感じています。

助ける人ご本人の安全確保は必ずお願いしたいです。（５０代 女） 

・ 若い世帯、子どものいる世帯に積極的に防災訓練に参加してもらえるような機会を設けてほ

しい。地域の防災訓練にでていると同じ世代の家族をあまり見かけず、参加者の多くも自治

会の当番だからという人も多い。何も準備してない人が被災した時、何食わぬ顔で食事配給

やトイレに並ばれるのも嫌だし、何より地域のルールとか予め知っておいたら災害時余計な

トラブルにならないと思う。また子どもがいる家庭には消防庁側から子どもの救命の講習を

やって欲しい。イベントとかでもいいと思うし、防災訓練でやってもいいと思うけど、もっ

と子どもや高齢者に特化した訓練をやってくれるとより備えられる。（２０代 女） 

・ 近い将来に止血の講習を受講希望です。 AED の取り扱いに関する一回の講習後、しばらく

するとうろ覚えになるのが心配。AED の取り扱いや止血に関するゲーム的なシミュレーショ

ンがあるような、AED の設置箇所のマップとか、講習予約出来たりするコンテンツで消防や

救急に関するアプリがあると便利だと思う。（４０代 女） 

・ 1 取り組みについての発信が弱い。テレビで報道されてからこんなイベントあったの？と知

ることが多々。 2 各種申請窓口の方の対応が気になる。地域によって承認基準が異なったり

する。 3 災害発生時の体育館等での集団避難場生活で間仕切り設置を進めて欲しい。東日本

大震災での被災時、かなり精神的にきました。 4 火災現場に消防・救急隊が到着するスピー

ドは早くてすごいです。いつもありがとうございます。（２０代 女） 

・ 本アンケート設問 1 全般に関して取り組み内容を知らないため、インターネット回答の場合

は、取り組み内容に各種取り組みのリンクをつけて頂けると分かりやすいと思います。それ

により、東京消防庁の各種取り組みを少しでも周知することができると感じます。（２０代 

男） 

・ 勤務先が埼玉の為、東京消防庁の活動について詳細はわからないが、もっと消防対する啓蒙・

意識づけ活動を行って欲しいと思う。私は防火管理者なので講習を受けたり、一般の方より

は消防に対する意識は高いと思うが、より予算をかけても行うべきと思います。（４０代 男） 
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・ 近隣と交流もなく、消防に関係する災害が起きたら避難場所などどうしたらよいか分からな

いので、この家の範囲では避難場所はここです！という分かりやすい誘導サイトなどあると

助かります。（４０代 女） 

・ 救急相談センターの更なる周知と、救急出動回数の低減対策（軽症や緊急性の低い場合）  民

間の有料救急制度が有っても良いのではないかと思います。  

・ 消防／防災ヘリコプターの騒音を何とかしてほしい。 低空で行ったり来たり、何をしてい

るのか疑問に思う事が多々ある。（７０歳以上 男） 

・ キュータより、もっと可愛くて親近感の湧く「ゆるキャラ」にして欲しい。（２０代 男） 

・ 防火防災に関する都民への啓蒙活動を今後も引き続きお願いいたします。大規模災害時は、

消防、警察の対応を期待するのではなく(ご高齢者、体の不自由な方を除く)、自分たちで何

とかしなければならない(事前の備えも含めて)という現実を多くの人が気付く活動をお願い

します。（５０代 男） 

・ 子供は働く車が大好きです。身近な働く車である消防車や救急車に乗ったり、見学できるイ

ベントがあれば、もっと消防に興味を持つと思うので、そのようなイベントを増やして貰い

たいです。（３０代 女） 

・ 住民のため、様々な広報活動や周知活動を実施していただいているとは思うが、実際に危機

感や関心を持っている人はあまり多くないように感じる。実際の救護活動はもちろんのこと、

住民一人一人の意識の向上を目的とした活動も重要だと思うので、引き続きよろしくお願い

します。（３０代 男） 

・ ＡＥＤについては、日本語だけではなく外国語も使用できるようにしてほしい。海外に行っ

たときに、ＡＥＤを私が使う場面に遭遇したが、母国語だけの説明のために、利用できなか

った。（３０代 男） 

・ 一般の人が参加しやすい様な場所で東京都に大規模災害が起こった際の避難の仕方や用意し

て置くべき物過ごし方等の講座を開いて欲しいと思う。子供でも分かりやすいように映像化

されたものがあれば尚良。 また、市区町村公認の避難グッヅの販売等をして欲しい。（３０

代 女） 

・ 災害についての備え方についてくわしく教えていただける機会を多く作っていただきたい。

外出先であった時など気になる。すぐにわかる様に避難所等の記載などすぐにわかりやすく

するしくみを作ってほしい。（５０代 女） 

・ 自分自身があまり身の危険を感じたコトが少ないのかもしれません。わからないコトだらけ

なので町内会等でのイベントがあれば良かったと思います。（５０代 女） 

・ 高齢者に「#7119」等の使い方を文書で送付願います。（７０歳以上 女） 

・ 昨今、大規模な地震や、災害が他人事でなく身近で頻繁に起こっていると思います。それぞ

れの世代が「自分にできること」をより一生懸命に探して動いているようにも思えます。都

や国が今の時代に合ったアプローチで沢山の人が、被災地等に協力できる、環境作りをして

ほしいと思います。（３０代 女） 

・ 消防車のサイレン（音）について、「住宅街に入ったら音をもう少し小さくする」など、個人

のお願いを聞いてもらうことはできないのかなと思います。（５０代 女） 

・ “働き方改革”が世間で話題になる中で、消防団が副業の選択肢の 1 つとなるようアピールで

きると良いですね。（２０代 男） 

・ 今、色々な災害が多くなっていますが、実際自分がそういった災害にあっていない為、つい

つい後回しになってしまいます。災害を体験された方々から広く意見を聞いてもらい、これ
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からの防災に役立ててもらいたいと思います。またその情報を私達にもおしえて頂けたら…

と思います。（５０代 女） 

・ 夜中に消防のサイレンがたくさんなっていると不安になる。地域を検索して、過去や現在の

出動記録や火災規模原因などが簡単に HP などでわかるようにしてほしい。幼稚園や学校の

行事に親子参加型の防災訓練など実施してほしい。赤ちゃんの定期健診などで子供（赤ちゃ

ん）の応急手当て、人工呼吸や心臓マッサージなど、実技指導してほしい。冊子だけでは分

からない。（３０代 女） 

 

 

■広報活動などについて 

・ 消防行政は身近では全くわかりませんし、見えません。災害時、火災時のニュースで活動してい

るのを見るだけです。もっと地域住民に AEDの使い方や応急処置の講習会等知らせて欲しい。消

防団の内容等全く知りませんので、PR 不足だと思います。警察より消防の方が身近であるべきと

思います。もっと親しみのある消防署にして下さい。（７０歳以上 女） 

・ 今発生している火災の状況を管轄の消防署の HP に公表してほしい。（６０代 男） 

・ 消防庁主催のイベント情報を知る事があまりないので、区の広報誌の無料発送を定期的に行って

いただきたいです。（５０代 女） 

・ 訓練・講習など消防に関することはほとんど知りません。もう少し理解ができて、わかるものが

あれば欲しいです。（５０代 女） 

・ 近所で自宅の屋上内でゴミを燃やしていた人がおり、通行人により隣りのビルが火災であると見

えて 119 番通報があって消防車がかなりの台数来たことがあり、私達もおどろきました。日常の

中でのこの様な自分の建物だから、自分の所有地だからとゴミや落ち葉を燃やす行為があっては

ならない事を周知していただく様、配布するチラシ等に火災予防の一つとして載せていただきた

いと思います。他にも、私達の知らない禁止事項も、載せていただけるとありがたいです。よろ

しくお願いします。（３０代 男） 

・ 30 年以内に 70％の確率で首都直下型地震が発生すると言われているのにもかかわらず、イマイ

チどういった備えをすれば良いかわかりません。「東京防災」という黄色い冊子が配られています

が、全ての人が一目瞭然でわかるような家に貼れるポスターなどがあると良いなと思います。ま

た、もう少し危機感があるような警告をしてほしいです。（他の地域で地震が起きてもどうしても

他人事になってしまっています。都民全員がどれだけ真剣に備えるかによって、実際に地震が起

きた時に、死傷者の人数を少なくできると思います。よろしくお願い致します。（２０代 女） 

・ 日常的に余り活動的に目にする事が少ないので、消防庁に関わらず、ＰＲ活動を増やす（年間）

事で住民にはもっと認識されると思います。（６０代 男） 

・ 普及、啓発活動に終わりはなく、又、今、知り得る媒体はたくさんあるので、より具体的な、災

害に関する、例えば避難場所、対応方法等を周知することに努めてほしい。（６０代 男） 

・ 警察は春秋の交通安全週間とかで活動がありますが、消防署の活動が今一わかりません。広く国

民に知らせる活動があれば（チラシ等でもよい）良いと思います。※活動はされていると思いま

すが、知らない人がいると思います。（５０代 男） 

・ いざという時にとらなければいけない行動が意外と知らない人が多いのではと感じます。（自分も

含め）より身の安全のために何をすべきかを意識するために普及していただければと思います。

都民の安全のため、よろしくお願いします！（２０代 男） 

・ 消防庁の運動や地域住民が参加できる情報などを街の掲示板にも貼って頂けると見ているので助
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かります。（３０代 女） 

・ “東京消防庁便り”の類のものがあれば、閲覧するのですが、現在、その有無がわかりません。広

報紙等があれば是非拝見したいものです。（７０歳以上 男） 

・ 会社で AED 訓練や救命講習受講を推進していますが、地域で暮していると目に留まる機会が少な

いので、積極的にアピールするといいと思います！（企業、学校、医療機関、区役所等、公的な

機関連携で）（５０代 女） 

・ 東京消防庁でありながら東日本震災の時はいち早く救命にかけつけ、テレビのニュース等で放映

できないほどの悲惨な現場でご活躍なさった方が多数いらしたこと、息子の友人から聞きました。

皆様方のご活躍の様子等をテレビ、メディアを通じてもっと知らせるべきです。どのように力に

なって下さっているか、知らない人達が多すぎます。国政にも、もっと予算を要求して皆様方の

ご活躍の幅を広げ、仕事に見合った収入をもって消防庁に勤務なさる若者が増えることを祈って

おります。皆様ご苦労様です。（７０歳以上 女） 

・ テレビなどで活動内容を頻繁に知る機会があると理解が深まると思います。（３０代 男） 

・ AED 訓練において、着衣のまま救命できる方法があればもっと公表してほしい。ネットやテレビ

で紹介される動画は、なぜかいつも成人男性か子供のモデルばかりで、女性が倒れた場合、プラ

イバシーを配慮しながらの救命方法がわからないから。（２０代 女） 

・ テレビを見るという事がほぼ無くなったので、こういう事をしているというのをもう少しインタ

ーネットの方でも拡散してほしい。訓練は実際にやらなければならないですが、知識は無いより

もある方が良いと思うので、インターネット上で消防関係の知識をつけられる様なサービスを強

制的にやらせる様な仕組みを作って欲しい。他例えば、LINE ではサイバー訓練というのがある

ので、参考にしてほしいです。（２０代 女） 

・ AED 講習とかしているなら参加したい。地域便り、ポスターやチラシなど、そちらから発信アピ

ールしてほしい。自身で探すのは面倒（３０代 男） 

・ 息子（2 歳）は消防車が好きなので、消防関係のイベントなど積極的にお知らせして頂きたいで

す。（３０代 女） 

・ 子供は消防自動車が好きなため、もっとイベントを近くで開催してほしいです。（４０代 男） 

・ ＰＲ活動が少ないように思います。 ネットなど様々手段で啓蒙活動をして欲しいと思います。（６

０代 男） 

・ 対策をしていただいたことを、広く周知してほしい。地震対策や台風などの対策、住民を巻き込

んで具体的に行ってほしい（５０代 女） 

・ 日々の業務お疲れ様です。  防災予知、防止、情報発信等の活動部分で、もの足りなさを感じて

います。 今は有事の際の正確な情報の伝達が生命線と思いますので。（６０代 男） 

・ このアンケートに答えるにあたり東京消防庁について考えましたが、普段の生活（消防関係者が

周りにいない人に限る）で東京消防庁について本当に詳しく知る機会がある人はどのくらいいる

のだろうかと思いました。影で支えて下さっているというのも重要、且つ素敵ですが東京消防庁

の方が考えるよりも周囲へのアピール性はより必要なのではないかと思いました。（３０代 女） 

・ 上級救命講習は以前職場で受けたが、退職して再受講する機会がないので、自宅近くで受けられ

れば知らせてくれる仕組みがあると有難いです。（６０代 女） 

・ 東京消防庁の活動について、幅広い認識が持てる広報活動などがあると良いと感じます。（４０代 

男） 

・ 普段、消防庁が行っている防火防災活動がどのくらいあるのか、もっと情報を積極的に流してほ

しい。（５０代 男） 
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・ 放火などからの防火対策の一環として地域対策が必要と思われる中、この地域は防火活動に積極

的に取り組んでいると感じさせるような対応、例えばポスターの掲示、防犯カメラ設置をアピー

ルする活動も必要ではないかと感じます。（４０代 男） 

・ 父が防火管理者の講習に行って、火災や防火についての認識が変わったといっていました。54

才の父が今までも火事は怖いものと知っていたのに、特に何も行動をしていませんでしたが、講

習後からは家の周りに燃えるものを置かないとか、警報機を付けるとか、職場の消火器などにも

気を使うようになりました。それを見て、消防の仕事や話がもっともっとテレビやラジオ、ある

いは、身近な講習で知ることができれば良いなと思いました。テレビで消防や救急などの特別番

組などもあると嬉しいですね。（２０代 男） 

・ 消防団など地域のボランティアに支えられていると思われます。活動の周知があると、たくさん

の方々に参加していただけるのではないかと思います。（２０代 男） 

・ 日頃のご活動に感謝いたします。＃7119 についてです。既に母子手帳などに記載はされて若い

お母様方はご存知かもしれませんが、昨今、新聞を購読されていない世帯が増加していることや、

TV をみないご家庭も増え、＃7119 を知らない方も多いかと思います。必要な方の救命率を向上

させる為に①マグネットにプリントしたもの（水もれ救急などにあるような名刺大のもの）を全

戸配布。②ネットで広告する等ご検討されてはいかがなものでしょう。（５０代 女） 

・ YouTube のチャンネル開設をもっとアピールしていただいた方が、関心が高まるかと思います。

特に仕事が不規則だとマンションの訓練にも参加が難しいので…今回のアンケートで YouTube

の存在を知りました。（３０代 女） 

・ 救急相談センター（＃7119）のサービス内容を、もっと広く普及するとともに、消防・防災をも

っと身近に感じられるよう、今後も取り組みをお願い致します。（２０代 女） 
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■救急車の利用について  

・ 救急車の利用（不正に）について正しく使ってもらう態勢を整えてもらいたい。本当に必要な人

に一刻も早く到着できるように！要請してから到着までの時間が年々遅くなっていると聞いたこ

とがある。要請した側からすれば一分一秒でも早く来てほしいので。よろしくお願いします。（５

０代 女） 

・ 先日、救急車を呼ぶタイミングがあり、呼ぶべきか、迷ったため＃7119 に電話をした。その時

の対応した男性が、とても冷たく、悲しい気持ちになった。結局救急車を呼ぶかは自分で判断し

てくださいと言われた。傷病者は自力で立ち上がれそうにもなかったので結局救急車を呼んだ。

幸いにも大事にはいたらず、すぐに自宅に帰れたが、とても不快な思いをした。毎日いろんな人

が電話をかけてくるのは分かるが、不安と焦りがある人には冷たすぎる対応だった。その後対応

してくれた救急隊員の方にはとても親切にしていただいた。＃7119 を普及させたいなら、もう

少し寄り添う対応をすべき。（２０代 女） 

・ 家は妻も子どもも障害者で毎度も救急車にお世話になっています。いつも的確な処理をして頂い

てありがたいです。ただ一つ言わせてもらえば、救急車に乗ってから病院が決まるまで少し時間

がかかるなといつも思います。（５０代 男） 

・ 母と父がお世話になったとき、一生懸命マッサージをしてくれて感謝しています。（５０代 女） 

・ 119 番通報後すみやかに対応していただきました。今後とも即応体制が維持されることを願って

おります。（６０代 男） 

・ 災害時に、アメリカでは FEMA や州単位での対策があるようですが、日本にはそれに当たるのが

消防や自衛隊なのでしょうか？首都直下に対して、自衛隊がどこまで有効でしょうか？火の海に

なるであろう東京都に、消防が追いつくとも思えませんし、指示系統が統一されていても大混乱

ですよね？とり急ぎ、区単位での具体的なケース別ハザードマップと特別チームとかできないも

のですかね？（５０代 女） 

・ 不要不急の救急要請に対する懸案がなんとかなったらいいのに、といつも気にしています。（４０

代 男） 

・ 子供が大けがをして救急病院に連れて行ったことがありました。その病院ではたまたま、「専門医

が不在なので他の病院に」と言われ、あちこちの病院に電話をかけ、車を走らせ受け入れ先をず

いぶん探しました。救急車の方がよかったのかはわかりませんが、緊急を要する時の受け入れ体

制をしっかり整備していただきたいと思いました。（４０代 女） 

・ 近年の日本は軽傷であっても救急車をタクシー代わりに利用する国民が増加しているように見え

ます。本当に必要な時に利用するものだという認識を与えるための活動をお願いしたいのと同時

に、法律的にも変えていって頂けると幸いです。（３０代 女） 

・ 救急車の出動状況などをみると、頭が下がる思いです。救急車の出動については、是非もあると

思うが一部有料にするなど対策が必要だと思う。（４０代 女） 

・ 妻が出産の時、早産になってしまったので緊急搬送されることになったが、なかなか搬送先が決

まらず、2 時間以上待たされた。結局、自宅から一番近い大学病院に搬送。仕方ないこともある

かと思うが、待っている間は不安だった。対応はとても良く、親切にしてもらったので良かった。

（３０代 男） 
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■その他 

・ いつもご苦労様です。近くの消防署でトレーニングの様子を見る事があります。体力維持大変で

すね。多摩川のそばなのですが、イベントへ行かれるときは見に出かけています。「消防庁」と言

われると身近な存在ではあるが、仕事内容は特別で、いつも自分たちを守ってくれる存在。そこ

の間になにか近寄りがたいものがあるのは、古い人間だからかもしれません。（７０歳以上 女） 

・ 最近は救急車の前に消防車がくる。何事かと思うが…待っている人には心強いかもしれませんね。

災害があったら、あわてない事ですね。あわてると事故がおきます。（６０代 女） 

・ 防災訓練で火災報知器をならさないと住居にわからない。消防署が昔は参加していただき講話や

通知指導などあったが、いまは消防署が消極的と考えている。（６０代 男） 

・ 通報が重複しているのかは不明ですが、消防車の出動が多すぎる様に感じます。煙も何も出てい

ないのに、消防車が何台も来て、更にまだ出動してくるケースをよく見ます。（７０歳以上 女） 

・ 日々の救急車や消防車の往来等目、耳にする時が多いです。職員の方々は毎日の勤務や訓練に励

んでいらっしゃるようで、どなたもとても良いお顔をしておられます。いざという時に助けて下

さる人がいるという事は安心して生活できるにもつながります。大きな災害があっては困ります

が、住人同士の助け合いも大切ですね。（５０代 女） 

・ 父が消防団員だった事もあり、父と同居していた時には防災関係の集まりなどに参加する機会が

ありました。今では仕事の忙しさもあり、防災関連を含め、地域の情報を集める機会自体が少な

くなったと感じます。（３０代 男） 

・ 講習会が無料だと行く気になるのですが、有料だと、後回しにしがちです。興味はあるのですが、

今は年金問題や給料が低いこともあり、節約や別のことを優先してしまいます。 今はいつ災害が

起こるのかわからないので、予防に力をいれることは重要だとは思っていますが、なかなか行動

に至りません。（３０代 女） 

・ 救急隊員の現場での対応の横柄さが毎度気になる。（４０代 男） 

・ 個々人の災害対応の質の向上など、市民の防災意識の向上は今後必須だと思います。（２０代 男） 

・ どんな取り組みをやっているのか知る機会が全くない関わりがない（２０代 男） 

・ 近所に消防署があり、救急救命講座なども実施しているようです。いつか機会がありましたら参

加したいと思います。（２０代 女） 

・ 子どもが小学生のうちは、訓練などで学校に消防車がきたり、応急処置を教わったりと、親子で

かかわる機会がありました。中学生以上になると、親の機会はなかなかないかと思います。職場

などで参加する機会があればしてみたいです。（４０代 女） 

・ 先日の台風で家が 3 日間停電となりました。毎日携帯で話し状況を聞いていました。幸いにも水

道は大丈夫だったので…何とかなった様です。我が家はオール電化なのですが…災害にそなえて

の…マニュアルがほしいです…あと、住んでいる地域が災害にあった時の一例の風景画などみて

みたいです…一番は火事なのか、家屋倒壊なのか…職場でも何の被害が一番多いのか？と話して

います…やっぱり一番は火事か？など…ならば避難はどの様にしたら一番いいのか？など…（５

０代 女） 

・ 住宅火災警報器を買ったのですが、使いませんでした。なぜなら、ワンルームで煙や、ちょっと

した火でも、警報機が鳴りだして不便だと聞いたからです。近所迷惑をかける気がして。（何でも

なかった時）（６０代 男） 
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